


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




プロローグ

第一章　そして乙女は旅立つ

第二章　暗殺者は突然に

第三章　謀略は誰が為に

第四章　暗殺者が一杯

あとがき







プロローグ







　其そ処こはただ『森』と呼ぶには躊躇ためらいを覚える様な――針葉樹のささやかな群生地だった。

　深くはない。広くもない。

　樹々が互いに寄り添う様にして生え並んでいるが……密林の様な圧迫感も無い。濃密に過ぎず。空疎に過ぎず。ただ……針葉樹のこぢんまりとした集まりが、一種独特の空気を作り上げていた。

　外界の有象無象が遙はるかに遠い。

　境界が引かれている訳でもなければ、壁で仕切られている訳でもない。ただ――幾重にも層を成す常緑が、外部からの無粋な騒音を絡からめ取っているのだ。梢や葉の隙間を擦すり抜けてくる風も、季節や昼夜を問わず緩やかで――まるでこの森に満ちる何かを乱す事を怖れているかの様に、そろりそろり密やかに森の中を巡っていくのみだった。

　静寂――ではない。

　寂せき寞ばくや隔絶の感は無い。停滞や断絶の印象も無い。ただ俗界の諸もろ々もろを木々の層がやんわりと受け止めた末に出来上がった、ごくごく自然な平穏だけが其そ処こにはある。

　それは静せい謐ひつと呼ぶべきだろう。

　強制的に作り出される、耳を刺すかの様な無音ではなく――ただ結果として、在る様に在る無音。虚無的な空白ではなく、ささやかな雑音が互いに溶け合った末に均ならされて出来上がる静けさが、此こ処こには満ちていた。

　いっそそれは奇跡と言っても良かろう。小こ賢ざかしい打算も思惑も無い。如い何かなる者の意志も絡む事無く、ただ偶然と必然が生み出す精妙な成果。まるで時間さえもが流れる事を忘れるかの様な、侵し難い天然の安寧。それはたとえどれだけ望んでも人為で作り出せるものではなかった。

　信心深い者ならば、ある種の聖地を連想するかもしれない。

　そして……ある意味でそれは正しい印象ではあった。

「……この様な……場所に……？」

　木々の連なりの――その奥。

　其そ処こに小さな泉がある。

　湧き出る清水によって常に清涼に保たれている、小さくも美しい水場。周囲に溢あふれ染み出る水は、地を湿らせ、樹々や草花をも潤しているのだろう――その周りはひときわに緑が濃い。この小さな森の、小さく清らかな心臓としての役割を、その泉は果たしている様だった。

　そしてその畔ほとりに――

「いくら王家の地所とはいえ……」

　一つの墓標が立てられていた。

　慎つつましやかな墓碑が、風景の中に溶け込むようにして存在している。

　碑文と共に刻まれた紋章は、その下に眠る者の卑しからぬ身分を示していた。

　貴族か。あるいは王族か。木漏れ日の一条が照らし出すその石碑の表面は、濁りのない黒さと光を弾く滑らかさを備えており、非常に丁寧に造られたものであることが分かる。だがそれにしても不相応なほどにその墓は小さく、何よりも簡素な造りの代物であった。

　さくさくと蹄ひづめが土を踏み締める音と共に――泉に近付いてくる騎影が二つ。

　やがてそれら二組の人馬は、墓碑のわずか手前で停止した。

「……これが……？」

　黒い馬より下り立った人影の声には、驚きの色が滲にじんでいた。

　丈の長い――そして独特の紋様が描き込まれた袖無外套マントの様な衣裳をまとっているために、身体の輪郭は分からない。それどころか目深に頭布フードを下ろしているせいで、傍はた目めから見れば性別すら判然としない。

　だが声からは若い娘であろうことが推し量れる。

　そして馬の鞍くらに括くくり付けられていた杖つえからは、人影が魔導の技能に通じる者であるらしい事も分かる。複雑に湾曲した先端に幾つもの金属環を付け、表面には精緻な幾何学模様を施されたその道具は、他に類似のものを見ない――紛まごうことなく魔法使いの持ち物だ。

　迷信の闇に囚とらわれ、人々が魔導の術を駆使する者を盲目的に恐れ忌み嫌った時代は遠い過去となりつつあるが……顔を隠す事を基本とするその装いは、魔導師達の間に一種の慣習としていまだに残っている。若い娘ならば尚なお更さらの事だ。

「――あれ自身の希望でな」

　もう一騎……栗毛の馬から下りた大柄な人影は、低く平坦な声で言った。

　そこには何の感情も表れてはいない。

　瑞々しい張りを備えた声音は、間違いなく若者のそれである。

　実際にその声の主は二十代半ばの青年の姿をしていた。筋骨逞たくましく顔立ちも四角い。だが単にがっしりしているというだけではなく、その物腰には――とくにその眼差しには、並ならぬ気品と知性を感じさせるものがあった。

　ただ……

「あれは……派手な事や騒がしい場所が苦手だったのでな」

　口調には老成した者特有の響きが……聴く者の心へ緩やかに染み入る響きがある。経験や思慮の浅い人間にはけっして出せない声だ。若くしてすでに多くのものを――常人の生涯分にも匹敵する様な、諸もろ々もろのものを見てきた証拠であった。

　とくに……辛い事や悲しい事を。

「つくづくアビアスの王妃などという役には……似合わない女だったよ……」

　不意に――若者の声に感慨が滲にじむ。

　抑えてはいる。恐らく強きょう靱じんな意志力で、自分の感情を表に出さぬ様にと押し殺しているのだろう。だがそれでも抑えきれずに漏れ落ちてくる気持ちの欠片かけらが、若者の声を揺らしていた。

　この墓の下に埋葬された人物が、彼にとってどの様な存在であったのか――それだけでも容易に想像がつく。

「――陛下」

　傍らに立つ魔導師がそっと声を掛けた。

「ここは城ではありません」

　魔導師の――いや娘の声は透明だった。

　こちらにも明確な感情の色はない。ただ事実を事実として告げるだけの声である。迂う闊かつな同情や憐れん憫びんは、むしろ相手の想いを踏みにじることもあるのだと心得ているのだろう。

　しかし……

「お望みならば私も眼と耳を塞ふさいでおきましょう――どうか」

「いや。構わん」

　若者の声は再び元の平坦な響きを取り戻していた。

　一瞬垣間見せた感情の深さからすれば、凄すさまじいほどの自制心である。その顔にもただ仮面の様な無表情が貼り付いているのみだ。

「大丈夫だ」

「いいえ」

　娘はやはり淡々と――否定する。

　若者は怪け訝げんそうに眉を顰ひそめて傍らの魔導師を振り返った。

「悲しければどうぞ涙をお流しくださいませ……それを責める者などおりません」

「……マヤカ？」

「『王たる者が感情に振り回されてはならぬ』――確かに陛下の仰るとおりでございます。ですが……だからといって自分の中から根ね刮こそぎ感情を殺し捨て去ってしまえば良いというものでもありますまいに」

　娘の声にある種の苛いら立だちと――そして僅わずかながら悲嘆が含まれていることに、若者が気付いたかどうか。杖つえを握りしめる娘の手の指は、血の気を失うほどに白い。それだけが、彼女が自らに許した激情の捌はけ口であったのだろう。

「感情を持たぬ者は――他者の感情を理解出来ません。喜悦も。悲哀も。憤怒も。それらは確かに理性を曇らせる事もございましょう。されど多くの者にとって日々の営みを綴るのは、そうした想いにございます。それは他愛なくも尊きものにございますれば――」

「…………」

「それを知らぬ者が、どうして民草の期待を信頼を背負えましょうか？」

　そこまで言うと――娘は一歩下がって地に膝ひざをついた。

「出過ぎた口をききました――陛下」

　フードの奥で頭を垂れながら娘は続ける。

「御処罰はいかようにも覚悟しておりまする」

「いや……貴女あなたの言葉ももっともだ」

　そう言って若者は溜ため息をつく。

　だがその表情は僅わずかに緩んでいた。自らに課し続けていた仮面を、束つかの間ながら外すことにしたのだろう。年齢不相応な落ち着きの下から……まだ枯れきっていない若者故の、様々な感情がまろび出てくる。

　郷愁と。悲嘆と。寂せき寥りようと。

　それらは混ざり合って――結局は何な故ぜか曖あい昧まいな微笑になった。

「…………」

　魔導師は音も無く立ち上がると若者に背を向ける。

　先の言葉どおり、彼に気を遣ってのことだろう。

　若者は王だ。君臨する者だ。

　王は人ではない。人の上に立つことを当然の権能とする以上――それは人であってはならない。超越者たる者が人の条理と常識に縛られてはならない。ましてや自分の感情を御しきれない事などあってはならない。個人の感情に振り回されていては国を統すべる事など出来るはずもない。

　だから、王は臣民の眼のある場所では泣く事さえ許されない。

　治世のために嘆いてみせる事はあっても、本心を本心としてさらけ出す事は許されない。

　それが常識的な王の在り方だ。

　だがそれは……まだ感性豊かな若者にとって、どれだけ残酷な事であろうか。

「私は……」

　若者は墓碑の前に膝ひざをついた。

　その時――

「…………？」

「…………！」

　二人は互いを振り返って顔を見合わせた。

　微かすかに――本当に微かすかにだが、二人の耳に触れるものがあった。

　若者は怪け訝げんの表情を浮かべて立ち上がり、息を顰ひそめる。確実に聴き取ろうというのならば、息遣いの音すらも邪魔になるだろう――それはそんな微かすかな音であったからだ。

　二人が共に聴いたとなれば、耳鳴りや幻聴ではあり得ない。

　もう一度聞こえはしないかと二人は森の中に漂う静けさに耳を傾ける。

　やがて――

「……ふむ？」

　ゆるゆると巡る微風に乗って、それは確かに聞こえてきた。

　だが遠くから響いてきたものではない。もともとが小さな音である様だった。

「まさか――」

　若者は泉に沿って歩き出す。

　ほどなくして――二十歩余り進んだ処ところで彼は立ち止まった。

　若者の脇には、泉の周辺でもひときわ大きな樹木が一本生えている。とくにその幹が太い。細身の人間なら、その向こう側に隠れてしまうことも出来るかもしれない様な直径があった。

　そして音はその樹の向こう側から聞こえてくる。

　彼はその樹の幹を回り込んで――

「…………」

　――そこで立ち止まった。

　否。凍りついたと言った方が正しいかもしれない。

　音から想像はしていたはずだ。さもなくば探したり近付いたりもすまい。だがやはり実際に目で見た驚きは大きかったのだろう。

「……マヤカ」

　半ば呆ぼう然ぜんとした――自制心に富んだ若者には不相応なくらいに、驚きょう愕がくで緩みきった声が樹の幹越しに届いた。

「はい陛下」

　応じる声もやはり動揺している事からすれば……とっくに娘も音の正体について想像がついていたのだろう。若者からの声でそれが確信に変わったという事である。

「貴女あなたは――育児の経験はあるか？」

「私は未婚でございます」

　何ど処こか憤然とした口調で娘が言う。

　それだけでは足りないと思ったのか、彼女は付け加える様に言った。

「……歳の離れた妹や弟の類もおりません」

「知っている。聞いてみただけだ」

　若者もよほど動揺しているのだろう。

　応じる声が何ど処こか上の空だ。

　やがて――

「しかし……これは……」

　若者は胸元に白いものを抱えながら足早に墓の前へと戻ってきた。

　娘の想像したとおりのものを。

　つまり……

「どうしてこんな場所に……？」

　白い布にくるまれた小さな赤ん坊を。

「さてな……」

　若者はもはや困惑の表情を隠そうともせず、腕の中の小さな命を眺めた。

　見知らぬ腕に抱かれながら、赤ん坊は泣かず喚わめかず、紫色の大きな瞳で、自分を見つめる若者を見返していた。ついでに小さな手を伸ばして……ぺしぺしと若者の頬を叩いたりもする。

　全く物もの怖おじしていない。

　どうやら人見知りをしない性格であるらしかった。

「しかし捨て子というにはあまりに――」

　言いながら娘は横から赤ん坊の顔を覗き込む。

　そして――絶句した。

「マヤカ？」

「……………………陛下」

　しばしの間をおいて後――それでもフードの奥から出た声は、まだ驚きよう愕がくと動揺に揺れていた。単に捨て子を見つけたが故のものではない。そこにはある種の戦せん慄りつの響きさえもが含まれていた。

「この赤子は――」

　そこまで言ってから……娘は、はたと気付いた様子で視線を若者の顔に向ける。

　自分が見て気付いたものに若者が気付いていないはずもない。

　ならば……

「――ふむ」

　若者は腕の中の赤ん坊をしばし眺めてから大きく頷うなずいた。

「城に戻るぞ」

　彼はそう言って歩き出す。

　恐らく若者の考えを察したのだろう――彼女は慌てて若者に追いすがる。手にした杖つえの金属環がぶつかり合って、涼やかな音を立てた。

「へ……陛下！　お待ちください陛下！　まさか――」

　娘はそれまでとは打って変わった、焦燥含みの口調で言った。

　だが……

「すまんがちょっと抱いていてくれ」

　馬に歩み寄った処ところで若者は立ち止まり――追いかけてきた娘に、抱えていた赤ん坊を押しつける。半ば無意識に赤ん坊を受け取って抱きながら、娘はさらに声を上げた。

「陛下！　陛下！　その赤子は――」

「分かっておる。私も馬鹿ではない」

　若者は鐙あぶみに足を掛けると、軽やかな動作で馬の背に跨またがる。

「あ……安心致しました」

　娘は安あん堵どの溜ため息をつく。

　そんな彼女と彼女の抱く赤ん坊を見下ろしながら、馬上の若者は駄目を押すように大きく頷うなずいて続けた。

「多少の難儀は覚悟の上だ」

「……ああああ…………やっぱり……」

　娘は、フードの上からでもそれと分かるほどにがっくりと項うなじを垂れた。

　だがもはや言葉をちょっとやそっと重ねても無駄だと悟ったのだろう――若者の考えを諫いさめる様子もなく、娘は伸ばされた逞たくましい腕に赤ん坊を返した。

「今日からお前は……私の娘だ」

　若者は両腕を伸ばして赤ん坊を頭上に差し上げた。

　赤ん坊が嬉しそうな声を上げて笑う。

　まるで祝福するかの様に、若者と赤ん坊の上に降り注ぐ幾条もの木漏れ日。

「…………」

　その様子を見つめながら――魔導師の娘は長々と溜ため息をつく。

　それは小さな森の奥の……その存在を知る者もほとんどいない、やはり小さく美しい泉の畔ほとりでの出来事だった。







[image: ]







第一章　そして乙女は旅立つ







　整然たる濃緑の中を、一人の青年が歩いていた。

　周りには他に人影は見当たらない。

　見渡す限り一面に溢あふれているのは、早春の陽光を浴びて萌え立つ木々や草花である。葉を広げ、芽を吹き、緑を強め……無数の草木は、長い酷寒の冬を越えて、ようやく辿り着いた生命の季節を思う存分に謳歌していた。

「……――おーい」

　だが、青年の歩いているのは森でもなければ林でもない。

　彼のブーツが踏みしめるのは白い切り石を敷き詰めた遊歩道であり、彼の周りに壁を成すのは綺麗に剪せん定ていされた灌かん木ぼくの群れである。石畳の路をまっすぐに進んだ先には小さくも凝った造りの噴水池があり、それを囲む様にして、早咲きの花が揺れる花壇が配置されていた。よく見れば、要所要所には石造りの灯とう籠ろうが配置されているのが分かるだろう。

　公園――いや庭園である。

　振り返って見れば、それらのすべてを見下ろす様にしてそびえる、明茶色ベージュの巨大な建築物を見る事が出来る。何か四角い岩の塊の様なその外見は、見るからに質実剛健といった印象で――装飾性にこそ乏しいが、歴史を経た建物特有の風格を醸し出していた。

　アビアス王国――ハスティフォリアル城。

　青年が歩いているのはその王宮庭園である。

　城と同じく華美さには乏しいものの、此こ処こは素朴な美しさに満ちていた。

　ことさらに奇を衒てらったり、贅ぜいを尽くしたりして、訪れる者に王の権勢を訴える王宮庭園も珍しくない中――このハスティフォリアル城の庭園は、むしろ地味とも言える造りをしていた。面積こそ広いが、大仰な彫刻や、異国から取り寄せた様な珍奇で派手な植物は見当たらない。見る者によっては……この庭園は貧しげにさえ映るかもしれない。

　だが実際には、こうした清潔感のある地味な庭園を維持するのは非常な手間暇と――何よりも主の理解が必要だ。派手に飾り付ける方がむしろ容易たやすいが、それでは観る者の眼も心も疲れてしまう。緑と白を基調にした眼に優しく落ち着いた景観は、見栄よりも体裁よりも何よりもまず、庭園本来の在り方に――訪れた者に潤いと癒しを与える事に徹した結果であった。

　だが……

「おーい。姫様――……」

　青年は欠伸あくび混じりに声を上げながら庭園の中を歩いていく。

　向かうべき場所を定めた足取りではない。急いでいる様子もない。悠然と歩を進めるその姿は、一見すれば散策している様にも見えたかもしれない。あっちを向いてこっちを向いて……方々に視線を飛ばしながら、のんびりと青年は歩いていく。

　ただし端整なその貌かおに浮かぶのは――何ど処こか物憂げな表情であった。

　少なくとも庭園散策を愉たのしむ者の表情ではない。実際、青年の様子を子細に観察する者がいれば、彼が眼を向けているのは花壇でも噴水でもないと気付いただろう。

　青年は庭園を彩る諸もろ々もろのものにはまるで注意を払っていない。彼がその琥こ珀はく色の眼から奇妙に鋭い視線を投げているのは、むしろそれらの隙間だった。

　たとえば無数の花が咲き誇る花壇の――裏側。

　たとえば密に葉を付けた樹の下の――暗がり。

　およそ観賞には値しないと思われる様な処ところばかりを青年は眺めている。

　ただし周囲には青年の他に人影は見当たらず……彼のそんな行動を見み咎とがめる者もいない。

「……――おーい」

　そもそも……場違いな存在ではあった。

　年齢は二十歳を幾らか過ぎた程度であろうか。やや固そうなぼさぼさの赤毛を幅広の黒い鉢巻布バンダナで巻いてまとめている。前述のとおりに端整な顔立ちではあるのだが、鋭過ぎる目元のせいで――というか目つきが悪いせいで、何やら柄の悪そうな雰囲気になってしまっている。

　しかもこの青年――右手に携えているのは槍やりだ。

　のどかな庭園の風景には似合わぬ事、夥おびただしい。

　青年の槍やりは普通のものと異なり、穂先が妙に長い。槍やりというよりも剣の柄を無理矢理引き伸ばしたかの様な印象があった。古式武器に通じた者ならば、それが単なる槍やりではなく『鉾ほこ』と呼ばれる代物だと気付いたかもしれない。剣よりも間合いは広い武器だが――むろん、攻撃用魔法には敵かなうはずもなし、ましてやそろそろ各国の軍隊も銃火器を量産し装備し始めた昨今では、もはや限られた式典や演舞の際にしか使われない様な代物である。

　また……身に帯びる衣装にしても、王宮庭園にはいまひとつ不似合いだ。

　少なくとも武士や貴族が登城の際に帯びる礼服や正装の類ではない。その長身痩そう躯くにまとっているのは、明らかに機能性重視の戦いくさ装束であった。

　基本的な仕立ては一般兵士と同様の野戦服だ。ただしその両袖は無く、胸元は大きくはだけられている。しかも彩りはといえば黒を基調として炎を象かたどったかの様な深紅が要所要所にあしらわれた奇妙に禍まが々まがしい代物である。この上からやはり深紅に染められた革のヴェストを着て、左肩には簡易の防具。

　そして所属や階級を示すものは一切無い。

　普通の軍人でない事は一目瞭然であった。

　その装いといい顔つきといい物腰といい――妙に胡う散さん臭い。

　王宮庭園の中を歩くよりも、どこか下町の路地裏辺りで、殴ったり殴られたり刺したり刺されたりしている方が遙はるかに似合う様な――言ってみればゴロツキじみた雰囲気の青年であった。気の弱い人間なら側そばに寄るのも躊ため躇らうだろう。

　で――

「ひーめーさーまー……ひーめー……ひーめー……」

　あまり積極的ではない――というか明らかに熱意のなさそうな口調で青年は繰り返しながら庭園の中を歩いていく。

「ひーめー……ひーめー……ひめひめひーめー」

　しかも時おり彼は立ち止まり、花壇の茂みを覗いたり、樹木の梢を見上げたり、挙げ句の果てには池の中に視線を送ったりしている。

　どうも口にする言葉から察するに『姫』を捜している様なのだが……やんごとなきお方を捜しているというよりも、檻おりから逃げ出した珍獣の行方ゆくえでも追っているかの様な態度に見える。

「……ったくよ」

　ぼやきながら青年はその場にしゃがみ込む。

「いつもはあちこち頼まれてもいねーのに出没するくせ、こっちが捜しているときはいねぇんだよな……」

　溜ため息をついてそう言いながら、花壇の隅にあった拳こぶし大の平石をひっくり返してみる。

　小さな虫が数匹、突然の陽光に驚いて動き回っていた。

「……うーん……いねぇな……」

「――エキノ」

　若干呆あきれた様な声が青年の背後からかかる。

　……いつの間に其そ処こに来たのか。

　青年から数歩離れた場所に立つ人影がひとつ。

「おう。コリン」

　エキノと呼ばれた青年は振り返って立ち上がる。

「いくらなんでも姫様はそんな処ところにはいないと思うけど……？」

　苦笑してそう言うのは長身の娘である。

　流石さすがに眼の前の青年よりは低いが――女性としてはかなり背の高い部類に属するだろう。ただし均整のとれた身体つきのためか、大柄な印象はあまりない。細身の身体を侍女の着る白と紺の衣装に包んでいて、豊かで癖のない黒髪の上――頭部の左右には鮮やかな色彩を備えた花があしらわれていた。

　落ち着いた物腰ではあるがけっして地味ではない。

　どちらかといえば質素とも言うべき服装に包まれながら……否、包まれているからこそ、大輪の花にも通じる艶やかさが目立つ。そんな容姿の娘だった。

「……甘いな」

　青年は立ち上がりながら言った。

「あのじゃじゃ馬、前に一度、筒くわえて池の中に潜んでやがった事もあるぞ」

「…………」

「地面に穴掘って隠れるくらい、やりかねねぇって。全く……くそつまんねえ技能ばっかり身に付けやがって……あの徘はい徊かい王女、いちいち捜す方の身になりやがれ。こうなったら軍用犬を放って――」

「その必要はないわ」

　娘が顔をしかめて青年の台詞せりふを遮った。

「姫様はこちらで見つけたから」

「そりゃ結構」

　青年は肩を竦すくめて言った。

「出来ればそのまま首輪と鎖を付けておいてくれると助かる」

「…………いまさらだけど」

　娘は改めて呆あきれた表情を浮かべて言った。

「どうして貴方あなたみたいなのが姫様の近衛役をしてるのかしらね。謎」

「他にあの暴れ馬の面倒見られる奴がいねえからじゃねえか？」

「…………」

　娘の表情がやや曖あい昧まいな苦笑に変わる。

　青年の言う事にも一理あると認めているらしい。青年の物言いは不遜極まりないが、どうやらこの二人の様子を見る限り、問題の『姫様』というのも一筋縄ではいかない難物である様だった。

「とにかく今着替えてらっしゃるから。先に謁えつ見けんの間の入り口で待っててちょうだい」

「……分かった」

　青年は軽く槍やりを振って言うと、大股で庭園の出口に向かって歩き始めた。
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「――姫様御入場!!」

　謁えつ見けんの間の大扉の両脇で近衛武士サムライ達が揃って声を上げた。

　同時にアビアス王室の近衛武士サムライ達は一斉に革靴の踵かかとを鳴らして不動の姿勢をとる。右に五十、左に五十――総計百名の武士達に姫君の入場を迎える態勢が行き渡ると、謁えつ見けんの間には耳を刺すかの様な静寂が満ちた。

「…………」

　謁えつ見けんの間には近衛武士サムライ達以外にもさらに十数名の人影がある。

　玉座に座る国王と――その周りに侍はべるアビアス王国の重臣達が数名。

　そしてあらかじめ招かれていた近隣諸国の大使や特使達である。

　彼らは謁えつ見けんの間の左右――玉座と同じ高さに設けられた特設席から、興味津々といった様子で大扉へと視線を注いでいる。アビアス第二十七代国王の愛娘は何かと話題になる事が多い有名人だからだろう。

　そして――

「…………」

　分厚く大きな扉が、静かに左右へ開かれる。

　謁えつ見けんの間の中央を横切り、真っ直ぐ玉座へと敷かれた紅い絨じゆう毯たんを踏みしめながら、三つの人影が悠然と進み出た。

　玉座から見て右側には侍女のコリン。

　そして左側には兵士のエキノ。

「…………」

　特設席の大使、特使達が僅わずかに顔を見合わせる。

　エキノとコリンの服装は先ほどから――宮廷庭園の時から変わっていない。

　はっきり言ってしまえば普段着なのだ。

　しかもエキノに至っては、槍やりまで穂先を剥むき出しで無造作に携えたままである。王の御前である事を想えば不敬者、粗そ忽こつ者と罵倒されても仕方のない姿なのだが……居並ぶ近衛武士サムライ達が、異を唱えるどころか不快や不審の表情一つ浮かべないのが、異常と言えば異常だった。

　そして――真ん中。

「お呼びでしょうか――御父様？」

　白い紗しやに身を包んだ小柄な少女が言った。

　アビアス王室第一王女――ナナ・アン・アビアス。

　国王バルテリク・アン・アビアスの一人娘にして第一王位継承権を持つ存在である。

　歳は今年で十六になる。

　ただし頬の辺りに残る幼い丸みのせいか、見方によっては二つ三つは下の年齢にも見えるかもしれない。清楚に整ったその顔立ちも……まだ美しいと評するよりは可愛いと表した方が違和感がなかろう。

　ただしその紫の瞳には、子供のあどけなさと同時に強い意志と高い知性を窺わせる、涼しげな光が宿っている。清楚にして可憐。典雅にして優美。その物腰は姫君に相応ふさわしい品格を備えていた。

　身に帯びる白い着物や薄紅色の腰帯が、さらに乙女特有の清純さを強調している。頭部には宝飾冠テイアラ、襟元には王族の証として王家の紋章と名を刻まれた金の首飾環チヨーカー、そして蒼そう穹きゆう色を秘めた宝玉が煌きらめいているものの、全体として見ればその装いは派手でも華美でもない。

　ただ――それだけに処女雪の様な素朴な美しさが、見る者の印象に強く残る。

「…………おお……」

　大使や特使が特設席にて溜ため息を漏らす。

　ある者はまるで魅入られたかの様にぼんやりと白装束の姫君を見つめ、またある者は幻を目の当たりにしたかの様に瞬まばたきを繰り返している。恐らくはこのアビアスに遣わされてきてまだ日が浅いのだろう――どうやら彼らがナナ姫を間近に見たのはこれが初めてであるらしい。

　そして――

「――うむ」

　優美な足運びで玉座の前に立った少女を見下ろしながら、満足げに頷うなずいたのは言うまでもなくアビアスの国王――バルテリクである。

「ナナよ」

　バルテリクの低く錆を含んだ声が言う。

　この第二十七代アビアス王国君主は、いまだ三十七歳と年齢こそ若いが――すでにその容姿は充分以上の威厳を帯びている。

　岩から削り出したかの様な顔立ちは、ただひたすらに重厚。そこにただ座っているだけでも、静かな迫力が全身から立ち上ってくるかの様である。いっそそれは威圧感と表しても過言ではなかろう。気の弱い者ならば、単に近付く事さえも躊躇ためらうかもしれない。

　王たる者が軽んじられたり舐なめられたりするのは好ましくないが……実情にそぐわぬ恐れも、あまり利はない。バルテリクの場合は幸か不幸か――穏和な名君という周囲の評判とはあまり一致しない外見ではあった。

「おまえに重大な話がある」

　ただ天気の話をしていても必要以上に重々しく響く声が、さらに重厚さを増して告げた。

「…………？」

　大使、特使達は怪け訝げんの表情で顔を見合わせる。

　彼らはこれからバルテリクが娘に何を語るのか知らされていないのだ。まさか機密めいた話を諸外国の官吏がいる場所でするはずもなし――だが近衛武士サムライ達を揃え近隣諸国の大使特使を招いた場で娘と無意味な世間話をするはずもなし。

　ではいったいバルテリクの言う『重大な話』とは何なのか。

　国家の存亡に関わる様な一件だとしても不思議はないのだが――

「何でしょう？」

　ナナが小さく首を傾かしげた。

　癖のない銀色の髪がさらさらと揺れる。ほんの僅わずかなその仕草さえもが、まるで小鳥がするかの様に無垢で――愛らしい。

「……うむ」

　バルテリクは厳しい表情で娘を見る。

　だが……続く言葉は出てこない。

　珍しい事ではあった。勿もつ体たいをつける事のない単刀直入な物言いは、この国王の特徴の一つだ。その彼がまるで躊躇ためらうかの様に間を置いている。

　一体全体何事なのか。

　謁えつ見けんの間に満ちる重苦しい静寂の中――事情の見えない大使や特使は固かた唾ずを呑んで次の言葉を待った。

　やがて……

「――ナナよ」

　もう一度そう愛娘の名を呼んでバルテリクは言った。

　ぐっと力強く節くれだった拳こぶしを掲げ――

「おまえ――ちょっと処女喪失してこいや」

　……………

　地獄の様な沈黙が謁えつ見けんの間に落ちた。

　ちなみに掲げられたバルテリクの右拳こぶしをよぉ…………く見ると人差し指と中指の間から親指の爪先が覗いていたりする。

「…………」

　エキノは無言。

「…………」

　コリンも無言。

「…………」

　近衛武士サムライ達も無言。

「…………」

　バルテリクも涼しげな表情でそのまま無言。

「…………」

　でもって大使、特使も当然ながら愕がく然ぜんと無言――というか絶句。

　予想外の言葉に眼を剥むいて隣国の外交官吏達が唖あ然ぜんと見守る中で、ナナ姫はふらりと姿勢を崩すと絨じゆう緞たんの上に倒れる様にして膝ひざをついた。

「御父様……」

　伏せた顔にそっと手の甲を当ててナナは涙混じりの声を上げた。

「御父様は……私のことを憎んでらっしゃるのですね……？」

「別にそーゆーわけじゃないが？」

　バルテリクの返事は素気無い。

　というか、緊張感を根ね刮こぞぎ欠いた、ひどくぞんざいな口調だった。それこそ喋しやべりながら左手の小指で鼻の穴をほじっていると、実に似合いそうな感じの。

「いいえ……憎んででもいなければ、どうして実の娘にその様な無茶なお言葉を……」

「実の娘……？」

　バルテリクは怪け訝げんそうに眉を顰ひそめる。

「誰が実の娘だ――誰が？」

「え……？」

　驚きに瞬まばたきして――ナナ姫は身を強こわ張ばらせる。

　束つかの間、彼女は呆ぼう然ぜんとバルテリクを見つめていたが、ふと眼を伏せて呻うめく様に言った。

「そ……そんな……」

　しゃくり上げながらナナ姫の漏らす声が謁えつ見けんの間に響く。

　大使や特使達は突如として始まったこの愁嘆の場面に動揺し、互いに顔を見合わせたり、国王と姫君の間で視線をおろおろと何度も往復させている。まさかこんな場面に出くわすとは思ってもみなかったのだろう。

　一方、アビアスの重臣達や近衛武士サムライ達は、場を取りなすでも姫を慰めるでもなく、眼前の出来事を無視するかの様に――何かを無理矢理押さえ付けているかの様に、ひどく強こわ張ばった無表情で虚空を睨にらんでいた。

「ひどいです……御父様……今までずっと……ずっと……私は自らを御父様の実の娘だと信じて、疑った事もありませんでしたのに……」

　ナナ姫は途切れ途切れに訴える。

「……いまさら……突然にそんな事を……」

「――ほう？」

　バルテリクは片眉を上げて言った。

「実の娘と信じていたと？」

「……はい」

「今まで疑った事もなかったと？」

　無表情に念を押しながらバルテリクは玉座の前に伏せる娘を眺めた。

「はい。微み塵じんも――」

「ほほう」

　頷うなずきながらバルテリクは言った。

「肌の色が違っていて――」

　バルテリクは懐から取り出した扇子でナナ姫の方を指す。

　俯うつむく彼女の頬は――まあ確かにバルテリクの指摘どおり、やや色が濃い。薄褐色といったところだろうか。もっともその肌の色の濃さが、身に帯びる白い衣装と鮮やかな対比コントラストを描いており、彼女の魅力を引き立てているのだが。

「――紫の瞳で。そんでもって耳が尖ってたりもしてて。おまけに尻しつ尾ぽなんぞまで生えていて。それでも『おかしいなー？』とか『変だなー？』とか『何か違うんじゃないのかにゃー？』とか全くちいとも微み塵じんも一度も思ったりしなかったと？」

「これは……」

　銀の髪の間から覗く――父の言葉どおり人間にはあり得ない、尖った耳を震わせながらナナは言った。

「個性というものです」

「んなわけあるかい」

　バルテリクは半眼で娘を眺めながら言った。

「お前のそれが個性で済んだら犬と猫も同じ生き物になってしまうわ。とにかく中途半端な芝居はやめい。大使、特使の方々が困っておられる」
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「ああそっか。新人さんなんだっけ？」

　まったく唐突に、ナナ姫の声から哀切の響きが消える。

『新人』――つまりは前任者と入れ替わって日の浅い大使や特使は改めて驚きよう愕がくの表情を浮かべているが、近衛武士サムライ達や重臣達の顔にはいずれも苦笑が浮かんでいる。

　処女喪失云うん々ぬんはともかく、その後の一連のやりとりが単なる悪ふざけだと彼らは知っていたか――あるいはとっくに気付いていたらしい。つまり先ほどの彼らの態度も、無視ではなく、笑いが噴き出すのを懸命に堪えていただけの事だ。

「やっほ。ナナでーす。よろしくねよろしくねよろしくねー」

「やめんか」

　片手を挙げて右に左にと、特設席に向けてやたらに軽い態度ノリで挨拶する娘に、バルテリクは眉を顰ひそめて言った。

「王族という商売には多少のハッタリも必要だと言っておるだろうが。全くお前はどうも軽くていかん」

　そのハッタリを効かせる相手の前で言っている時点で、バルテリクにも問題があるはずなのだが――流石さすがにこの場で突っ込む者はいない。

「はあ？　――なぁーにが、ハッタリよ」

　一転して憤然とした口調で言いながら、ナナ姫はずかずかと大股に玉座に近付いていく。

　近衛武士サムライや重臣達が止める間もなく、彼女は玉座前に設けられた六余りの段差を二段飛ばしの勢いで越えて、父に詰め寄った。

「いきなり呼び出したと思ったら――何？　言うに事欠いて何が処女喪失してこい？　この色ボケ親父！　どっからそんなドアホな冗談が出てくんの？　つまんない妄想なんか膨らませてる暇があったら再婚でも考えなさいよっ！」

　バルテリクの左隣……王妃が座るべき座は十六年前から空席になっている。

　当時を知る者達によれば、たいそう美しく気立ての良い王妃だったそうである。隣国ラディカンの末端貴族の娘で、バルテリクは周囲の反対を押し切って娶めとったのだが――もともと身体の弱かった彼女は、ほとんど彼の隣に座る事もなく病で亡くなったと言われている。

　それはさておき――

「……むう」

　バルテリクは眉間の縦たて皺じわを深めて言った。

「おまえには少し父を敬う心が欠けておるな」

「やっかましいッ！」

　白い旋風が玉座に跳ねる。

　大使達は我が眼を疑った事だろう。

　何しろそれは、ナナ姫の着物の下から放たれた見事な――唸うなるほどの勢いを持った回し蹴げりであったからだ。

　単に脚を振り回しているだけではない。きちんと『技』になっている。軸足を先に踏み込んで瞬時に足場を固めてから旋回――先に畳んでおいた膝ひざを伸ばす勢いまでも利用して、相手に叩き込む本格的な後ろ回し蹴げりだ。

　着物の裾が大輪の花が開くかの様に舞い、その中心から惚れ惚れするほどに鮮やかで、しかも容赦ない一撃が繰り出される。

　だが――

「……おっと」

　ナナ姫の爪先が描く見事な軌道は、ぱしんと音を立てて中断を余儀なくされた。

　バルテリクが扇子を持つ片手を掲げて、その手首でナナ姫の一撃を止めたからである。

　彼は玉座から立ち上がってもいない。それどころか娘の蹴けりを止めた片手以外には髪の毛一本も動かしてはいない。

　しかも――

「まだまだ修行が足らんな」

　ついでにバルテリクは右足を伸ばしてひょいと娘の軸足を払った。

「――げっ!?」

　姫君にはどうにも相応ふさわしくなさそうな悲鳴――だか何だかよく分からない声を漏らしながら、ナナ姫が体勢を崩す。

　もとより高々と脚を上げての大股開き状態、しかも後ろは段差。

　さすがのナナ姫もこれで体勢を回復出来るほどには器用でないらしかった。

　というわけで。

　白い着物姿の少女はそのまま紅い絨じゆう毯たんの上に転倒――

「……よっと」

　――しなかった。

「うわったったっ」

　じたばたと暴れるナナの背中を支えているのは……あろう事か、長革靴ブーツの靴底である。

　で……その脚は、そのままひどく面倒臭そうな表情をしたエキノの胴体に繋つながっていた。

　槍やりは肩に担いだまま。上半身は先ほどまで彼女の脇に控えていた時と変わっていない。要するに右足だけをひょいと上げるという横着極まりない方法で、この風体の怪しげな兵士は転倒するナナ姫を支えてのけたのである。

　しかし……

「…………」

　居並ぶ近衛武士サムライ達の間に低い感嘆の声が漏れる。

　ナナ姫とエキノの間には、少なくとも十歩以上の距離があったはずなのだ。そして段差もあった。この距離を一瞬で詰め――しかも倒れかかる相手を靴底で支えるには、尋常でない体術が必要になるだろう。

　ただ脚が速いだけではどうにもならない。

　絶妙の見切りとそれに従う精密な動きが必要になってくる。

　流石さすがは居並ぶ近衛武士サムライ達百名余りを差し置いて、ナナ姫の側そばに侍はべっているだけのことはある。

　とはいえ――

「…………ちょっと」

　肝心のナナ姫にはその非凡ぶりはあまり伝わらなかったらしい。

　彼女は何とか立ち直ると、顔をしかめて赤毛の兵士を振り返る。

　どうやら彼女としてはエキノの対応に不満がある様だった。まあ見るからに面倒臭そうな感じで、しかも靴底で倒れるのを支えられても、喜ぶ姫君もいまいが。

「何を横着やってんのよ」

「……横着？　何が？」

　エキノは脚を降ろしながら平然と言った。

「ちゃんと支えなさいって言ってるの」

「つっかえ棒の方が良かったか？」

　言ってくるりとエキノは槍やりを回してみせる。

「そうじゃなくて。こう――さっと抱き留めてみせるとかさ」

「細けぇ事にいちいちうるせぇな。だいたい――抱き留めたら抱き留めたで怒るくせによ」

　エキノは欠伸混じりに言う。

「それとも潔癖性は治ったのか？」

「び……美意識の問題でしょうが！」

　頬を赤らめてナナ姫は喚わめいた。

　どうやらドレス翻して回し蹴げりは出来ても、異性の腕に抱き留められるのは抵抗があるらしい。

　余人には理解しにくい基準ではあるが……ナナ姫の中ではそれなりに筋が通っているのだろう。まあ乙女の価値観は往々にしてそういうものだったりするが。

「普通、近衛兵士が倒れかかる姫君を足の裏で支えたりする？」

「普通、姫君はドレスで後ろ回し蹴げり極めたりもしねえけどな？」

「……うっ」

　ナナ姫は言葉に詰まった。

　上う手まい反論が思いつかなかったのか、ナナ姫は玉座の上のバルテリクを振り返って言った。

「お……御父様からも何か言ってよ！」

「――うむ」

　バルテリクは優雅に扇子を開いたり閉じたりしながら大きく頷うなずいた。

　ちなみに鉄製らしいその扇子には『天下泰平』などと刻み込まれていたりする。

「ナナよ」

「……何？　ってエキノじゃなくて私？」

　怪け訝げんそうに顔をしかめて自分を見つめてくる娘にバルテリクは言った。

「今度からはもうちょっと色気のある下着にしなさい」

「やかましいわああああああああああああああああああああッ!!」

　謁えつ見けんの間にナナ姫の怒号が響き渡る。

　まあそんなこんなで。

　事こと程ほど左さ様ようにとりあえず……ハスティフォリアル城は今日も概おおむね平和な感じだった。
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　アビアス王国。

　クアプランテ大陸の西方に位置する国家群の中に、その名は見る事が出来る。

　国土規模としてはさして大きくない国である。

　気候風土にも目立った特徴はない。

　国土の多くを起伏に富んだ山河が占めているが、鉱物資源の類には乏しく、各種農作物の収穫量や水産資源の漁獲量、さらには動植物の分布にもとくに目立ったところはない。

　そもそもこの国家は、流民や遊牧民が長い放浪生活の果てに定住地を見つけて興したとも言われている。それはつまり、他国から見て、わざわざ手を出すほどに魅力的な土地ではなかったからこそ、流浪の民が見出すまで手付かずで残っていたということだ。

　だが……

　アビアスという国家の名前は西方国家群の中ではかなり特異な意味を持つ。

『此の世で最も極楽に近い国』

『馬鹿共の楽園』

『詐欺師制国家』

『混沌領』

『お気楽王国』

『奇跡の国』

『芸人天国』

『劇場型国家』

『理想郷』

　……等々。

　これらはいずれもが他国がアビアスに対して冠した二つ名である。

　むろん――これらの評価には国家間の様々な思惑が絡んでおり、かなりの誤解と偏見に満ちてはいるわけだが、とにかくアビアスという王国がかなり奇異な存在として諸外国から認識されているのは事実だ。

　そしてその評判の殆ほとんどはアビアス王室の統治方針とそれに従う国民性に由来する。

　アビアスの王権は明らかに他国と異なるのだ。

　吟遊詩人を祖に持つと言われるアビアス王家には、一つの家訓が伝わっているという。

　すなわち――




『ウケるが勝ち』




　――である。

　この……他国から見れば正気の沙さ汰たとは思えない様な家訓を基本的な統治方針として、アビアスの国家は運営されているのである。

　アビアスの王室は基本的に国民を『客』として認識している。

　つまりアビアスの王族やその重臣達は統治という『芸』を提供する代わりに、税金という『報酬』を支払ってもらう――という考え方なのだ。政治と書いて『まつりごと』と読むが、アビアスにおいては国政とは芸能の一種であり――代々のアビアス王は国民の『ウケ』を得て気持ちよく税金を払ってもらうために尽力してきた。

　これはアビアスにおける統治側の基本姿勢だ。

　故に、この王国では他の国にはまずありえない様な、特異な――他国の者に言わせれば『気の狂った』――制度が当たり前の様にまかり通っていたりする。

　たとえば……裁判。

　大抵の係争事件は最終的に『どちらが金を払うか』の問題になる。

　損害賠償。慰謝料。損失補償。等々。大抵の物事は金銭で解決出来るし――そうせざるをえない。そして金銭というものは国家体制の下では客観性があり汎用性のある純然とした価値だからだ。

　しかし……訴える側も訴えられる側も、損はしたくない。だが金が払われないことには訴えた側は収まらないし、訴えられた側にしてみれば、納得の出来ない金は払いたくない。そしてどちらが勝っても負けても不満は残る。

　大抵の国はそれでも当事者のどちらかに金銭を支払わせて勝敗をつける。裁判とはつまり勝者が敗者から金銭を徴収するための手続とも言える。

　普通はどちらを勝者にしてどちらを敗者にするか――この二者択一しかない。

　しかしアビアスでは此こ処こに第三の選択肢が発生する。

　アビアスの裁判所では、提訴が一定の条件を満たしていると専任官吏が判断すると、公開係争事件として舞台を用意し、そこで改めて双方に主張させる。

　観客の――眼の前でだ。

　そう。アビアスでは裁判すらも娯楽にしてしまうのである。

　用意された舞台に上がった双方は、様々な方法で自分の正当性を訴える。情感たっぷりに演説をぶつ事もあれば、原因となった事情を演技で再現して見せたりもする。その手の行為が苦手な場合は代理として公選芸能人を付けてもらう事も出来る。双方合意の上ならばいっそ舞台の上で罵ののしり合ったり殴り合ったりしても構わない。

　でもって最終的に観客の投票によってどちらがウケたかを決定するのだ。

　ただし。

　ここで重要なのは――あくまでそれは『どちらがウケたか』だけの判断であって、金銭のやり取りには影響しないという事だ。なぜなら、最終的に勝者に支払われる慰謝料はどちらの懐から出ているわけでもないからだ。

　支払うのは観客――つまりは見物料から支払われるのである。

　確かに他人の争い事は見ていて面白い。それがあの手この手で自分の正当性を主張したり、罵ののしり合ったり、殴り合ったりするなら、なおさらの事だ。そういうどたばたならば金を払ってでも見物したいという野次馬根性の人間は多い。

　訴えた側は金を支払われ。

　訴えられた側は支払いを免れ。

　そして観客は娯楽を得る。

　他国の裁判制度ではまずありえない結果が此こ処こに生まれるのだ。

　これがアビアス王国である。

　むろん、殺人だの何だのの深刻な事件までこんな調子で裁判をしているわけではない。

　だが……何にしてもこの国においては、争い事さえもがお祭り騒ぎに転化され、わいわいがやがやと皆で愉たのしんでいるうちに適当なところに落ち着いたりする様になっている。そういう制度が裁判に限らず幾つも存在して機能しており――それに慣れ親しんできた国民がそれらの制度を受け入れているのである。

　とにかく。

　アビアスそういう国なのだ。

　政治は娯楽。国民は顧客。王族は芸人。貴族も芸人。官吏も芸人。

　皆で楽しめば怖くない。

　戴冠式でさえもが喜劇仕立てて行われる国など他にあるまい。

　確かに他国からすればこの様な政治方針は『狂気』にも見えるだろうし――それでアビアスがそれなりに繁栄し、平和を満喫している事実は『奇跡』にも見えるだろう。

　だが――
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　ぱたん――と音を立てて本を閉じながらマヤカは言った。

「冗談ではありませんよ？」

　場所は先ほどと変わらず謁えつ見けんの間である。

　ただし――今は人払いされてずいぶん閑散としている。百人余りの近衛武士サムライ達の姿はすでになく、重臣達や、他国の大使特使の姿もない。話の詳細を説明するためにバルテリクが残したのは彼を含めて僅わずかに五人――すなわち当事者のバルテリクとナナ姫、それに近衛兵士のエキノ、ナナ姫付き侍女コリン、そして魔導師のマヤカであった。

　アビアス宮廷魔術師団最高顧問・マヤカ・セロウィニアン。

　バルテリクの片腕と呼ばれる彼女は――実を言えばアビアスの人間ではない。

　クアプランテ大陸において最高の権威を持つとされる、魔導師養成機関――モス魔導院からアビアス王宮に出向している偉大な魔法使いである。モス魔導院は魔導師という稀少な人材を各国に派遣する事で経済力と自治権能を勝ち得てきた特異な組織であり、マヤカも本来的には此こ処こに所属している。

　もっとも書類上の立場はともかく、この十八年間ずっとバルテリクの右腕として彼女が働いてきた事実は、宮廷内の誰もが知っている。単に魔法使いとしての貢献のみならず内政に関して彼女が果たしてきた役割は大きく、事実上アビアス最大の忠臣として内外からは認められている存在だった。

　ただ……

「姫様は早急に御相手を見つけていただく必要があります」

　一同を見回してマヤカは言った。

〈アビアスの静せい謐ひつなる魔女〉――そんな通り名まで付いている彼女だが、あまり表舞台に顔を出す事はない。人前に出る時でさえも魔導師達の正装として顔を隠す頭布フードを被っているため、その容姿を知る者は少ない。ハスティフォリアル城の内外でも勝手な憶測で彼女の姿を想い描いている者も多いが――大抵の者がいざ改めて彼女に出会うと、拍子抜けした表情を浮かべるものだった。

　しっとりと落ち着いた雰囲気を持つ美しい中年婦人。

　ただ――それだけだ。

　一見してクアプランテ大陸屈指の大魔導師と分かる様な風格も凄すごみもない。むろんもう年齢はバルテリク同様、三十代半ばで若くはないが、静かな微ほほ笑えみの中にむしろ童女の様な柔らかさを残している……そんな女性だった。

　衣装はやはり魔導師達の定番とも言える袖無外套マントと長衣ローブであるが、今は頭布フードを被ってはいない。彼女はナナ姫の教育係も兼ねており、今謁えつ見けんの間に残っている者達とは、すでに飽きるほどの面識があるからだ。

　それはさておき――

「さもないと姫様のお命に関わる可能性が」

「…………命？」

　呟つぶやいて眉を顰ひそめたのは当のナナ姫である。

　謁えつ見けんの間に残った者達はバルテリクの玉座を囲む様にして輪になっている。一応ナナはコリンが持ってきた椅子に腰掛けているが、エキノ、コリン、マヤカの三人は立ったままの状態であった。

「なんだかいきなり話が飛んでる気がするんだけど」

「文献によると姫様はこのままだと衰弱死してしまわれるおそれがあります」

　マヤカは言った。

「衰弱？」

　ナナが不思議そうに首を傾かしげる。

　彼女はぐるぐると右腕を回して見せながら言葉を続けた。

「私――全然元気だけど？」

「血抜きした方がいいくらいだよな？」

　ナナのすぐ隣で腕を組み立っていたエキノは――言葉が終わらぬうちに半歩身を引く。ナナが椅子の上で半回転しつつ無言で踏み降ろした靴の踵かかとは、虚しく床を打って乾いた音を立てた。

「――ほらな？」

「うるさいっ！」

　ナナは喚わめいた。

「――姫様」

　マヤカは穏やかな微笑を浮かべたまま呼びかける。ナナの手癖足癖が悪いのもエキノの余計な台詞せりふも毎度の事なので、いちいち取り合う気がないのだ。

　彼女は一同の視線が自分に集まるのを待って――

「初潮はお済みになりましたか？」

　さらりと言ってのけた。

「しょっ……」

　流石さすがにこれには絶句するナナ。

「何だ――まだなのか？」

　対してエキノはいつもの調子で無遠慮に言う。

「ずいぶんと胸と腰の発育が悪いと思ってたら――……ッ!?」

　そこで無礼千万な近衛兵士は言葉を詰まらせる。

　おかしな角度に傾いている彼の脇腹には――隣に控えていたコリンの拳こぶしが見事に食い込んでいた。

「コリン……てめえ…………」

「少しは遠慮しなさい」

　そう言ってたしなめるナナ姫付きの侍女の表情は、慈母の様にあくまで優しく――対して近衛兵士の顔色はとんでもなく青い。まあ脇腹といえば人体の急所の一つなので、まともに拳こぶしが入れば悶もん絶ぜつしても当然なのだが。

「女の子にとっては物もの凄すごく恥ずかしい話題なのよ？」

「…………」

　だらだらと脂汗を垂らしながらエキノは数歩後ずさると手近な柱にもたれかかった。

　実を言えば……ナナに格闘術を教えたのはコリンである。

　そのたおやかな容姿からは想像もつかないが――この娘は、素手もしくはそれに類する格闘戦に限って言えば、近衛兵士のエキノよりも強い。王女の近衛役が表向きエキノ一人なのは、侍女のコリンがその役目を兼任しているからである。

「……いいですか」

　一つ咳せき払ばらいしてマヤカが話を本筋に引き戻す。

「そもそも……姫様は厳密な意味では『人間』種族ではありません」

「まあそうね」

　ナナは平然と頷うなずいた。

　先のバルテリクとのやり取りからも分かるが――ナナの容姿は明らかに普通人とは異なる特徴を備えている。紫の瞳は人間種族にもいないではないが、流石さすがに尖った耳や尻尾を備えている『人間』はいないだろう。

　もともとクアプランテ大陸には人間以外の人型種族も棲息してはいる。

　支配種たる人間種族に比べると非常に――比べるのも躊躇ためらわれるほどに人口は少ないが、現時点でも妖精エルフ族やその亜種族、半獣ライカンスロープ族、角鬼ホーンド族等がそれぞれ数種ずつ確認されている。

　広義では彼らは『人類』『人間』に含まれるが――人権思想の発達してきた昨今、幾つかの国家は彼らの権利をいわゆる人間種族と同等に認めている――厳密に定義すれば彼らはいわゆる『人間種族』には含まれない。これらの種族間では一部には交配すら可能な近縁関係も存在するが、あくまで分類学的には別種なのである。

「確か――妖精エルフ族ってモス式分類法では『第二亜種人類』になるんだっけ？」

　ナナは記憶を掘り出そうとするかの様に額に人差し指を当てて言った。

　モス魔導院では単なる差別的思想とはまた別の角度から――すなわち生物学的構造その他から人間とその他の種族を区別している。何でも生物としては人間種がいちばん安定しており、他種族の『基本形』に近いらしく――このことから、モス魔導院では人間種を『基種人類』と定義して他の種族を『亜種』または『派生種』としている。

　むろんこれはあくまで学問のための分類であってそれ以上でもそれ以下でもない。

　ただ――

「エルフに尻尾はありません」

　とマヤカが言った。

「……え？」

　虚を突かれた様子でナナが眼を瞬まばたかせる。

「そ……そうなの？」

「はい」

　マヤカが頷うなずく。

　実を言えば、ナナはいわゆる『亜人種』や『派生種』を見たことはない。

　そもそも他の人型種族を直接眼にすることなく一生を終える人間種族が、圧倒的多数なのである。少なくとも人間種族の社会で生まれ育てば、他種族を眼にする機会はほとんどない。

　これは生息圏や生活様式の違いも理由としてあるが――何よりも亜人種や派生種は人間種族に比べると恐ろしく数が少ない事が、その最大の要因である。

　このために一般人の知識は、どうしても偏ったり誤解が混じったりもする。

　耳が尖っていれば妖精エルフ族、尻尾があれば半獣ライカンスロープ族――比較的詳しい者でもその程度の区別基準しか持っていない事が多い。

「じゃあ……私ってば半獣ライカンスロープ族なの？」

　ひょこひょこと尻尾を動かして見せながらナナは尋ねる。

　確かに尻尾は半獣ライカンスロープ族の最大の特徴であるが――

「違います」

「むぃ？　じゃあ――ええっと……？」

　首を傾かしげて考え込むナナ。

　そんな彼女を少し気の毒そうに眺め――そしてマヤカは言った。

「姫様は『第九派生種人類』という事になります」

「…………」

　顔を見合わせるナナとエキノ。

　どうもピンとこなかったらしい。確かにこの手の分類名を言われて対象がすらすらと脳裏に思い描けるのは、それこそ研究者かある種の魔導師くらいのものだろう。

「それってつまり――？」

「つまり」

　マヤカは一瞬眼を閉じ――覚悟を決めたかの様に瞼まぶたを開いて言った。

「俗称『淫魔』――サキュバスです」




　　　　●　●　●




　淫魔族――サキュバス。

　もしくはインキュバス。

　伝説にて語られるそれは、性に狂う夜の種族である。

　魅惑的な容姿をして異性を惑わし、情交を迫る魔物。彼らのもたらす快楽は人のそれをも遙はるかに凌りよう駕がし――しかし彼らは交わった相手の精気を絞り尽くすとも言われている。

　故にこそ彼らは淫魔の名で呼ばれるのだ。

　彼らのもたらす快楽を知った者は、彼らなしには生きていけなくなるという。一度でも交わった者は自ら進んで己の精気を彼らに捧げ続け、痩やせ細り理性も磨すり減らし、すべてをなげうった末に破滅にする。

　そう――言われていた。

　だが……




　　　　●　●　●




　全員が沈黙した。

　沈黙せざるをえないだろう。一国の――それも人間種族国家の王女が『淫魔』などとは前代未聞である。いっそ醜聞スキャンダルと言っても過言ではない。この際ナナが養女である事は関係ない。現に彼女は王女としての立場にいるし、王位継承権も持っているからだ。

「…………」

　重苦しい静寂が一同の間に横たわる。

　しばらくして――その気まずい沈黙を破ったのはナナ本人であった。

「……サキュ……バス……？」

「はい」

　マヤカは頷うなずく。

「……あの……淫……魔？」

「はい」

　サキュバス。

　人の世に堕落を広める夢魔。淫みだらな獣欲の魔物。数多の男を誘い溺れさせるための――そのためだけの美貌と肉体を持つ妖艶の種族。

　………………というのが一般的な認識である。

　ちなみに共に淫魔という一語で括くくられてはいるが――厳密に言えばサキュバスとは女性のみを指し、男性はインキュバスとされる。この両者をそれぞれ『女だけの種族』『男だけの種族』として区別する場合もあるが……亜人種だの派生種だのの常として、かなり無責任な流言飛語や伝説混じりの知識が多く、正確なところは分かっていない。

　何しろ――

「うそ…………」

「お気の毒ですが、事実です」

　再び――沈黙。

　だが今度のそれは非常に短かった。

　天井が丸ごと落っこちてきそうなナナ姫の喚わめき声が、人払いされて閑散とした謁えつ見けんの間に響き渡ったからである。

「うぞおおおおおおおおおおおーっ？」

　顔中を口にして叫びながら思わず立ち上がるナナ。

　まあ……潔癖症気味の少女が、いきなり『お前は淫魔なのだ』とか言われたら衝撃も受けるだろう。ましてサキュバスと呼称される種族は事実上の伝説と化していて――その特性のせいもあって、無責任な噂の対象になりやすい。

　ぶっちゃけて言えば、存在自体が下ネタなのだ。

「わ……わたっ……わたっ……私が……」

　マヤカの黒いローブの襟首を掴つかんで、ナナは喚わめいた。

「サ……サキュバス？　あの……いやらしい……淫魔の……あの……け……け……汚らわしい……あの……？」







[image: ]







「――はい」

　駄目押しの様に頷うなずくマヤカ。

「…………」

　もう言葉も出ないのか――ナナは喘あえぐ様な声を漏らしてその場に倒れた。

　ただし彼女の身体が完全に床の上に転がる前に、その襟首を猫の子を摘つまむ様にして掴つかんで転倒を止める手があった。

　エキノである。

　いつの間にか彼女の側そばに戻っていた彼は、そのまま片手で茫然自失の姫君を吊り下げていたが……ナナが自分で立ち直ろうとせず、下を向いたままぶつぶつと何事かを呟つぶやいているのを見て顔をしかめた。

「――ったく世話の焼ける」

　呟つぶやく様に言うと彼はひょいとナナの襟首を引っ張って椅子の上に座らせる。

　椅子の上に座らされた彼女は――しかし様子は変わらず俯うつむいたままであった。

「姫様……」

　コリンが躊躇ためらいがちに声を掛ける。

　だが返事は――ない。

　コリンが促す様に一同を見回すが――やはり彼女同様に掛けてやる言葉も思いつかないのだろう――彼女よりもナナ姫とは付き合いが長いはずのエキノもマヤカもバルテリクも、揃って黙り込んだままだった。

　そして……

「――よし」

　俯うつむいたままナナ姫が呟つぶやく。

「動揺――終わり～」

　すっきりした表情で顔を上げるナナを見て――コリンがかくんと斜めに傾いた。

　ナナ姫の顔に浮かんでいるのはすでに懊おう悩のうでも驚きよう愕がくでもなく、脳天気なほどにさっぱりした表情である。

「……どうしたの？　コリン」

　傍らの柱に掴つかまって転ぶのを堪えたコリンを見遣り、ナナは不思議そうに尋ねる。

「そろそろ慣れろ」

　とエキノが言う。

「こいつの言動にいちいち真面目に付き合ってたら胃が溶けるぞ」

　実のところ……この面メン子ツの中ではコリンがいちばんナナ姫との付き合いが浅い。

　バルテリクやマヤカはもちろん、ナナが物心つく前から知っているし――エキノにしたところですでに近衛兵士としてナナ姫の側そばに侍はべって六年になる。彼らはこのナナ姫という少女の性格を知り抜いているという事だ。

「姫様……立ち直り早いですね」

　呻うめく様に言うコリン。

　異様なくらいの切り替えの早さである。まあもともと動揺してみせていたのが本気かどうかも疑わしいのだが……

「まあ人種が何であろうと、私は私だしね」

　ナナはあっけらかんとした口調で言った。

「私がバルテリク・アン・アビアスの娘――ナナ・アン・アビアスである事に変わりはないでしょ。もともと捨て子だったんだから細かい出自とか気にしてもしょうがないしさ」

「――御立派」

　肩を竦すくめてそう言うエキノもあまり驚いた様子はない。

　彼にとってナナ姫の素性などはどうでも良い事なのだろう。彼が守るべきはナナ・アン・アビアスという一人の娘である。それ以上でもそれ以下でもない。姫君であるかどうかさえ問題ではない。だからこそ彼は近衛武士サムライではなく兵士なのだ。

「話を元に戻しますよ」

　マヤカが手にしていた本を傍らの卓に置いて再び話題を引き戻す。

　何やら妙に分厚く布張りの表紙が付いたその本は――表紙にモス魔導院の紋章が刻まれている。恐らくは何らかの魔導書か――さもなくば資料なのだろう。

「実を言えばサキュバスと呼ばれる種族に関しては正確な研究資料は残っていません」

「……っていうかあれって実在の種族だってのも初めて今、知ったぜ」

　とエキノ。

「てっきり艶えん本ぼんか何かに載ってた創作の類かと思ってたがな」

　確かにサキュバスについてそんな風に思っている者も多い。

　ただでさえ亜人種族や派生種族については誰しも知識が乏しいが……その中でも最も稀少、存在自体が現実と伝説の狭間で揺れているのがサキュバスである。

「実を言えば――モス魔導院の研究者の中にもそういう説を採る者がいます」

　マヤカは指先で本の表紙に触れながら言う。

「『サキュバスという種族は存在しない。単なる創作である』と。実際、サキュバスに関しては旧い旧い――記載を信じるならばもう百年以上も前の、たった一本の研究報告レポートがあるだけで。しかもその内容の殆ほとんどどがサキュバスを自称するその研究対象から口頭で受けた説明に過ぎません」

「そりゃまた――」

　いい加減な話ではある。

「ただ……魔法による記録画像を見る限り、姫様の様な、妖精エルフ族状の耳と半獣ライカンスロープ族状の尻尾を備えた女性であった事は間違いなく、瞳の色も姫様と同じ紫でした」

「妖精エルフ族と半獣ライカンスロープ族の混血という事は？」

　と尋ねてくるコリンに、しかしマヤカは首を振った。

「妖精エルフ族と半獣ライカンスロープ族の間に交雑は起こりません。それは各種記録と研究から確認されています。混血が可能なのはあくまで人間族とごく一部の亜種や派生種のみです。この事からもモス魔導院は人間族を『基種』と定義しているわけですが――」

　人間種族は基本的に他の種族と交雑が――つまり異種族と子をなす事が出来る。

　だが妖精エルフ族と半獣ライカンスロープ族、あるいは角鬼ホーンド族と妖精エルフ族など……いわゆる『亜種』や『派生種』と呼ばれる種族同士の間で子が生まれる事はない。性的な交渉は可能だが受胎されないのだそうだ。

　この事から――モス魔導院は妖精エルフ族、半獣ライカンスロープ族、角鬼ホーンド族などを、人間種から分化した種族であると考えているのだ。源流たる人間種族とならば末端である『亜種』や『派生種』も交雑可能だが、末端の種族同士はすでに生物としての分化が進み過ぎて、共通項が少ないのではないか――という考え方である。

「記録を紐ひも解とく限り、姫様はサキュバスであると結論つけざるをえません」

「……まあそれはそうとしても」

　ナナは腕を組んで言った。

「それがどうして衰弱だの何だのに関わってくるの？」

「我々人間種族と淫魔族たる姫様では、微妙に身体の構造が異なります」

　改めて本を開いて確認しながらマヤカは言った。

　彼女は一度読んだ内容はまず忘れない頭の持ち主なのだが――こういう真似をするところに几帳面な性格が滲にじみ出ている。頭脳明晰である上に慎重で堅実。確かに若くして国王の右腕も務まろうというものである。

「サキュバスの初潮はおおよそ十代後半――」

「…………」

　ナナが少し頬を赤らめながらことさらに両膝ひざを閉じる。

　近衛武士サムライ達が居並ぶ前で平然とドレスの裾を跳ね上げて回し蹴げりなんぞをするくせに――こういう話題になると恥ずかしいらしい。

「記録によると、サキュバスは我々人間と異なり、基本的に少産な種族だそうです。妊娠可能期間は短く、受胎確率も低い、そして生涯に子供を産むのはせいぜい二度」

「そりゃ伝説にもなるわな」

　エキノが呆あきれた様に言う。

　男と女――二人揃って初めて一人の子供が産まれる。当然の摂理だ。ならばその間に生まれる子供が二人以下である場合……けっして人口は増えないわけで。

「人間の方が遙はるかに多産ってか。どっちが淫魔なんだかな」

「そういう考え方もありますね」

　苦笑を浮かべながらマヤカが頷うなずく。

「とにかく――サキュバスは、生活の中での生殖行為の割合が我々人間のそれよりも桁けた違ちがいに大きな比重を占めていたそうです。あるいはそれは滅亡を避けるための本能の働きなのかもしれません。淫魔という呼称もこのあたりに起因するのではないかと思われます」

　もともと存在が幻に等しいだけに、噂の類には聞く者が喜びそうな尾お鰭ひれが付く。そして訂正する者もいないままにそれが常識化する。モス魔導院の基準からすれば単に人間種族の一亜種か派生種に過ぎないサキュバスが、文字どおりに空想上の存在と――実体を持たない夢魔や悪魔の類と混同される事が多いのも、このあたりに原因があるのだろう。

　まあサキュバスに限らずこの手の誤解や曲解は珍しい話ではない。

　銃火器の量産が始まり、一部の地域は鉄道と呼ばれる新時代の交通手段が実用化されつつある昨今……クアプランテ大陸の西方国家群の間では、急速に文明の光が神話や伝説の領域にまで切り込みつつある。今まで常識と思っていたものが、蓋ふたを開けてみたら単なる迷信だったという事実は枚挙に暇いとまがないくらいだ。

「要するに――」

　エキノが言った。

「孕はらみ難いから年中ヤってる――と」

「まあ端的に言えばそうなります」

　マヤカが本を閉じながら言った。

「多くの動物には発情期というものがあります。繁殖の季節と言いましょうか」

「ああ――なんだか春先に猫とかが変な声で鳴いてるアレね」

　と頷うなずくナナ。

「そうです。多くの動物にはそういう本能が――種族が滅んでしまわない様にしようという無意識の働きがあります。生まれながらに決まっている性質とでも言いましょうか」

　マヤカは言葉を選びながら言う。

　この場にいる者はすべてアビアスの一般的な知識水準を大きく上回る教養の持ち主なのだが――それでも研究者の集団であるモス魔導院の水準に比べると、ずいぶんと知識量は劣る。あまり専門用語を多用すると他の者を置き去りにしかねない。

「多くの動物にとって性交とはけっして快楽を生むものではなく、むしろ苦痛であるという説があります。またそうでなくても性交時は比較的無防備ですから、天敵に狙われやすいですし――子供を産むにしても、暖かくなり食べ物にも不自由しにくい季節の方が効率が良い。そういうわけで、多くの動物は普段からあまり性交の欲求がありません。特定の季節に繁殖し、それ以外の季節には繁殖しない――その区別が繁殖期であり、それを仕切っているのが先ほど申し上げた『本能』と呼ばれる働きです」

「……ふむふむ」

　分かっているのかいないのか――腕を組みながら頷うなずくナナ。

「この繁殖期ですが――人間や兎うさぎや鼠ねずみにはありません」

「あ――そうなの？」

　眼を瞬まばたかせるナナ。

「そうです。人間はさておき――鼠ねずみや兎うさぎは『狩られる』側の動物です。より上位にある狩猟性の肉食動物に対して、個体では基本的に抗あらがう術すべを持ちません。身体も小さく天敵も多い。故にその手の動物は多産である事で種族を維持しようとします。ちょっとやそっと食べられたりしても滅んでしまわないように。そしてその結果として繁殖期というものがなく、殖ふえやすいのですよ」

「へえ。そうなんだ」

「そうなのです。とにかく多くの動物はその種族が滅んでしまわない様に本能がその繁殖を――性交への欲求を仕切っているのです。そして恐らくサキュバスという種族もその受胎の確率の低さを補うために、性欲が非常に強くなる様に定められているのでしょう」

「四六時中発情しっぱなしか」

　これまた端的にまとめるエキノ。

「そしてそれが常態である種族にとって……性的欲求を無理矢理に抑え込む事は正しい生活をさせないという事ですから、衰弱に繋つながります。食事。睡眠。呼吸。我々が生きていく上で必要な行為は数多いですが、サキュバスの場合にはそれに定期的な性行為が加わるという事です」

「つまり――」

　それまでは呑のん気きに相あい槌づちを打っていたナナであるが――そろそろ話が核心に近付いてきた事を察したのだろう。彼女は額から一筋の冷や汗を流しつつ強こわ張ばった笑みを浮かべた。

「――姫様がお察しのとおりです」

　マヤカは頷うなずいてナナの台せり詞ふの後を引き取った。

「つまりサキュバスたる姫様のお身体は、受胎可能期間――すなわち初潮を迎えられた時期の前後より、殿方との性交渉を必要とする様になります」

「そんな無茶な!?」

　悲鳴じみた声を上げるナナ。

『処女喪失してこいや』――潔癖症気味の少女の頭上に、身も蓋ふたもない父の台詞せりふが必要以上に重々しくのしかかってくる。

「……私の……責任だ……」

　それまでずっと沈黙を守っていたバルテリクの沈ちん鬱うつな声が一同を振り向かせた。

　俯うつむきながら幅広い肩を小刻みに震わせるバルテリク。

　その姿は……一国の主ではなく、娘を愛する平凡な父親のそれであった。

「妻に先立たれた寂しさから、偶然拾ったお前を、娘として、人間種族として育ててきたのだからな……私の我がままが……お前に今……こんな負担を強いようとは……すまぬナナ……身勝手な父を……許してくれ……」

「――御父様」

　ナナはそっと血の繋つながらぬ父の前に跪ひざますき――俯うつむいいたままの彼の頬に両手を添える。

　数奇な出自を持つ王女は、優しい仕草で小さく首を振った。

　そのまま――父娘はしばし無言。

「――姫様」

　血の繋つながりもなく――けれど実の親子に等しく、あるいはそれ以上に互いを慈しみ労いたわり合う父と娘の姿を前にして、コリンが感動に揺れる呟つぶやきを漏らした。

　そして……

「――御父様」

　次の瞬間。

「面白がってるでしょ」

　ぐい――と伏せられていたバルテリクの四角い顔を、無理矢理上向かせてナナは言った。

　ぴくぴくと何かを堪えるかの様に中途半端な表情で痙けい攣れんしている父の顔を。

「そ……そんな事は……ないぞ？　……わ……私は」

「中途半端に堪えんなっ！」

「どわははははははははは！」

「笑うなああああ――っ!!」

　バルテリクの襟首を掴つかんで前後に揺さぶりながらナナ姫は喚わめいた。

「はははははははは。さすがは我が娘――読みが的確だ」

　ひとしきり大笑いした後バルテリクは頷うなずいて言った。

「顔しかめて適当なこと言ってりゃ誰もが騙だまされてくれると思ったら大間違いよ！」

「むう。小さい頃は面白い様に騙だまされてくれたのになあ。いつの間にこんなひねくれた娘に育ったのやら」

「誰のせいだと思ってんのよ!?」

「マヤカのせいか？」

「……間違いなく陛下の影響だと思いますが」

　さすがに憮ぶ然ぜんとした表情でマヤカが言った。

「とにかく！」

　宮廷魔導師はまたまた強引に話を引き戻す。

　経験上――放っておくと、この父と娘は日が暮れるまで漫才めいたやり取りを続けかねない事を、彼女は知っているからだ。嫌というくらいに。

「この記録が絶対に正しいとは申しません。別に無理に性行為に及ばなくても、姫様の御健康を損なう事はないのかもしれません。しかし――何分、サキュバスに関してはこの記録のみと資料が圧倒的に不足しております故、様々な面で予測がつきません。姫様に何か起こってからでは遅いのです」

「で……でも」

　理路整然と畳みかけられれば弱いのか――ナナ姫は若干身を引いた姿勢で言う。

「いきなり……その……処女喪失とか……」

「そもそも」

　マヤカは容赦なく言葉を続ける。

「十六と言えば適齢期ですよ？　他国ではもっと早く嫁がれる姫君もいらっしゃいます」

　一般に貴族、王族の婚姻は政治的な駆け引きが絡む場合が多い。

　このため……本人の意向や年齢などは二の次になる事も多く、十代前半で婚約、結婚という例も珍しくない。もっとも形だけの結婚も多く、実際に契ちぎる――ぶっちゃけ相手と肉体関係を持っているとは限らないのだが。

「なのにお前ときたら……浮いた噂の一つもない……」

　バルテリクは目頭を押さえながら言った。

「まあ他国から縁談がないのは仕方がないとしても……父は心配で心配で夜も眠れないのだ……私の娘は男よりも女の方が良いんじゃないかとか……実は不感症なんじゃないかとか……実は縛られるのが好……」

　バルテリクはそこで台詞せりふを中断した。

　ナナが物もの凄すごい表情で自分の座っていた椅子を振り上げたからである。

「まあ陛下のおっしゃった処女喪失云うん々ぬんは冗談としても」

　取りなす様にマヤカが言う。

「そろそろ、御結婚を考えていただかないと……私としても気が気ではございません」

「ううっ……」

　さすがに母親同然の人物にこうまで言われては、ナナ姫もたじろがざるをえない。

「あ……相手がいれば……ね？」

　当然の事であるが――ナナ姫が人間種族でない事は周知の事実である。

　そして異種族となると、やはり婚姻相手としては抵抗を覚える者が多いのも事実である。

　ナナ姫は育ての親に似たその大らかな――まあ大雑把とも言うが――性格のせいで宮廷内はもちろん、城下の民衆の間でも親しまれてはいる。しかしだからといって異種族で、しかも潔癖性気味で、さらには養子の姫君などという、ややこしさも極まった娘に求愛だの求婚だのしようという物好きはまずいない。

「だからそれを見つけてこいと言っておるのだ」

　バルテリクが大おお袈げ裟さに溜ため息をつきながら言った。

「お前の場合――放っておくといつまでも独り身でいかねん」

「見つけてこいって――そんな簡単に。一応私は王族なわけでしょ。その――色々ややこしかったりするんじゃないの？　ほら。相手の身分とかさ」

「大丈夫だ」

　大きく頷うなずくバルテリク。

「私は我が娘の人を見る眼を信じておるよ。お前が選んできたのならば、その者は我が子も同然だ。他の者にとやかく言わせはせん」

「御父様――」

　ナナは感極まった様子で眼を潤ませて父に歩み寄り――そして言った。

「――本音は？」

「まあ適当でよかろ。細かい話は面倒臭いし」

「まあ――御父様ったら！」

「……笑いながら首を絞めるのはやめてくれんか」

　平然と首の筋肉でナナの絞首に堪えながらバルテリクが言う。

「何にしろ……お前も一生独身でいたいわけでもあるまい？」

「そ……そりゃそうだけど」

　気け圧おされた様に頷うなずくナナ。

　潔癖性気味とはいえ、やはり年頃の乙女――異性に全く興味がないというわけでもあるまいし、然さしたる理由もなく独身を貫くのも後々切なかろう。

「むろん――」

　マヤカが再び割って入る。

「最も望ましいのは同族の男性を見つける事です」

「そんな無茶な」

　とナナ。

　まあ確かに、その生態を古文書じみた文献にあたらねば分からない――あたってすら推測混じりにしか分からない様な幻の種族である。下手をすると現存しているのはナナ姫ただ一人という可能性もある。

「それが無理ならば、せめて好みの男性を見つけてきてください」

「そんな適当な……」

「これを機にせめて男を見る眼だけでも磨いてこいと言っておるのだ」

「……えっと」

　ナナの手がバルテリクの首から離れる。

　バルテリクの口調の変化を敏感に察知したのだろう。普段から無茶苦茶な言動の親子なのだが――それだけに相手の本気と冗談の違いに関しては、何か明確な一線が引かれているらしい。

「冗談じゃ……ないのね？」

　ナナは大きく溜ため息をついてそう言い――

「命令だ」

　バルテリクは短くそう言った。
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　ハスティフォリアル城――最上階。

　その一角にナナ・アン・アビアス姫の自室はある。

　其そ処こは……王族の居室としては狭い部類に属するだろう。

　もともとハスティフォリアル城は城塞としての側面が大きく、質実剛健を特徴とするその構造のためか、部屋は他国の王宮に比べて小さなものが多い。ナナ姫の居室――正確には書斎や寝室など総計五つ存在する部屋の一つであるが――もその例に漏れず、アビアス王国の一般的な民家の部屋と大差ない広さになっている。

　もっともさすがに若い姫君の部屋だけあって、内装はそれなりに凝ってはいた。中央庭園と同様に、派手さには欠けるが上品で清潔感のある佇たたずまいである。とくに上等の樫かし材を使った家具の暗色と磨き込まれた床石の純白が織り成す対比が非常に美しい。

　とはいえ――

「うぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬ」

　唸うなりながらその室内を歩き回るナナ姫の姿は、あまり部屋の内観に相応ふさわしくはなかった。

　背中を丸め、苛いら立だたしげな仕草で部屋の中を行ったり来たりする様子は、ほとんど檻おりの中を徘はい徊かいする猛獣の雰囲気ノリである。

　でもって。

「ぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬ……」

「いい加減唸うなるのやめろ」

　部屋の入り口――やはり樫かし材を使った分厚い扉の脇の床に、直接座り込んで槍やりの手入れをしながら近衛兵士のエキノがそう声をかけてくる。

「――私の勝手でしょ」

「そりゃそうなんだけどな」

　立ち止まって睨にらみつけてくるナナに不遜な近衛兵士は無愛想な口調で言った。

「ただでさえ男が寄りつかねぇんだからよ。普段からもうちょっと可愛く振る舞う様に心掛けた方がいいんじゃねぇか？」

「貴重な御意見ありがとう」

　にっこりと微笑みながらナナはすぐ側そばの壁に手を伸ばした。

　そこには修練に使う木製の模擬長剣が一本、部屋の中の他の家具やら調度品やらとの調和を敢然と拒みながら吊り下げられていた。もともと剣術に通じたバルテリクが娘に与えたもので――まあ護身術も兼ねて、嗜たしなみ程度にはナナも剣術を覚えている。むろん、あくまで嗜たしなみ程度でしかないのだが。

「まあコリンが侍女をしてるのも問題だよなぁ」

　言いながらひょいと身をひねったエキノの右肩を、かすめるようにして木剣が振り下ろされる。床を叩いて乾いた音を立てるその切っ先は――跳ねる勢いを利用して翻り即座に横よこ薙なぎの一撃に変換された。

「あれだけの美人がいつも傍らにいちゃ、見劣りするのも無理ねぇし……」

　首を竦すくめ身を傾けて横からの一撃をやり過ごすエキノ。木剣はそのまま虚しく虚空を斬って斜め上に通り抜け――そこで引き戻される。

「不細工で悪かったわね！」

　言いながら今度は突き。

　だがこれも首を傾けただけでかわされる。

「別にそうは言ってねぇだろ？」

　立て続けに突き込まれる木剣の刺突を、右に左に上半身を揺らすだけでひたすらかわし続けるエキノ。ナナ姫の遠慮会釈ない攻撃を受けながら――しかし彼は今なお立ち上がってすらいない。槍やりを磨く手も止めていない。攻撃の筋道を正確に見切りながら、最小限の動きでその軌道を回避しているのだ。いくらナナの攻撃が嗜たしなみ程度の素人剣法とはいえ……とんでもない視力と体たい捌さばきである。

「まあでも普通の男なら先ずコリンの方に眼がいくだろうなって――」

　これは紛れもない事実ではある。

　ナナ姫付きの侍女コリンは、城内の男達に圧倒的な人気がある。大輪の花の様な艶やかな美貌と――楚そ々そたる慎ましげな仕草。相反するかのような二つの要素を兼ね備える彼女は、それらの落差がやたらと人目を惹ひくのである。

　むろん……ナナ姫もけっして不細工ではない。

　むしろ間違いなく器量好しの範はん疇ちゆうに入るだろう。大人の女性の色艶こそまだまだ不足気味といった印象だが――だからこそ素直な愛らしさがある。黙って微ほほ笑えんでいればその清楚可憐な容姿に思わず見とれてしまう者は少なくあるまい。

　とはいえ、やはり積極的に観る者の感覚に訴えるのはコリンの美貌だ。彼女と比べられると、流石さすがにナナとしても分が悪い。

「でもま……そう悲観したもんでもねぇだろ」

　やはりナナの攻撃をかわしながらエキノは言った。

「まあ世の中には女より男がいいとか、鞭むちでひっぱたかれるのがいいとか、服のシミに情欲を感じるのとか、色々と奇特な趣味の奴もいるからな」

「どういう意味よ？」

　いったん剣を引いてエキノを睨にらみながら尋ねるナナ。

「いや。だから姫様にも多少は希望はあるんじゃねえの――って」

「そういう歪んだ希望は要らないわよっ！」

　――かあん。

　ここで初めてナナの木剣が、エキノのかざした槍やりの柄と噛み合って乾いた音を立てる。とりあえずそれで満足したのか、ナナは肩の力を抜いて身を引いた。

「本当……どうしよう」

　一転して途方に暮れた表情を浮かべるナナ。

　まあ多少元気がありすぎるというか御転婆に過ぎるきらいはあるのだが、やはり彼女とて年頃の乙女――色恋沙ざ汰たをすっ飛ばしていきなり処女喪失してこいと言われても困ってしまうのは無理もない。

「別に大層なこっちゃないだろ」

「大層な事よ。好きでもない相手に捧げる様な純潔は持ち合わせてないの」

「いや……だからまあ好みの野郎を適当に見つければいいわけだろ？」

　エキノの口調はあくまで軽く悲壮感など欠片かけらもない。

「だいたい……十六にもなって惚ほれた男の一人もいないって事の方が問題だろ。せめて好みとか何とか……相手を探す上での基準とかないのか？」

「身近にとんでもないろくでなしがいるとね。男って生き物そのものを信用できなくなるのよねぇ」

「ほう？」

　やはり槍やりを手入れしながらエキノは獰どう猛もうな獣の様に歯を剥むいて笑う。

「で――ろくでなしってな、誰の事だ？」

「はっきりと言うのは可哀想だから、指差してあげようか？」

「指すなっ」

　すでに自分の方を向いているナナの指先にちらりと視線を走らせてからエキノは言った。

「だいたいそういうエキノこそ恋人とかいるの？　槍やりが恋人とか寒いオチはさておき」

「…………」

　顔をしかめながら無言で槍やりを磨き続けるエキノ。

　どうやら痛いところを突かれたらしい。

「うわ。さんざん偉そうに言っておきながら、まさかエキノ、二十歳も過ぎて恋人の一人もいないの？　いないの？」

　妙に嬉しそうに尋ねるナナ。

　反撃の端緒を見つけたと思ったのだろう。エキノの前にしゃがみ込んで生暖かい微笑を浮かべながら首を傾かしげる。

「ひょっとして本気で槍やりに名前とか付けて愛めでちゃう感じ？」

「……勝手にほざいてやがれ」

　うんざりした様子でエキノは言った。

　…………

　それは――傍はた目めから見れば異様な光景ではあった。

　年頃の娘の、それも夜の姫君の居室に若い男の姿がある。

　これだけでも充分に問題視されてしかるべきなのである。たとえ常に身辺を警護すべき近衛兵士であっても、本来ならば許される事ではない。

　だがその事に関しては誰も意に介していないのだ。

　当のナナやエキノはむろん――侍女のコリンやバルテリクらも当然知っているはずなのだが、咎とがめる様子はない。そもそも何も言わないのだ。まるでそれが当然なのでいちいち言及する必要もないとでも言うがごとく。

　そう。ナナやエキノにとってこれは当たり前の情景だった。

　お互いに側そばにいるのが常なので緊張感そのものが麻ま痺ひしているのである。感覚的には家族――兄妹に近いのだろう。

　実際に、出会って間もない頃のナナはエキノの事を『兄様』と呼んで懐なついていたし、エキノも彼女を前にしてことさらにへりくだったりしなかったためだ。

　王女と近衛兵士の関係としては奇妙――いや相当に異常である。

　だが今のところ、それで彼らの間は上手くいっている。当人達はもちろん、周りの者もそれをいまさらどうこうしようという考えはないらしかった。

「まぁ……いざとなりゃ王族の権限で適当に毛並みの良い男見繕ってしまえばいいんじゃねぇの？　実際、王族貴族の婚姻なんざ、結婚当日までお互い顔を合わせた事ないってのも珍しくねぇしな。それで上手くいってるところも多いぞ」

「真っ平御免でーす」

　舌を出してナナは言った。

「何度も言うけどね。十六年間大切に守り通した純潔を、昨日今日に会ったばかりの男に安売りしてたまるもんですかっての」

　至極もっともな意見ではある。

　これが淫魔と呼ばれる種族の末まつ裔えいの口から出たものでなければ……だが。

「まあ貞操観念は人それぞれだが――」

　エキノは欠伸あくびを噛み殺しながら言った。

「売り惜しみして墓場まで在庫抱える事になったりしてな」

「余計なお世話よっ！」

　近衛兵士の青年に改めて木剣を突き付けながらナナ姫は怒鳴った。
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　深夜の――執務室。

　アビアス国王バルテリクは、一段落ついた書類の束を脇にのけて、溜ため息をついた。

　表面的には楽天的で極めて適当に見えるアビアスの国政だが――当然ながら表には出ない細々とした事務作業は、大量にある。芸人の舞台裏を見ても分かる様に、表が派手で馬鹿馬鹿しいほどに、裏側の地味で労を要する作業は増えていくのが道理だ。

　とはいえバルテリクはこうした書類仕事はあまり得意ではない。

　故に出来るだけ臣下に分散させて処理してはいるものの――どうしても国王自らせねばならない判断やら決済やらも多い上、下手に臣下に割り振るよりも自分でやった方が早い案件も多く、結果的に彼に仕事が集中してしまうのだ。

　それはさておき……

「――陛下」

　扉を叩く音と――扉越しに掛けられた声に、バルテリクは顔を上げる。

「開いておる」

「失礼します」

　そう断って入ってくるのは、盆を手にしたマヤカである。

　盆の上にはアビアス流の茶道具一式――急きゆう須すや湯飲が載せられていた。ただし薫る芳香はアビアスの地産の葉のものではなくモス特産のものだ。薬効が高いという事で、マヤカが取り寄せているのである。

「そろそろ一区切りついた頃かと思いまして」

「おう。いつもすまん」

　とバルテリク。

　共に口にする台詞せりふは何千回と繰り返された儀礼的なものだ。

　どう考えても魔導師の――それも宮廷魔導師団最高顧問の仕事ではないのだが、これについてはもう十年来の慣習になっているため、当のマヤカやバルテリクはもちろん、バルテリク付きの侍女達もこの『深夜の御茶』だけは口を挟まない様になっている。

　当然と言えば当然だが――この『深夜の御茶』について詮せん索さく好きな連中は、男と女という事で色々と下品な想像を逞たくましくしたりして無責任に喜んでいたりする。また真面目な臣下達の中には、マヤカがこの十数年バルテリクの片腕を務めてきた事から、他の臣下には話せない様な、極めて繊細で際どい懸案等についての打ち合わせをしているのではないか、と考えている者もいる。

　だが……実際のところ、この御茶の香りとともに執務室で語られる内容の多くは、平凡な世間話が殆ほとんどである。文字どおりの茶飲み話だ。たまにその内容が深刻な国政上の問題に及ぶ事もないではないが――

「――思えば」

　急きゆう須すから茶を注ぎながらマヤカが言った。

「姫様の潔癖性も――淫魔の血のせいなのかもしれません」

「どういう事だ？」

「詳しい事は記録に残っておりませんので、分かりませんが……淫魔の血族はその『与える』快楽についての記述ばかりが多く、淫魔自身の得る快楽についてはあまり言及されておりません」

「…………ふむ？」

　当然と言えば当然だ。

　記録を残しているのは基本種たる人間種族である。当然ながら淫魔族側に立ったものではなく、人間種族側の純然たる興味に記載内容が偏ってしまう。

「ですが『生存本能のために繁殖行動が生活の大部分を占める』と考えた場合、実際にはそれを促す要因が必要となってくるのではないでしょうか？」

「……そういえば性的交渉に関して、快楽を覚えるのは人間と、ごく一部の動物だけだそうだな？」

「はい。もともと性的交渉とは生物種が生き残る戦略上、必要不可欠ですが、その一方で、個体防衛に関して言えば非常に無防備な時間を作る行為と言えます」

「まあ……そうだろうな」

　体力も消耗するし、事の最中となれば自由に身動きすら出来ない。

　外敵から身を守るという意味では非常に不利な行為と言えた。

　当然……本能が行動基準の大半を占める動物はさておき、ある種の智恵と理性がある生物ならばこの繁殖行動を『危険な行為』とみなして行わない可能性がある。

　だがそれでは種族全体が緩やかな滅亡に向かうのは明白だ。

　故に――

「ですから一種の『報酬』として快楽が用意されているのではないかと」

　繁殖行動をすると気持ちが良い。

　ならば多少の危険を差し置いてもその行動に出ようという事になるだろう。要するに快楽で『釣られている』わけだ。誰に？　――と問われればそれはやはり『必然』あるいは『合理性』という名の神にであろうが。

「…………つまり何か？」

　バルテリクは机の上に肘ひじをついて掌てのひらに顎あごを乗せながら言った。

「淫魔はその『報酬』が普通の人間より大きいと？」

「その可能性はあります」

　マヤカが頷うなずく。

「より大きな快楽のために乱れやすい――淫魔の呼称もこのあたりから来たと考えれば、合点がいくかと思われます」

「まあそれはそうだろうが」

　バルテリクが首を傾かしげる。

「それがナナのあの性格とどう絡む？」

「その……ですから」

　やや躊躇ためらう様にマヤカが言う。珍しい事ではあった。

「姫様の場合――普通の人間と同じ倫理観や性道徳の下でお育ちになりましたので、御自身の体について、必要以上の羞恥心を覚えておられるのかもしれません」

「…………」

　バルテリクはしばし黙考。

　そして――

「つまり『私ってばとっても感じちゃうから恥ずかしいのん』とかそーゆー話か？」

「……まあぶっちゃけて言えばそーゆー話です」

　苦笑してマヤカは言った。

「まあありえない事ではないか」

　バルテリクは茶を一口啜すすってから言った。

「もともとくすぐられたりするのに弱かったしなぁ」

「はあ…………そうですね」

「まああの大雑把でいい加減な性格のナナが、異性関係だけは妙に堅いのもそのあたりが原因なら色々と頷うなずけるが……」

　バルテリクは腕を組む。

「そうなるとやはり、荒療治とかでないと、どうにもならんのではないか？」

「そうかもしれませんね」

「困ったもんだな」

「本当に」

　義理の父親たる国王と、母親代わりの魔導師は揃って溜ため息をついた。
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　そして――五日後の午後。

「……あんの馬鹿親父ぃぃいいい……っ！」

　城門前で歯は軋ぎしりするナナ姫の姿があった。

　天気は快晴――雲一つない蒼そう穹きゆうが頭上に広がり、早春の柔らかな陽光が、延々と延びていく遙はるかな道程を照らし出している。快く明るい旅路を約束するかの様な……まさしく出立日和であった。

　開かれた城門の側そばには、黒塗りの馬車が一台停まっていた。

　車体はやや大型で……広めの客室以外にも小さな荷物室を持っており、全体的に余裕のある造りになっている。装飾性よりも耐久性を重視した無骨な構造や、走破性を考慮しての大型装輪からも分かるとおり、市街で使われるものではなく、長距離の移動に使われる代物であった。

　ちなみに雨天にも対応出来る様に、御者台の上には折り畳み式の庇が備わっており、その先には四頭の牝ひん馬ばが繋つながれていた。乗馬用の品種ではなく、重量物の牽引に特化して品種改良された筋骨逞たくましい馬種である。

　でもって……

「ぐぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬ……」

　その馬車の黒い車体側壁を、ナナ姫はがりがりと掻かきむしっている。

　そしてその隣では、自分の愛馬に乗った近衛兵士のエキノが鉢巻布バンダナの辺りに掌てのひらをかざして城門前から続く道を眺めていた。

「こりゃ壮観だぁな……一万は来てるか？」

「ぬぬぬぬぬぬぬぬ」

　ナナ姫の背後――城門から延びる道の左右には無数の人々がひしめき合っていた。

　大群衆である。

　群衆の内訳は老若男女様々で、身にまとう衣装も多岐にわたっていた。平民が大半だが、貴族と思しき連中の馬車も数多く沿道に並んでいる。大盛況と言って良いだろう。もともと遊牧民族を祖に持つとされるアビアスはお祭り騒ぎの好きな国民性なのだが……それにしても公式行事でもないのにここまで人が集まるのは珍しい。沿道には集まってきた連中を当て込んだ屋台も出ていて、完全にお祭りの状態であった。

　集まってきた群衆の目的は一つ。

　ナナ姫出立の見送りである。

　いったい何を考えているのか――バルテリクが『ナナ姫が婿探しの旅に出る』と大々的に発表してしまったからだ。さすがにサキュバス云うん々ぬんは喧けん伝でんされていないが、普通はこんな話を国民に緊急発表したりはすまい。

　いや。それだけならまだ良かったのだが。

『ナナ姫処女喪失旅行記念』

　――などと書かれた旗が城の内外を問わずあちこちで風に揺れている。

　いくらなんでも五日で此こ処こまで用意出来るとも思えないので、最初からこれは計画のうちだったのだろう。しかも昨日まではこんなものがなかった事を想えば、昨夜のうちにバルテリクの命令で配置されたに違いない。

　今朝になってこれを発見したナナは、木剣を引っ提げて父をぶん殴りに行こうとしたが、それは何とかコリンが羽交い締めにして止めたのであった。

　それはさておき。

「姫様、頑張ってー！」

「くじけちゃ駄目ですよー！」

「がーんと一発、決めてくださいねー！」

「痛いのは初めだけですからねー！」
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　群衆から暖かいんだか冷たいんだかよく分からない無責任な声援が飛んでいる。

　その度にナナは痙けい攣れんしながら馬車の車体を引っ掻かいていた。

「……ところでエキノ」

「何だよ」

「あんた何食べてるの？」

「――これか？」

　近衛兵士は首を傾げて左手に持っていた囓かじりかけの饅まん頭じゅうを掲げて見せた。

　まあ饅まん頭じゅうそのものは平凡なものなのだが、何かの花を混ぜて作られたらしいその薄紅色の表面には、焼き印で『ナナ姫饅まん頭じゅう』『処女喪失旅行記念限定版』と書かれ、さらには彼女の似顔絵らしきものまで焼き付けられていた。

「見てのとおりのものだが」

「…………」

「ちゃんと王室に御尊名使用料は入ってるから安心しろ」

「そういう問題じゃないでしょ!?」

「まあ陛下のこったから姫様の小遣いとして入ってくる前に五割くらいは上前はねてるよーな気もするが」

「そんなに!?　――いや、そうじゃなくて！」

「饅まん頭じゅうが嫌なら煎せん餅べいと焼菓子ケーキもあるが？」

「買うなっ!!」

　エキノがどこからか取り出して見せた箱を見て怒鳴るナナ姫。

「ま……まあ姫様……国民に親しまれるのは良い事かと……」

　取りなす様に荷物の最終点検をしていたコリンが言ってくるが、ナナは猜さい疑ぎの色を満載した半眼で城門の外を一いち瞥べつする。

「嘘よ。絶対馬鹿にされてんのよ。十六にもなって縁談の一つも来ない私を皆で馬鹿にしてんのよきっと。きっとそーよ。いいもんいいもん。そんなに馬鹿にするならこっちもこっちで考えがあるわよ」

「…………はあ」

「誰もがあっと驚く様な相手見つけて帰ってきてやるから。その時になって激しく後悔すりゃいいのよ。ふふ。ふふふふふふ。今に見てなさいよ……後で泣いても許してやらないんだからね……ふふふふふふ……」

「…………」

　ナナの脳裏にどういう『その時』が描かれているのかいまひとつ不明だが……その場合にはいちばん損をするのはナナ姫本人である様な気がするコリンであった。ただしそこで追及するのは控えておく。それこそここで下手に突っ込んだら本気でナナは暴れかねないからだ。

「ささ――姫様。馬車の中に」

　コリンに促されたナナはなおも気色の悪い笑みを浮かべてぶつぶつと何かを呟つぶやきながら客室の中に上がる。扉を閉めて鍵を確認すると、コリンは自らも御者台に上がって言った。

「準備万端。問題なし」

「おし。じゃあま……ぼつぼつ出掛けるか」

　エキノが言って軽く馬の腹を蹴ける。

　動き出した騎馬一組と一台の馬車を見て――群衆が歓声を上げた。

「姫様――！」

「姫様――！」

　叫ぶ者やら手を振る者やら昼間から花火を打ち上げる者やら。

　左右を埋める群衆の間をナナ姫を乗せた馬車は悠然と進んでいく。

　その光景を眺めつつ――

「…………いい国だよな」

　ふと思い出したかの様な口調でエキノが言った。

　しみじみとした口調が、この柄の悪い近衛兵士には珍しい。

「……エキノ」

　彼の言わんとすることは御者台のコリンにも分かった。

　此こ処こに集まった国民達は、得体の知れない異種族の娘を王女と認めた上で、慕っているのである。それはナナ自身の飾らぬ開けっぴろげな性格も理由としてはあるだろう。バルテリク以下、現在の為政関係者達が善政を敷き、他にも様々な努力を重ねる事で王室が広く国民の支持を得ているからでもあるだろう。

　だがそれだけでもあるまい。

　大らかで懐が深い――そんなアビアスの民の気質があってこその事である。

　歴史。気候。風土。人種。そういった諸もろ々もろのものが混ざり合って生まれる、それは一つの『奇跡』ではあった。

「……ラディカンも……こんなだったら良かったのにな」

　眩まぶしそうに眼を細めるエキノ。

　彼の口調にはほんの僅わずかだが自嘲の響きがあった。

「…………」

　コリンは何か言葉をかけようと唇を開き――しかし一瞬の逡しゅん巡じゆんの後、適当な言葉も見つからぬままに彼女は口をつぐんだ。

　この近衛兵士の素性や事情については、彼女も大まかなところは聞き及んでいる。だから彼がどのような気持ちで今この場にいるのかという事も想像はつく。しかしいまさら――この青年は慰めの言葉など望んではいないだろう。もし望んでいたとしてもそれを彼にかけるべき者は自分ではない――そう思ったのだ。

　そして……

「ああもう――さっさとここ抜けてっ！」

　馬車の中から悲鳴じみたナナ姫の声が飛ぶ。

　まるで悪い夢から覚めたかの様に、瞬まばたきしながらエキノとコリンは顔を見合わせ……そして苦笑で胸中に渦巻くすべてを覆い隠して、それぞれの手綱を打った。

　蹄ひづめが石畳を打つ音が早まり、次第に馬車の速度が上がっていく。

　こうして――

「ふふふ。今に見てなさいよ。ふふふふふふ――」

「おい。なんか変な方向に目的が歪んでねぇか？」

「…………私に言われても……」

　アビアス王女にして淫魔の末まつ裔えい――ナナ・アン・アビアスの旅は始まるのだった。







第二章　暗殺者は突然に







　武器とはそれ自体が危険を意味するものではない。

　ただ机の上に置かれているだけの刃が、他を傷つける事はない。殺傷のために造られた道具とはいえ、武器が自ら害意や悪意をもって誰かを殺すのではない。それはそれのみでは、ただ其そ処こに存在し使われる時を待ち続ける――それだけの単なる道具に過ぎない。

　道具に意志はない。

　ましてや血に飢える事もない。

　それが自存する生きた武器であったとしてもだ。

　その意味で……

「――〈ソリッド・ダガー〉」

　今――老人の前に座る人影に危険は微み塵じんもなかった。

　たとえ素手で耐火煉れん瓦がを叩き割り、音も跡もなく泥でい濘ねいを駆け抜け、呼吸も表情も全く乱す事なく犠牲者を死に至らしめる力を備えてはいても――それは単なる武器であって、いかなる害意も悪意も持ち合わせてはいなかった。

　殺意は意志である。

　そして武器は意志を持たない。単なる道具に過ぎない。

「汝なんじに初めての務めを与えよう」

　老人は優しい口調でそう告げた。

　人影からの返事は――ない。

　薄闇の中に佇たたずむその輪郭は揺らぎも震えもしない。まるで幻の様に、気配すらひどく希薄で――たとえ眼の前に佇たたずんでいてさえ、その存在が現実のものであるか疑念を抱かざるをえない。生身の人間に備わっているはずの諸もろ々もろがほとんど抜け落ちているのだ。

「見事、務めを果たした暁には汝なんじと汝なんじの属する〈ポリゴナム宣教騎ミツシヨナリ士団イ・ナイツ〉を正式な神官及びミリオフィラム教会組織として認めよう」

　そう言って老人は優しく微ほほ笑えむ。

　それは――慈愛に満ちた表情に見えた。たとえ残虐非道な極悪人ですら思わずその場に跪ひざまずき、あるいは老人に縋すがりついて赦ゆるしを乞こいそうな……そんな包容力と寛容さに満ち溢れている。

　その極悪人がよほどに注意深い性質か――あるいは狂人でない限りは。

「汝なんじの力が〈ポリフォナム宣教騎ミツシヨナリ士団イ・ナイツ〉の能書きどおりであれば容易たやすい事……」

　狂気と狂気は響き合う。

　狂人は敏感に同類を察知するものだ……たとえそれが慈愛の仮面の裏側へ厳重に秘ひ匿とくされている狂気であったとしても。

「汝なんじの力で、哀れな呪のろわれし魂を、救ってやるのだ……天に還してやるのだ……」

　老人の声はあくまで柔らかい。

　癒しと救いを求めてくる信徒に語りかけるかの様に――穏やかに穏やかに告げている。

　殺せ……と。

「呪われた魂の名はナナ」

　人影が初めて身じろぎする。

　まるで目標を定めて引き絞られる弓矢の様に――そのたわめられた力を示す震えの様に。「アビアス王国王女、ナナ・アン・アビアスだ……」

　そう。

　武器そのものが危険なのではない。

　真実の危険はそれを使う者の内にある。

　血に飢えるのは……常に人間だ。
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　何ど処こか遠くで囀さえずっている鳥の声が聞こえた。

　空は快晴。雲一つなくどこまでも澄み渡っている。

　両脇を流れて行く森の光景も、そろそろ本格的な春を迎え――季節の変化に合わせて色彩を濃くしている。路肩に生える雑草の中にも小さな花を付け始めたものが多く、どこか賑やかな匂いが空気にも混じりつつあった。

　ナナ姫一行がハスティフォリアル城を出立してからすでに一週間。

　当初は面白がって随伴してくる様な連中もいたが、さすがに今もなお付いてくる様な酔狂な者は見当たらない。途中――ナナ姫がきれてコリンに全力疾走を命じ振り切らせたという事もあるが。

　通り雨は何度かあったが、嵐や豪雨に見舞われる事もなく、馬車は順調に街道を進んでいた。とりあえず主要街道に準じた、整備のよく行き届いた幅広の道を選んで通っているため、路面の状態も良い。またこの辺りはまだ王都の周辺地域なので治安に関してもとくに不安はない。

　そういうわけで――馬車が延々と進む街道は、どこまでも平和な景観を保っていた。

　それこそ退屈過ぎるほどに。

「あー……」

　のんびりと道を行く馬車。

　その客室の窓枠に顎あごを乗せながら間延びした声を上げているのは――言うまでもなくナナ姫であった。

　表情は気け怠だるげに緩んで固まったまま。双そう眸ぼうはとろんとしたまま無為に虚空へと視線を放散中。でもって長い耳だけがぴくぴくと退屈そうに動いている。もともと顔立ちは整っている方なのでそれでも見苦しいほどではないが――

「姫様。はしたないですよ」

　御者台で手綱を握っている従者のコリンが振り返ってたしなめた。

　普段どおりの――白と紺を基調とした地味な衣装なのだが、相変わらず大輪の花を想わせる風情は消えていない。美人は何を着ても似合うという好例である。

「どこで素敵な殿方が見ておられるか分かりませんよ？　立ち居振る舞いには御気をつけくださいませ」

「えー？」

　ナナはしかし、顎あごを窓枠に乗せたまま呻うめく様な声を上げる。

　見るからに退屈して、だれまくっている。まあ元々がのんびりと馬車に揺られているよりも、疾走する馬の背に跨またがっている方が性に合う少女なのである。

「殿方なんて、こんな田舎道にそうそう転がってるもんじゃないでしょ……これは別にしてさ？」

「別に田舎道でなくても転がってねぇよ」

　そう言ったのは、ナナに『これ』扱いされた近衛兵士のエキノである。

　幅広の黒い鉢巻布バンダナで逆立てるかの様にまとめられた癖の強い髪が、まるで黒い鉢の中に生えた雑草の様にも見える。よく見るとそれなりに整った――気品さえも感じられる様な顔立ちなのだが、ひたすらに悪い目つきと、いつも何かに不満を抱いているかの様な眉間の縦たて皺じわのお陰で、柄の悪さの方が遙はるかに目立つ容よう貌ぼうであった。

　近衛兵士というより、どこぞの下町でクダを巻いている愚ぐ連れん隊たいといった印象が強い。せめて着るものだけでも何とかすれば良いものを、本人はあまり興味がないのか――あるいは偽悪を気取っているのか――黒地に赤の炎模様をあしらった特注の野戦服に、赤い革ベストと、やけに悪目立ちする格好をしていた。

　彼は栗毛の愛馬ドラセナに跨またがって馬車の横に並んでいる。

　常に肌身離さず持ち歩いている異形の槍やり――『鉾ほこ』は、今は背中に背負っていた。

「だいたいさぁ……婿探しって言っても、こんな風にてれてれ旅しててどうにかなるもんなの？　もっとお見合いを組むとか何とか――仮にも王族なんだしさ」

「まあ普通はそうだろうけどな――普通は」

「――何が言いたいのよ？」

　微妙に皮肉の効いた口調にナナは横目でエキノを睨にらんだ。

「いや――別に？」

　肩を竦すくめてエキノは言った。

「姫様が普通じゃないとか、暴れ馬みてーな女の旦だん那なを、見合いみたいな生易しい方法で探せるわけはないとか、ましてや、被虐趣味の変態でもなけりゃ、裸足で逃げ出すだろう、なんて事は、これーっぽっちも考えてねぇけどよ」

「…………」

「おや。どうなさいましたか姫様。御尊顔がお赤うございま――ぬおっと!?」

　物凄い勢いで飛来した拳こぶし大の石を、エキノは仰のけ反ぞりつつ受け止めた。

　直撃すればただでは済むまい――そう思えるだけの大きさであり重さである。下手をすれば頭ず蓋がい骨こつが陥没しかねない。実質的に凶器であった。

　だが――

「……どうしたんだよ、この石」

「あらかじめ拾っておいたのよ」

　ナナは、さらにもう一個の石を手の中で、弄もてあそんでみせながら言った。

「馬車の中にいるから、反撃が来ないと思ってたんでしょう？　んっふっふっ、あんたの貧しい考えなんて御見通しよ！」

　勝ち誇るナナを眺めながらエキノは小さくつぶやいた。

「……乱暴な上に悪知恵も働くかよ」

「何だって？」

「いーえ。別に何にも」

　ナナが石をつかんだ右手を振り上げるのを見て、エキノは首を振った。

「ところで――コリン」

　ナナ姫は御者席の侍女を振り返って言った。

「今どこに向かってるの？」

「ラディカン自治領です」

　涼やかな口調でそう告げるコリン。

　ナナ姫は――

「……！」

　弾かれた様に傍らのエキノを振り返った。

「俺が決めたんだよ」

　エキノは街道の彼方を眺めながら言った。

「まあ真面目な話――マヤカ様も言ってたが、最善はどうにかして淫魔族の男を探し出す事だろう。そういう意味では南方の辺境地帯がまだ可能性としては高いし」

　クアプランテ大陸の南方はまだまだ未開の土地が多い。

　豊富な動植物相に恵まれてはいるのだが、地形の起伏が大きく、鉄道や馬車の通れない地域も多いのだ。その結果――其そ処こにはかつての人間種族が行った差別や弾圧を逃れ、亜種人類や派生種人類が逃げ込んで、そのまま多数住みついていると言われる。

　もっとも――伝説中の伝説とも言える淫魔族を探すとなると、それでもあまり希望は持てないのだが。

「ただまっすぐ行くとヨウビシス山脈越えをしないといけねぇし。流石さすがにそれは面倒だから、西側に迂う回かいしてラディカン自治領を通って行く道を選んだわけだ」

「…………」

　相変わらずの口調で説明する近衛兵士の横顔を――何な故ぜかナナ姫は若干曇った表情で見つめている。その眼はひどく真剣で、いつもエキノと互いに憎まれ口を叩いたりしている時の彼女とは、明らかに違っていた。

「まあ正直、淫魔族の男を見つけるのは無理としても――まあ今回の旅にゃ、婿探しの他に、世間を見て回って見聞を広めてこいって意味もあるんだろうさ」

　バルテリクはかなりいい加減に見えるが――実際にはかなり頭が回る。表面的な名目はさておき、その場の勢いや思いつきだけで娘を旅に出したりはしないという事を、ナナもエキノも知っている。彼が一つを命じれば、その裏側には二つ三つ別の思惑も隠されているのは非常によくある事だった。

「ま――その意味じゃラディカン自治領はちょうどいい。国境辺りにはギルレット殿の城もあるし、俺も色々と土地勘があるからな」

「……でも」

「大丈夫だって」

　エキノは薄く笑い、背中の槍やりを右手で軽く叩いて見せた。

「まだアビアスを恨んでる連中もいるにはいるだろうが――滅多なことにはならんさ。目立った反アビアスの動きもないし、組織立った相手でもない限り、俺やコリンで充分だろ」

　ラディカン自治領。

　六年前アビアスとの戦争に破れ、解体されたラディカン帝国の現在の姿である。

　当時、その戦争は唐突に始まり、そして至極あっさりと終わった。

　開戦後たった半年で、帝国を支配していた帝室とその周辺を固めていた高級官吏達の殆ほとんどを抹殺、もしくは捕縛されてしまったラディカンは、『頭』を潰つぶされてしまった様なものだった。たとえ手足たる軍隊や国民が残ってはいてももはや統制のとれた動きを出来るはずもなく――無条件降伏するしかなかったのだ。

　だが……

　敗北後、苛烈な占領政策を予想していたラディカンの国民は拍子抜けする事になる。帝室の解体、軍の解体、百名余りの貴族、官吏の投獄……それらの事後処理を終えるとアビアスはあっさり軍を引き上げてしまったのである。

　その後――暫定的なものではあるがラディカンの住民は自治を認められ、今日に至っている。さすがにアビアスからは数人、総督官が派遣されてはいるが、その権限はあくまで自治政府の補助に過ぎない。

　今ではアビアス王バルテリクの寛大な処置を評価し、英雄視するラディカンの民も少なからずいる。もともとラディカン帝国は独裁政権的な色合いが強く、末端の国民の多くは重税や長期の労役等、相当な負担を強いられていたからである。

　だが……それでも戦争は戦争だ。

　死者が出ない事はありえないし、家族や知己を戦争で喪うしなった者達の中には、アビアス王国を恨み続けている者も多い。六年は遺恨が消えるのに充分な歳月ではない。いや――恐らくそれは当事者達がすべて此この世を去るまでは、けっして消え去らないものなのだ。

「それとも護衛が二人じゃ不安か？」

「私は――」

　ナナは不機嫌丸出しの顰しかめ面で言った。

「別にそういう事を心配したんじゃないわよ！」

　これも……いつものやり取りとは違う。

　普段の憎まれ口の叩き合いはナナとエキノにとって挨拶の様なものだが――それだけに相手が本気で怒っているのかどうかの区別はお互いにつく。エキノから見ても今のナナは本気で気分を害している様だった。

　だが……

「……何を怒ってんだよ？」

　いきなり怒り出したナナにさすがのエキノも面食らった。

　護衛に不安があるのでないとすればいったい何がそんなに面白くないのか。

「私はねえっ……！」

　語気荒く言いかけて――

「……………………いいわよ。もう」

　――しかしナナは小さく溜ため息をついた。

　これも珍しいと言えば珍しい。

　だが――

「そりゃ結構」

　エキノはとくに問い質ただす事もなく肩を竦すくめた。

　当然ながら彼はナナが何を怒っているのか理解していない。だが　六年の付き合いは伊だ達てではない。大抵の場合にはこうやって適当に聞き流していれば、ナナの怒りが収まる事をエキノは知っていた。

　ナナ姫はわりと気が短い方だが――その反面で、怒りだの恨みだのを長々と維持出来ない気性である。根本の部分では大らかな性格なのだ。

「…………」

　案の定――黙り込むナナ。

　エキノは気にした様子もなくのんびりと馬を進めていたが……

「――このドアホっ！」

　次の瞬間にはそんな罵声とともに石が投とう擲てきされた。

「ぬおっ!?」

　先の一投にも優る勢いで投げつけられた石を、エキノは間一髪で避けた。すれすれで命中せずに飛び去る石の感触を頬に感じながら、エキノはナナの方を振り返る。

「いきなり何しやがるっ!?」

　さすがに怒鳴るエキノの前で――客車の窓の鎧よろい戸どが乱暴にばたんと閉じられた。

「…………」

　顔を顰しかめて沈黙するエキノ。

　それっきり窓は開かれずナナの声も聞こえてこない。

　…………

　………………

　……………………

　ぼくぼくと地を踏む蹄ひづめの音だけが過ぎていく時間を刻む。

　しばらくしてから――赤毛の近衛兵士は、御者台に澄ました顔で座っている侍女を振り返って言った。

「――なあ。コリン」

「なに？」

「俺――何か悪い事言ったか？」

「いつもの事でしょうに」

「いや。そうじゃなくてよ」

「自分で考えなさい」

　コリンはにべもない口調でそう言った。

「…………？」

　首を捻ひねるエキノ。

　どうやら本気で分からないらしい。ナナ姫の不機嫌になった理由も。それを自分より付き合いの浅いコリンが悟っていて――自分だけが分からない理由も。

「……なんだってんだ……いったい？」

　それからしばらくの間――ナナの機嫌が直るまでの間、エキノは何度も何度も首を傾かしげて考え込んでいた。
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　現アビアス王国を語る上で――有識者達は口を揃えて、六年前に勃ぼつ発ぱつしたラディカン帝国との戦争を外すわけにはいかない、と言う。

　それはアビアス王国が具現したもう一つの『奇跡』であったからだ。

　アビアス王国はその統治体制や国風故に他国に侮られやすい。

　だが現在、現実的な外交面で諸外国が実際にアビアス王国を軽んじる事はほとんどない。どれだけ陰で嘲あざけり蔑さげすもうとも、アビアス王国に対して強硬な態度に出られる国家はほとんど存在しないのである。

　その六年前の戦争が人々の記憶にも新しいからだ。

　それはアビアス王国がこの百年余りで唯一行った――侵略戦争である。

　当時バルテリク・アン・アビアスは、突如として隣国のラディカン帝国に対し宣戦布告――歴史上稀に見る電撃的な侵攻作戦で、ラディカン帝国の深部にまで軍を進ませた。

　それまではアビアス王国を軽視していた周辺諸国の権力者達は、揃って自分達の読みの甘さを思い知らされる事となった。西方国家群の中でも有数の軍事力を誇っていたラディカン帝国の帝都占領までに費やされた時間は、わずかに半年だったのである。

　一説には、この戦争の陰にはモス魔導院の介入や、ラディカン帝国皇太子の裏切りがあったとも言われているが――詳細は定かではない。何にしてもラディカンの皇帝はアビアス王国に討たれ、臣下の多くも戦死し、残りはすべて獄に繋つながれた。

　そして……周辺諸国情勢は一気に緊張の度合いを高めた。

　ラディカン帝国を併合したとなれば、アビアス王国は一躍、西方国家群の中でも屈指の国土面積を誇る存在となる。百年にも及ぶ沈黙を破って自ら侵略戦争を仕掛ける様な国王ならば、その膨れ上がった国力を背に、さらなる野望の実現に向けて動き出すのも当然――と周りの国々は読んでいたのだ。

　だが……その予想は見事に外れた。

　まるで憑つき物が落ちたかの様に、国王バルテリクはそれまでの平和的な外交姿勢を取り戻し、ラディカン帝国領は自治領としての権限を認められ――現在に至っている。

　いったいあの戦争は何だったのかと首を捻ひねる者も多い。

　だがバルテリクを始めとして王室関係者やアビアスの重臣達は口を閉ざし、この一件についての彼らの思惑が公にされることはなかった。

　そして……
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〈ソリッド・ダガー〉。

　その名前に深い意味や由来はない。いや――あってはならない。ありとあらゆる縁えにしを断ち切り、人の形をした影として生きる暗殺者の名前に、そんなものは要らない。むしろ意味や由来があれば害にすらなる。

　どんな些さ細さいな手掛かりも敵方に許してはならない。

　手た繰ぐられた手掛かりの糸は、時に暗殺者自身の正体のみならず、その背後にいる者の素性まで暴露してしまう事がある。だがそれは絶対に避けねばならない事だ。そもそも隠さずとも良い事ならば、誰も暗殺などという手段に頼りはしない。

　いかなる者とも繋つながらず。いかなる場合にも使い捨てが可能な存在。

　それこそが理想の暗殺者であると言える。

　そして〈ソリッド・ダガー〉はその理想たらんと教育された存在だ。

　だから〈ソリッド・ダガー〉に『本名』はない。

〈ソリッド・ダガー〉は〈ソリッド・ダガー〉。他に名はない。秘匿名以外で呼ばれた事は一度もない。暗殺用の短剣にいちいち固有名詞が付けられたりはしない様に。

　しかし〈ソリッド・ダガー〉は自らの境遇に不満を感じた事はない。

　不満を感じるなどという行為は人間のものである。純然たる暗殺用の武器として訓練されてきた者に、人間めいた思考など残っているはずもなかった。

　しかし。

　いかに人間性に関して多くを欠落させている生粋の暗殺者といえど、社会に紛れ込んで任務を遂行するためには、便宜上の――仮の名前が必要となる。

　そして。

　今回初めての実戦を経験する〈ソリッド・ダガー〉は……その日初めて、人間的な名前を持った。
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「――私ネリアっていうです」

　そう少女は自己紹介した。

　丁寧にぺこりとお辞儀なんかもした。

「…………」

「…………」

「…………」

　だが……対する三名はただ無言だった。

　時は空が燃え上がる様な朱を帯びる夕暮れ。処ところは変わらず街道の上。

　ただでさえ少なかった人の姿は完全に途絶え――辺りに見える人影は、凍りついた様に固着しているナナ達三人と、そして今、ネリアと名乗った少女だけであった。

　治安は比較的良いとは言っても所しよ詮せん、街道は街道――官吏の眼が行き届くはずもなく、夜盗だの獣だのと街中に比べるとやはり安全面では劣る。故に大抵の者は街道の景色が朱に色づき始めると、早く近くの街や村に辿り着こうと、道行きの速度を上げる。

　ナナ姫一行もまだ空に陽があるうちに、今晩の宿泊予定地であるラゲナンドラの街に着こうと手綱を打って馬達に加速を促そうとした――まさにその瞬間だった。

　何の脈絡もなく突然に……この少女が街道脇の茂みから出てきたのは。

「…………」

　奇妙に重苦しい空気が立ちこめる。

　だが少女はまるで気にした様子もなく、ただ無表情にナナ姫達の前に立ちはだかっている。お辞儀をした後は指先一本動かさず――何をするでもなく人形の様にただそこに突っ立っているのだ。

「…………俺達？」

　呟つぶやいてエキノは周りを見回す。

　繰り返すが、やはり周囲に他の人影は見当たらない。つまりはこの少女が自己紹介をした相手は、間違いなくナナ姫一行という事になる。

　肯定するでも否定するでもなく、少女はただ黙然とナナ達の反応を待っていた。

「……ええと」

　人差し指でエキノは頬を掻かいた。

　どう応対して良いのか分からないのである。コリンも馬車の客室の窓から顔を覗かせているナナも……同じく呆ぼう然ぜんとしている。

「よろしく御願いするです」

　少女はふと思い出したかの様にそう付け加えた。

　付け加えてどうなるものでもないのだが。

「……いや……その……よろしくって言われても……ねえ？」

　困惑の表情を露あらわにして言うナナ。

　当然ではあろう。

　何の前振りもなく突然に、他には人の姿も絶えた街道で、見ず知らずの少女が近付いてきて自己紹介を始めたのだ。全く意味不明である。前後の脈絡やら必然性やらがさっぱりと分からない。ナナ達でなくても当惑するだろう。

　しかも……

「…………」

　少女は完全に無表情だった。

　容姿はそれなりに――いや見方によっては相当に可愛らしいと言える。年齢は恐らくナナより少し下、十三か十四といったところだろうか。まだ多分に幼い丸みを残している頬が、見るからに柔らかそうで微ほほ笑えましい。

　小柄な身体をややゆったりした衣装に――というよりぶかぶかの大きめな衣装に包んでいる。衣装そのものは何ど処こにでも見られる庶民の平凡な仕立てだが、大きさが合っていないのだ。袖口からは指先すら出ていないし、襟元も必要以上に開いているし――上から覗けば、胸の辺りが見えそうだ――衣装の裾も長すぎて地面に届いてしまっている。

　このためにその少女の容姿には何やら不自然な印象というか……子供が無理矢理に大人の格好に仮装しているかの様な、奇妙な雰囲気が発生していた。

　しかも……

「……何か変ですか？」

　少女が尋ねてくる。

　軽く握った両手の拳こぶしを口元に並べて。上目遣いにナナ達を見つめながら。

　虚うつろな眼と死後硬直しているかの様な無表情で。

「いや。あのな」

　変とか変でないとかそういう問題ではない。

　仕草やら台詞せりふやら表情やらがてんでばらばらで、微み塵じんも噛み合っていない。仕草そのものはあざといくらいに媚こびた――ひたすら可愛らしさを訴えるものでありながら、表情はまるでなく、口調はまるで何かの台詞せりふを棒読みしているかの様でひどく抑揚に乏しい。

　自ら勝手に動き回る人形を見ているみたいで――はっきり言って不気味である。

「……変ですか？　何ど処こか変ですか？」

　凍りついているナナ達を見つめながら、ネリアと名乗った破滅的に怪しい少女は、首を傾かしげる。どうやら冗談の類ではなく本人は大真面目らしい。

「……いや……何ど処こがっていうかな。そもそもお前、何者だよ？」

　呻うめく様に尋ねるエキノ。

　少女は大きく頷うなずいて言った。

「ネリアっていうです」

「それは聞いたよ」

「では貴方あなたは何を尋ねているですか？」

「……だからお前の素性っていうか」

「なるほど」

　ようやく謎が解けた――といった様子でまた大きく頷うなずいて少女は言った。ついでにくるりとその場で可愛らしく回転して見せたりもする。

　無表情のまま。

「御覧のとおりです」

「いや、御覧になって分からねぇから聞いてんだよ」

「通りすがりの、何の変哲もない、平凡な十四歳の村娘です」

　丸暗記した内容をそのまま告げる様な口調であった。

「…………」

　救いを求める様に、エキノはナナとコリンを振り返る。

　だが二人の娘は薄情にも揃って肩を竦すくめて首を振った。どうやらエキノに任せたという事らしい。

「教えてください」

　少女はやっぱり無表情に言った。

「私は変ですか？　何ど処こか変ですか？」

「…………」

　エキノは絶望的な表情で天を仰いだ。




　　　　●　●　●




　――おかしい。

『通りすがりの何の変哲もない平凡な十四歳の村娘であるところのネリア・バリス』…………という事になっているはずの暗殺者〈ソリッド・ダガー〉は、疑問を覚えていた。

　変装は完璧だ。

　見た目には何ど処こにでもいる村娘の格好になっているはずだ。実際に服は近くの村の者を気絶させて奪ってきたのだから、間違いない。ついでにその村娘がしていた様に、亜麻色の髪も三つ編みにして、両脇に垂らす髪型にしている。

　何ど処こからどう見ても自分は平凡な村娘のはずだ。

　標的への接触にしてもちゃんと教えられたとおりの方法で行った。一字一句間違えていない。教えられた台詞せりふを紙に書いて暗記したのだから間違いない。念のためにと相手を油断させるのに有効な『可愛い』――その意味がいまひとつ〈ソリッド・ダガー〉には理解できなかったが――とされる仕草も付け加えてある。

　間違いはない。完璧なのだ。

　ちゃんと教えられたとおりに出来たはずだ。

　なのにどうしてこの眼の前の三人は怪け訝げんそうな視線を自分に注いでいるのだろうか。

（……何がおかしいのだろう？）

〈ソリッド・ダガー〉は悩んだ。

　暗殺者とは繊細かつ非情な仕事である。

　些さ細さいな失敗が死に繋つながる事もある。僅わずかな油断がすべてを台無しにする場合も少なくない。とにかく〈ソリッド・ダガー〉はそう教えられて育った。だから彼女は少しでも自分に不備があれば即座に修正しより完璧を目指してきた。そうやって彼女は自らの暗殺者としての技能を高めてきた。

　だが……初めての任務で、いきなり彼女は行き詰まっていた。

　何がおかしいのか分からない。

　ただ標的達は彼女に対して警戒を解いていない。むしろ喋しやべれば喋しやべるほどに彼らの〈ソリッド・ダガー〉に対する警戒心が深まる印象すらあった。

（分からない。何がおかしいのだろうか？）

〈ソリッド・ダガー〉は物事を深く考えない。考える事が出来ない。その様に育てられている。彼女が物事に対して深く思索をすると、彼女を育てた連中にとっては非常に都合が悪いからである。

　それはともかく……

　分からない事は誰かに尋ねるしかない。

　だが生あい憎にくと彼女を教育した者達は、此こ処こにはいない。自分と標的とその仲間以外には辺りに人影もない。そういうわけで〈ソリッド・ダガー〉は、眼の前の三人にその分からない事を尋ねてみる事にしたのである。

「何ど処こが変なのでしょうか？」――と。

　物心つく前に世間から隔絶され、生っ粋の暗殺者としての教育と訓練、それのみを受けてきた〈ソリッド・ダガー〉。

　彼女の知識には実体験による裏打ちが微み塵じんもなかった。

　料理の本を読んだだけでは名料理人になれない。それと同じ事である。いくら豊富に知識を与えられても、すべてそれは机上の空論でしかない。自らの体験や経験という『繋つなぎ』があってこそ、知識は現実に向かって影響を及ぼすものだ。

　要するに。

『究極の暗殺者』を創る事を目的に、一人の少女に対して行われた非人間的な教育は、結果として、世間の常識だの何だのをちっとも持ち合わせていない、周りの空気も全く読めない――そのくせ、何の逡しゆん巡じゆんもなく大真面目に、外しまくった行動に出る『究極の間抜け』を創ってしまったのである。

　素直な暗殺者〈ソリッド・ダガー〉。

　知識偏重教育の典型的な犠牲者であった。




　　　　●　●　●




「……教えてです」
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　呻うめきながら近衛兵士のエキノは馬を進めていた。

　てくてくと彼の横を歩きながら、三つ編みの少女はすでに数十回目の懇願――まあ無表情な顔と声のお陰で、どちらかといと『要請』と表した方がしっくりくる――をしていた。

　ゆったり進んでいるといっても馬は馬である。普通の人間の歩く速度よりは若干早い。

　少女は小走りに走っては追いついてエキノに話しかけ、また置いていかれそうになったら小走りに走って追いついて話しかける。何となく飼い主にじゃれつく子猫を思わせる、微ほほ笑えましい光景であったが……エキノ本人は珍しく憔しよう悴すいした表情で馬に揺られていた。

　相手は徒歩なのだから、それこそ馬の速度を上げて無視すれば良いのだが……何やら真剣に尋ねてくる少女を置き去りにするのも気が引けているのである。ぱっと見の柄はとても良いとは言えないエキノだが……妙なところで彼は人が善い。

　すでに、今夜宿泊する予定の街は眼の前である。

　近くに他に街がない事を想えば、恐らくこのネリアという少女はその街の住人なのだろうが……このままでは宿まで付いてくるに違いない。

「……だからな…………」

　うんざりした様子で傍らを振り返るエキノ。

「はいです」

　少女は神妙な表情で馬上の彼を見つめる。

　どうやら完全にエキノはこの少女に懐なつかれたらしい。

「何ど処こがっていうんじゃなくてな。何から何まで変なの。お前は」

「指摘に具体性を欠くです」

　少女はあくまで生真面目に言った。

「理解が及びませんです。より詳細に教えてです」

「…………ううう」

　これの繰り返しである。

　具体的に何がどうとは指摘しにくい。全体的にずれているというか――そもそも初対面の人間に、路上で何の脈絡もなく自己紹介してくる相手に、どう『お前は変だ』と説明すれば良いのか。行動の一つ一つはおかしくはない。ただ時と場所とを組み合わせて考えると、全体的に何か狂っている。

　エキノは長々と溜ため息をついた。

　ナナ姫の様な気の強い相手の扱いは慣れているが――こういう全体的にずれている相手となると、どう対応して良いのか分からないエキノであった。少女の行動そのものにことさらに問題や脅威があるわけではないので、エキノとしても威嚇して追い払ったりするわけにはいかないのだ。

　とにかくエキノとしてはこの無表情少女の取り扱いに困り果てていた。

　だからだろう。

　いつもならば当然に察知していたものに、彼は気付くのが僅わずかに遅れた。

　代わりに――

「…………？」

　ふと怪け訝げんそうに御者台の上でコリンが瞬まばたきする。

　そして次の瞬間――

「――エキノッ！」

　鋭い彼女の声が、エキノに行動を促した。

　ただ名前を呼ばれただけだ。

　だがその声音に込められた緊張と焦燥は、言葉面以上の事をエキノに伝えていた。

　近衛兵士の反応は迅速極まりなかった。

　彼は馬上で身を沈めながら、槍やりを吊るすための革帯に指先を添えて金具を外す。

　同時に――

「――！」

　馬上の空間――彼が一瞬前まで占めていた空間を何かが貫く。

　その『何か』は水平に飛行して、街道脇に生えた樹木の幹に激突――次の瞬間には微み塵じんに砕け散っていた。

　黄たそ昏がれ色の陽の中で微細な煌きらめきが雪の様に舞う。

「これはっ!?」

　何かが撃ち込まれた。

　それは間違いない。だがいったい何が撃ち込まれたのか？

　矢ではない。投げナイフの類でもない。むろん……石いし礫つぶての類が樹木に当たったくらいで砕け散るはずもない。

「……くそっ」

　彼は自由になった槍やりを回転させ、石突きの部分で少女の襟首を引っかけると、彼女をひょいと放り投げる。左の傍らに落ちてきた少女の身体を受け止めて横抱きにしつつ、彼は槍やりを持ったまま右手で手綱を繰って愛馬を馬車の方へとぎりぎりまで寄せた。

「これ頼む」

　言いながらネリアと名乗った少女をコリンのいる御者台に押し込み、エキノは馬上で油断なく槍やりを構え直した。

「一人……いや。二人か？　何者だ？」

　眼を細めながら呟つぶやくエキノ。

　見渡す限りにおいて……周辺にナナ姫一行と少女以外に人の姿はない。だがエキノの感覚は何ど処こからともなく漂いくる殺気を確かに感じ取っていた。

「けっ……暗殺者か」

　恐らくは街道脇の雑木林にでも潜んでいるのだろう。

　何者であるにせよ多人数ではあるまい。どれだけ上手く気配を殺していたとしても、他に人の気配のない場所で十人も二十人もが潜んで待っていれば、エキノやコリンが今まで気付かないはずがない。またそれだけの多人数ならば、一気に押し包んで相手を制圧するのが正道だ。姿を隠したままである必要がない。

（先の攻撃、馬車の客室の壁を貫通するほどの威力もなさそうだ――）

　何が撃ち込まれたのかは今もって分からないが、ナナが客室の窓の鎧よろい戸どを閉めていれば彼女に攻撃が届く事はあるまい。

　またコリンの事はとりあえず心配しなくて良い。最も早く攻撃に――敵の殺気に気付いたのは彼女だ。油断さえしていなければ大抵の攻撃は叩き落とすだろう。エキノは一度彼女が射掛けられた矢を空中で掴つかんで止めるのを見た事がある。

「一気に片付けて――」

「駄目っ！」

　攻撃が放たれたらしい方へ突撃しようとしたエキノにコリンの鋭い声が響いた。

「この暗さでは駄目よ！　やめて！」

「――!?」

　疑問を覚えながらもエキノはその場に留とどまった。

　エキノとコリン。ナナ姫の身を守る者として彼らはお互いの力量と性格をよく把握している。理由は分からないが、コリンが『勝てない』と断じるのならば……実際にエキノは勝つ事が出来ないのだろう。

　つまらない意地や見栄にこだわって命を粗末にする趣味はエキノにはない。それがナナの命であればなおさらの事である。近衛兵士たる彼が命を落とせば、それだけナナ姫の守りが手薄になる。

「……どうするんだよ？」

　油断なく周囲を警戒しながらエキノが言った。

　今のところ……第二撃が来る気配はない。

　だが――

「相手は恐らく暗殺者。街中に入れば人目があるからいったんは引くはずよ」

「いったんね……」

　確かに人目など気にしない相手ならば、こんな場所で攻撃してきたりはすまい。街中の方が人に紛れやすい分、暗殺しやすいはずだ。ならば相手の目的は『殺害そのもの』ではないという事だろう。

　とはいえ――相手も洒落や冗談で攻撃を仕掛けてきたわけでもあるまい。

　街に入ったからといって安全になるわけではない。あくまでいったん、状況を変える事で相手を撤退させる――それだけの事だ。

　しかし……

「こちらもそれなりの準備が出来るから」

　コリンが言う。

「分かった」

「エキノ……コリン……!?」

　客室前部――つまり御者台の背面にある窓からナナが顔を覗かせようとする。だが有無を言わさずコリンは御者台の側そばにあった窓の鎧よろい戸どを閉じた。

「出るな！」

　そう叫んでエキノは愛馬ドラセナの腹を蹴ける。

　短く鳴いて栗毛の牝ひん馬ばは疾走を開始。それに追従して馬車も走り出した。

　エキノ達の左右を風景は次第に速さを増して流れていく。瞬またたく間に人間の脚では追い縋すがるのも困難なほどの速度にまで上昇し――

「……追ってきてるな」

「ええ――」

　しかしエキノの言葉にコリンは頷うなずく。

　同時に彼女は右手を跳ね上げた。




　――ぢいんっ！




　澄んだ音を立てて何かが彼女の手の甲で砕け散る。だがやはり先ほどと同様――煌きらめく破片の様なものは見えたがいったい何が撃ち込まれたのか、エキノの眼では視認出来ない。

　ただし――

「――やっぱり」

　そう呟つぶやくところを見ると、コリンはその凶器の正体についておおよその見当がついているらしい。

　今――撃ち込まれた謎の凶器を弾いたのは、彼女の手に装着された鋼製の手甲ガントレツトである。いつもは長袖の下に入っているその武具は、腕の一振りで袖口から滑り出して彼女の手の甲を覆う。指先まで覆う様な重装型ではないが、拳こぶしを握り込んで相手を殴れば、角張った鋼が相手を痛打する。防御と攻撃を兼ね備えた格闘戦用の装備であった。

　その手甲ガントレツトの表面に何か煌きらめくものが付着している――

「――なんだ？」

「これは〈教会〉の――」

　言いかけてコリンは表情を強こわ張ばらせる。

　恐らくはエキノにも分かったのだろう――彼も槍やりを握り直しながら、視線を左右に走らせた。

　彼らに向けられている殺気が膨れ上がっている。引き離される前に、今まで抑え隠していた気配を解放して、一気に勝負に出るつもりだろう。

　左右の雑木林を黒い影が幾つか跳んでいる。

　恐らく敵の数は三か――あるいは四か。

　もし全員同時にあの『見えない』武器を投げられたら……

「――やばい！」
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　エキノの叫びと同時に、幾つもの殺気が左右から放たれる。

　恐らく攻撃はその殺気の軌道をなぞって来るのだろう。故に殺気の類を察知出来る者ならば何とかその攻撃を阻む事も出来る。

　だがそれとて限界があった。ただでさえまともに視認出来ない武器を――それも同時に撃ち込まれれば、さすがのエキノやコリンにも捌さばききれない。

　そして――

「――ちいっ!?」

　少なくとも十発。

　ほぼ同時――だが微妙に呼吸と角度をずらして、同時に迫る不可視の凶器。一斉に撃ち込まれるよりも遙はるかに撃墜しにくい。

　そして――

「――聖せい盾じゆんよあれッ！」

　鋭い叫びが走る。

　同時に馬車とエキノは微細な煌きらめきに包まれた。

　撃ち込まれた凶器が見えない壁に衝突して一斉に砕け散ったのである。

　夕暮れの光の中で、星々のごとく煌きらめく微細な破片。

　それは――死闘の最中である事を忘れさせる様な、美しい光景であった。

「…………！」

　一瞬漏れる――動揺の気配。

　次の瞬間、殺気は消滅していた。雑木林の向こう側を走りながら馬車に追い縋すがっていた幾つかの影も消えている。恐らくは退却したのだろう。

　想定外の状況において望んで戦闘を行う馬鹿はいない。

　敵側もさすがに、ナナ姫一行の中に魔導師がいるとは思っていなかったのだろう。

　まして――

「――大丈夫!?」

　ばたんと鎧よろい戸どを開けて顔を出すのは言うまでもなくナナである。

「大したもんだ」

　馬の速度をやや緩めながら――エキノは心底感心した口調で言った。

「姫様の道楽も棄すてたもんじゃねぇな？」

「何が道楽よ」

　顔をしかめて言うナナ。

　まさかナナ姫が魔導師であるとは――魔法が使えるなどとは襲撃者達も予想外だったのに違いない。

「まあ……正直言って上手くいくかどうか不安だったけどね」

　ナナはマヤカに魔法を習っている。

　これはこの二年余りの事で――まだ基礎的な魔法を幾つか覚えただけの様だが、けっこう筋が良いとマヤカが褒めていたのをエキノもコリンも聞いている。ナナの母親代わりでもあるマヤカにすれば、たとえ趣味の域を出ていないとはいえ、自分の技能をナナに教えるのは楽しかったのだろう――教わる側のナナよりも教える側のマヤカの方が妙に嬉しそうだった。

　それはさておき……

「――とりあえずは引いたな」

　エキノは左右を見回して言った。

「姫様が魔法を使うとは思っていなかったんでしょう」

　エキノやコリンはマヤカとナナの関係を知っているので、ナナ姫が魔法を覚えている事に関しては別に意外でも何でもないのだが……公になっているわけでもないので王室に近しい者でもない限りは想像の埒らち外がいだろう。そもそも魔導師は歴史的に嫌悪や蔑視の対象だった時期が長く、今もって魔法は王族や貴族が嗜たしなむものではないという意識が強い。

「でも恐らく次はちゃんと対策を練ってくるわよ」

　とコリン。

「……厄介な話だな」

「こちらも練るから大丈夫」

　うんざりした口調で言うエキノにコリンが微苦笑で応じる。

　そうこうしているうちに――道の向こう側に今晩宿泊する街の灯りが見えてきた。
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　アビアス王国の王城――ハスティフォリアルは夜の薄闇に沈んでいた。

　クアプランテ大陸西方国家群の中では、ハスティフォリアル城は比較的小さい部類に属する。城に関しては質実剛健を好み機能性を優先させるのがアビアスの国風であり、あまり実用性のない虚こ仮け威おどしの施設は、全くと言って良いくらいに見受けられない。結果として、他国に比べるとやや地味で小さい城が出来上がるのである。これは他のアビアス国内の城についても、程度差こそあれ同じ傾向が見られる。

　もともと流民や遊牧民族に端を発するとされるアビアスでは、今も無意味に多くのものを所有する事を『悪徳』あるいは『恥』とする傾向がある。

　定まった住居を持たない遊牧民は、馬や牛といった家畜に家財一式を運ばせて暮らす。結果として牛や馬に積みきれない家財道具を持とうとする事は罪とする文化が存在し――それが遊牧生活を棄すてた今も残っているのだという。

『金は天下の回りもの。余った金はぱーっと使ってみんなで踊ろう！』

　――がアビアスの国風である。

　何はともあれ。

　基本的に城や家屋はこぢんまりとまとまる傾向の強いアビアスであるが、それでも流石さすがに王城は王城――ハスティフォリアル城はそれなりの規模がある。

　当然ながら、ささやかな星の光や、要所要所に焚かれた灯火だけでは城を包まんとする闇を完全に駆逐する事は出来ない。ぼんやりと光と影が斑模様に入り交じるその偉容は、昼間とはまた別の印象を帯びていた。

　そんな城の片隅で――

「…………」

　あちこちにわだかまる闇を縫う様にして、今、一つの影が動いていた。

　何か人目を忍ぶ用件であるのは間違いなかろう。灯火の側そばに立つ近衛武士サムライ達の眼をかいくぐりながら、その小柄な人影は城の城門へと小走りに向かっている。

　最も人目につかず――しかも手早く裏門に達するには一見、見つかりやすく見えても庭園を突っ切るのが良い。障害物が多く、さらに言えばわざわざ夜の庭園の真ん中を歩く物好きも普通はいないので、近衛武士サムライ達の注意も篝かがり火びの光も届かない事が多いからだ。

　だが――

「……こんな夜更けに庭園散策かね？」

　錆を含んだ静かな声を浴びせかけられて――人影は硬直した。

　愕がく然ぜんと振り返った人影に、大柄な別の人影が近付いてくる。

「へ――陛下っ!?」

　夜空の星々が降らすささやかな光を浴びて歩む、その大柄な人影は――紛れもなくアビアス国王バルテリク・アン・アビアスその人であった。さすがに謁えつ見けんの間で臣下を前にしている時と異なり、簡素な夜着を帯びてはいるが、その特徴的で厳いかめしい顔と大柄な体たい躯くは見間違え様がない。

　慌てて人影はその場に平伏した。

「ど……どうして……」

「ふむ――」

　人影の呟つぶやきを耳にしたのか――バルテリクは優しく微ほほ笑えみながら言った。

「こういう静かな闇の晩は、明るいだけの夜には眼にする事のできないものをしばしば見る事が出来る。たとえば、夜風に乗る精霊の影、慎つつましやかな星座の煌きらめき――」

　容姿に似合わぬ叙情的な台詞せりふを口にしながら、バルテリクは衣装の裾を揺らして人影に近付いていく。

「そしてたとえば、人目を忍んで裏門に向かう侍女メイド――」

「お……お赦ゆるしください！」

　その人影――若い侍女メイドは地に額を擦こすり付けながら言った。

　恐らくは新入りだろう。城に奉公して半年もすれば誰しもがバルテリクに対して大おお袈げ裟さな作法は必要ないと悟る様になる。この厳格さを絵に描いたかの様な風ふう貌ぼうをしている国王が、実際には非常にざっくばらんでおおらかな――悪く言えば大雑把な性格をしていると知るからだ。

「赦ゆるすも何も」

　バルテリクの声はあくまで優しい。

「君は何か、悪い事をしたのかね？」

「そ――それは」

「まあ確かに……夜更けに人目を忍んで城から出ようとするのは尋常でないが」

「…………」

　侍女メイドはしばし沈黙して逡しゆん巡じゆんし――そして意を決したのか顔を上げて言った。

「実は……」

　美人というほどではないが純朴そうな顔立ちが愛らしい。真面目さがそのまま容よう貌ぼうに滲にじみ出ているかの様だ。恋人として連れ歩いてもことさらに見映えはするまいが――生涯の伴はん侶りよとして選ぶならば、こんな娘を望む男は多かろう。

「私には……城下に恋人が……」

「恋人会いたさに城を抜け出ようとしたわけかね？　ならば正式に申し出ればよいものを」

　バルテリクの言葉に、しかし侍女メイドは首を振った。

「まだこのお城に御奉公して半月、一日でも早く仕事を覚えなければならない若輩者の身で、お休みを請うわけにもゆかず……」

　娘の両眼は潤み、今にも涙が頬に溢あふれそうになっている。

「そうか……」

　バルテリクは侍女メイドの前に膝ひざをついて静かに言った。

「私とて恋人同士の逢おう瀬せを邪魔する様な野暮をするつもりはない」

「で――では？」

　一いち縷るの希望に表情を輝かせる娘。

　彼女に向けて大きく頷うなずいて見せながらバルテリクは言った。

「私が許そう。会ってきなさい」

「あ……あ……ありがとうございます！」

「ただし」

　微み塵じんも微ほほ笑えみを揺らがせることなくバルテリクは続けた。

「会うのは地下牢ろうで――だがな？」

　あまりに唐突なバルテリクの言葉に侍女メイドは表情を凍りつかせる。

　対してやはりバルテリクの表情に変化はない。ただ優しく微笑ほほえみかけているだけだ。

　しかし――

「へ……陛下……？」

「君の会うべき『恋人』はすでにこの城の地下牢ろうにおるよ――〈教会〉の密偵君？」

　最後の言葉がバルテリクの口から出たその瞬間。

　それまでは感涙に表情を歪ませていた娘は、その顔から表情の一切を消して後方へと跳躍していた。むろん、助走もなく、しゃがんだ姿勢から伸び上がる勢いを利用するかの様な動きである。一気に数歩分の距離がバルテリクとその侍女の間には開いた。

　尋常の体術ではない。

「何な故ぜ……？　ハイグロフが何か失敗を？」

　庭園の中央、噴水池の縁に降り立ちながら侍女は――つい先ほどまで完璧に侍女メイドとして振る舞っていた娘は言った。

　その顔にはもはや純朴な印象など跡形もない。人間の容よう貌ぼうの良し悪しは表情が――それを成す中身が多分に影響するという好例である。あるいは彼女は正体を看破されるまでは本当に平凡な侍女メイドであったのかもしれない。一流の役者は自分自身にさえも一種の暗示をかけて役になりきってしまうという。あるいは一流の密偵や暗殺者にも同じ事が出来る可能性はあった。

「君の『恋人』は頑固だったよ」

　ゆっくりと立ち上がりながらバルテリクは言った。

「君の素性を暴露したのは君自身だ。近衛武士サムライ達の死角をつき、交代時間のわずかな隙を狙い……恋する乙女の行動としてはあまりに手際が良すぎたな」

　確かに素人――しかも恋人会いたさに思慮分別を失った娘が、徹底した隠密行動をとれるとは思えない。不自然と言われれば間違いなく不自然ではあった。

「……私はいつから監視されていた？」

「最初からだよ」

　バルテリクは言って振り返った。

　彼の視線を追う様にしてその背後に焦点を合わせた娘は――庭園の隅に立つ異様な人影を眼にした。

　道化師ピエロである。

　長身痩そう躯くに帯びる赤と白の派手な衣装。薄笑いを刻んだ白い仮面。野の兎うさぎの耳の様な長い飾りを付けた帽子。

　確かに何ど処こから見ても道化師ピエロだ。

　ただ……

「アビアス王国には――実は二つの近衛団がございます」

　歌う様な口調で言う道化師ピエロ。

　その右手には奇妙なものが垂れ下がっていた。

　銀色の鎖だ。それも先端には重りらしき小さな――一握りほどの大きさの鋼球が付いている。王族貴族の側そばで奇矯な振る舞いをしてみせて彼らを愉たのしませるのが道化師ピエロの仕事であるが……その意味でこの鎖はおかしい。迂う闊かつに手足を振り回せば誰かに当たったりして怪我をしかねない。そんなものを道化師が身に付けるはずもない。
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　その気になって使えば武器としても使える代物だった。

　いや――

「正規の近衛武士サムライ団とは別に、けっして表舞台に出る事はなく、正式名称すらない、存在しないはずの近衛武士サムライ団が」

　これは武器そのものだ。

　つまり……

「――故に」

　バルテリクが道化師ピエロの言葉を継いだ。

「その近衛団は〈影なるジヤツク・ザ侍士・シヤドウ〉と呼ばれる」

「そう――まさしく」

　道化師ピエロがさらにその後を継ぐ。

「実体なき影のごとくに」

　道化師ピエロは娘に向かって踏み出す。

　相手は若い娘とはいえ尋常の人間ではない。密偵である以上、護身用の凶器の一つや二つは懐に忍ばせていても何の不思議もないのだが……道化師ピエロの足取りは軽く、何の緊張感もない。

「ちっ！」

　娘は舌打ちしながら右手を振り上げる。

　だがそこには何もない。短剣も毒針もない。

　いや。指の間に僅わずかだが煌きらめくものがある。

　それは……




　――じゃっ！




　鋭い音を立てて娘の手に巻き付いたものがある。

　ほとんど動きらしい動きも見せず道化師ピエロが放った鎖である。鎖としては細いが鋼は鋼――咄とっ嗟さには引き千切ったり切り落としたりするのは不可能だ。

　だが……

「…………」

　娘は口の端に薄い笑いを浮かべた。

　道化師ピエロの行動は予測済みだったのだろう。娘はこれで右腕を封じられたが、振り解かない限り、道化師ピエロも武器を封じられた事になる。

　娘は道化師ピエロに向かって跳躍した。

「馬鹿め！」

　左手を掲げながら娘は叫んだ。

　恐らくは両利きだったのだろう。必殺の確信をその顔に浮かべて振り下ろされた左手からは、何かが――小さい上にそもそもそれ自体が視認し難い『何か』が、空気を貫きながら飛んだ。

　だが――

「――！」

　微かすかな煌きらめきは道化師ピエロの喉のどに達する直前で微み塵じんに砕け散った。

　不可視の凶器を防いだ道化師ピエロの左手には、小さな鋼球が握られていた。右手の鎖の先端に付いているのと同じものである。

　わざわざ道化師ピエロが右手の鎖のみを垂らして近付いてきたのは、娘の裏をかくためだ。あえて印象的に武器を携えてみせる事で、相手の注意をそこに集中させ――他の武器から眼を逸そらさせる。ごくごく基本的な戦術だが、いざ緊迫した実戦となるとこうした小技をどれだけ自然に積み重ねられるかが、勝負の分かれ目となる事も多い。

　右の鎖を大きく引きながら――さらに間髪入れずに道化師ピエロが左手を振る。

　一本目の鎖に引っ張られて娘が体勢を崩した一瞬、二本目の鎖が獲物に襲いかかる蛇のごとく伸びて――左腕ごと娘の上半身を縛り上げる。

　さらに引かれる左右の鎖。

　両腕の自由を失った娘はなす術すべもなく地に転がった。

「両利きは貴方あなただけじゃございません……素人相手の密偵やら暗殺者やらは、すぐに相手をみくびってかかるのが、弱点でございますな」

　道化師ピエロの言葉で――娘は知った。

　この道化師ピエロは……いや恐らくは〈影なるジヤツク・ザ侍士・シヤドウ〉と呼ばれる第二の近衛団全員が対暗殺者用暗殺者アサシン・キラーとして訓練された存在なのだ。いわば暗殺者の天敵である。

「お……おのれっ！」

「おやすみなさいまし」

　すっと音もなく近寄った道化師ピエロは、右の掌しよう底ていを娘の鳩みぞ尾おちに撃ち下ろした。

　肉を打つ生々しい響きはない。軽く触れる程度の動きにしか見えない。だが娘は道化師ピエロの掌てのひらが触れた瞬間に、もがく動きを中断していた。

　完全に気絶している。

「助かった――ウィステル。礼を言う」

　バルテリクが、いつの間にか手にしていた鉄扇をぱちんと閉じながら言った。

　娘の最初の一撃――バルテリクに向けられていた攻撃を、道化師ピエロの鎖が防いだ事を言っているのだろう。

「御冗談を」

　道化師ピエロは仮面の奥で低く笑った。

「あの程度の相手なれば、陛下お一人でも捕らえられましたでしょうに……正直、私の出番が回ってくるかどうか、不安を感じておりましたよ」

　ウィステルは両手を優雅に振った。

　どういう仕掛けになっているのか……二本の鎖はひょいと気絶した娘から外れて地面を跳ねると、次の瞬間にはするすると道化服の袖の内に引き込まれていき、そして先端の鉄球だけが袖口に残ってぶら下がった。袖口の飾り布フリルに紛れ、一見しただけでは、ちょっと変わったの飾りの様にさえ見える。

「しかし相変わらず妙な武器を使う。〈聖者の涙〉といったか？」

「〈教会〉の伝統ですな」

　ウィステルと呼ばれた道化師ピエロが肩を竦すくめて言った。

「子供騙だましではありますが……使いどころを誤らなければ、これでなかなか恐ろしい」

「ふむ……」

「で――この者。どうなさいます？」

　ウィステルは足元の娘を見下ろして言った。

　バルテリクも改めて視線をその娘に向けながら――

「殺せ――」

　素っ気なく言って……短く溜ため息をついた。

「――と言いたいところだがな。〈教会〉の密偵と言えども人の命に変わりはあるまい」

「相変わらずお優しい事で」

　ウィステルの口調に皮肉る様子はない。

　仮面の下でこの近衛兵士がどんな表情を浮かべているのかは分からないが――

「コリンの例もある事だしな」

「それはそのとおりでございますが。彼女は例外中の例外かと？」

「この娘が二人目にならんとも限るまい。とりあえずは『恋人』君の隣にでも転がしておけ。寂しくなくて良かろう」

「御意」

　ウィステルは小さく頷うなずき――そしてふと思い出した様に言った。

「しかしこの様子では、もう姫様の方にも教会の手の者が送られているでしょうな」

「思った以上に簡単に食いついてくれたな。ま――エキノ達がついておるから滅多な事はあるまいよ。それに多少は難儀な道行きの方が、もう一つの目的にも都合が良い」

　バルテリクはにやりと笑った。

　一般の国民はまず眼にする事のない様な、底意地の悪さが滲にじみ出ている笑みであった。やはりこの国王はナナ姫の旅にかこつけて何やら企んでいるらしい。

「……姫様も御苦労なさいますなあ」

　道化師ピエロがしみじみとした口調で言うが……はっきり言って似合わない事、夥おびただしい。

「若いうちの苦労は買ってでもせよと言うではないか。これも獅子が我が子を千尋の谷に落とすがごとく――」

「陛下の場合は谷に落とした上で冷水をぶっかけているような感がありまするが」

「…………」

　バルテリクはしばらく無言。

　そして――

「ちょっと生意気になってきた娘には、父としては意地悪の一つもしたくなっちゃうものなのだ。最近は一緒に風呂にも入ってくれなくてなぁ」

「…………左様で」

　何ど処こかうんざりした口調で道化師ピエロは言った。




　　　　●　●　●




「そういえば――」

　寝台ベツドの上に寝転がりながらナナはふと思い出した様に尋ねた。

「ネリアの家は何ど処こにあるの？」

　ナナ姫一行が今夜の宿として定めたのは街の端にある小さな宿屋だった。

　もともと名所旧跡があるでもないので、この街にはただ巡回商人やら何やらが宿泊する小さな宿が二つばかりあるだけだ。どちらも王族が泊まるには粗末に過ぎる宿ではあったはずなのだが――エキノやコリンはむろん、ナナもその手の事にはあまり気にせず、たまたま先に目についた方の宿屋に部屋が空いていた事もあって、彼らは其そ処こを今夜の宿泊所と定めていた。

　こういうところは王族のくせに、ナナ姫は実に無む頓とん着ちやくである。

　これは無意味な贅沢を嫌うバルテリクやマヤカの教育方針もあるが――ナナ姫自身の性格もある。そもそも活動的な彼女は、馬に乗って野駆けに出掛け、そこで野宿をするなどという事も珍しくない。清潔で雨風が防げれば宿はそれで充分、というのが彼女の価値観であった。

　ちなみに。

「サジタリアの街です」

　隣の寝台にはネリアが腰掛けている。

　結局――この少女は宿まで付いてきてしまったのである。すでに夜とあって無理矢理追い返すわけにもいかず、エキノ達はこの少女も含めて宿屋に宿泊する事にしたのだ。

　だが……

「サジタリアってば、確か、ここからずいぶん離れた街でしょ？　そんな街の子がどうしてこんな処ところにいるの？」

「…………」

　ネリアはしばし黙考。

　それから首を傾かしげて尋ねてきた。

「変ですか？」

　相変わらず表情というものが根ね刮こそぎ欠落した顔と声である。

　愛嬌というものが全滅している。もともとそれなりに可愛らしい顔立ちなので、多少救われてはいるが――やはり感情のこもらぬ虚うつろな眼で真正面から相手を見つめる様子は、まるで恨みを込めて相手を睨にらみ据えている様にも見える。相手によってはこの少女のそんな眼差しを不気味に感じるかもしれない。

　とはいえ――

「変……だと思うけど？」

　対するナナの表情には、すでに大きな戸惑いはない。

　基本的に人見知りしない娘なのだ。平民相手であっても貴族相手であっても、この王女はあまり応対する態度に差がない。自分が他とかけ離れている分……周りと違う種族である事を普段から意識せざるを得ない分、身分や立場の差など彼女にとっては些さ細さいな事に見えるのだろう。

　明らかに国王とは血の繋つながらない異種族でありながらも、この娘が国民に親しまれ、王女として認められているのは、こうした彼女の性格によるところも大きい。

「……じゃあカモンバスの街でいいです」

「いいですって――」

「それも変ですか？」

　ネリアは至極、真面目である。

　……というか全く表情がないのでふざけている様には見えない。ただしいったい何を考えているのかもよく分からない感じではあったが。

「えっと……」

　顔をしかめて黙り込むナナ。

　いったい何がしたいのか――このネリアという少女は。

　今回、ナナ姫の旅行は別に秘密にされてはいない。

　公的行事ではないので正式な告知は出ていないのだが、出発時の城下の反応を見れば分かるとおり、むしろ大々的に喧けん伝でんされている感さえある。まあこれはバルテリクやアビアス国民の、些さ細さいなことでもダシにして盛り上がってしまうという、お祭り好きな性格故の事だとは思われるが――何にしても彼女の今回の旅行、婿探しだの何だのの事情に関して王都周辺ならば知っている者も多かろう。

　無む頓とん着ちやくだろうが、大おお雑ざつ把ぱだろうが、質実剛健だろうが、王族は王族……最高権力者の一族には違いない。ならば仲良くなっておいて損はない――そう考える者がいても当然だろう。

　そういうわけで国民の中には、ナナ姫一行に何とかして取り入ろうとする者もいるかもしれない……その程度の事はナナ達としても予想の範囲内だった。

　そしてネリアの目的もそれ――と考える事も出来る。

　だが……

「じゃあ何ど処この街から来た事にすれば変じゃないですか？」

「…………」

　取り入ろうというのなら、もうちょっと色々不自然でない様に装うものだとは思うのだが。

　それとも――

「ひょっとして私――馬鹿にされてる？」

　ナナはエキノの気持ちが少し分かったように思いながらそう呟つぶやいた。




　　　　●　●　●




　その頃――宿屋の二階廊下では。

「〈教会〉――か」

　近衛兵士のエキノが呟つぶやいた。

　彼は廊下の壁にもたれかかって立っている。彼と向かい合って立っているのはナナ姫付きの侍女兼近衛兵士のコリンである。

　すでに時刻は夜半という事もあって、窓の鎧よろい戸どは閉じられ、照明として壁に据え付けられたランプも消され、廊下は殆ほとんどが薄闇に満たされている。エキノの足元に置かれた携帯用火灯ランタンの光だけが、ぼんやりと朱あかい光を放ちながら完全な闇の充満を防いでいた。

「まだ諦めてなかったんだな――連中」

　ちなみにエキノとコリンは一応、自分達用の部屋を取ってはいるが、共に不寝番の構えである。言うまでもなく襲撃者対策だ。

「間違いないわね」

　コリンが軽く手を振ると、袖口から手甲ガントレツトが滑り出して彼女の手を覆う。

　鋼で出来た武防具の表面を指先で撫なでながら、コリンは言葉を続けた。

「一般にはまず知られていないけれどね……あれは教会の、主に〈聖義執行者セレブラント〉が使う〈聖者の涙〉よ。まあ全員が全員ってわけじゃないけどもね……」

　何ど処こか自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべるコリン。

　それに気付いているのかいないのか――エキノはいつものぞんざいな口調で尋ねる。

「要するに――あれは何なんだ？」

「硬質硝子ガラスの粒よ」

「硬質……硝子ガラス……？」

　怪け訝げんそうに眉を顰ひそめて繰り返すエキノ。

「そう――硝子ガラス」

　コリンは肩を竦すくめて言った。

「はっきり見えなかったのはそのせい。独特の製法で造られた硬質硝子ガラスの弾。透き通っていて、ただでさえ角度によっては見えにくいけど……とくに暗い場所では、肉眼で捉とらえるのはほとんど無理でしょうね」

「ふむ――面倒臭ぇ代物だな」

「その硝子ガラス粒をこうして――」

　コリンは懐から一枚の銅貨を取り出すと右手の指に挟み――そして。

「撃ち出すわけね」

　一瞬、コリンの手首から先が消える。

　次の瞬間、彼女の指先に摘つままれていた銅貨は、エキノのすぐ横にあった宿屋の柱に半ば以上食い込んで止まっていた。

　目にも留まらぬ速さで動いた彼女の手首と指先が、銅貨に凄すさまじい速度を付与して撃ち出していたのだ。むろん射程は銃器や弓矢に比べると遙はるかに短いだろうし、殺傷力は当たり所によって大きく左右されるだろうが……これは充分に凶器と言える。

　しかも――

「指弾……ね。話には聞いてたが、実際に見ると、とんでもねぇ技だな」

　呻うめく様にエキノが言う。

「実を言えば私――これが苦手でね」

「…………」

　つまりそれはもっと上手な者がいるという事だ。

　より速く。より強く。より遠く。

　その場合には貨幣や金具の一つさえもが必殺の凶器と化す。たとえ武装解除しても意味がない。小石の一つまで奪い去る事は出来ないからだ。数々の問題点はあるだろうが――暗殺に関しては非常に有効な技能だろう。

「だが……なんで硝子ガラスなんだ？　確かに見えにくいかもしねぇけど、光の具合によってはかえって目立つぞ」

「硝子ガラス粒が砕けるのは見たでしょ」

「証拠を残さないためか？」

「それもあるけれど……あれが人間に命中したらどうなると思う？」

　エキノは眉を顰ひそめた。

「どうって……どうなるんだ？」

「けっこう硬いのよね――あの硝子ガラス粒。肉体表面で砕け散る様な事はないの。むしろそれは体内に入って骨とか筋に当たってから。そうすると砕けた硝子ガラスは――」

「げっ……」

　エキノは思わず顔をしかめた。

〈聖者の涙〉が、犠牲者の体内に入り、そして砕け散った結果、犠牲者の内臓はその破片でめちゃくちゃに引き裂かれる事になる。悶もん絶ぜつ死はほぼ確実だ。たとえ手足に受けたとしても、幾つもの破片で肉を内側から引き裂かれる激痛を覚えれば、心臓は麻ま痺ひを起こすかもしれない。

〈聖者の涙〉は……人間を内側から破壊する。

「姫様にもう一度感謝しとくべきだな」

　エキノが苦笑する。

　その時――

「……？」

　ふと眉を顰ひそめてコリンは廊下の突き当たり――階段の方を振り返った。

　エキノもほぼ同時にそちらを振り返り、続く動作でランプを消す。

「……誰か来たわね」

「ここの女将おかみって事は？」

「それとは別。それにこの足音と気配は――男ね」

　抑え込んだ声で囁ささやき合うエキノとコリン。

　常人ならば三歩も離れればもはや聞き取れない――そんな声だ。

「さっそく来たか。仕事熱心な奴らだ」

　この宿屋は実質的に女将おかみが一人で切り盛りをしている。むろん、どうしても手に余る様な重労働は近所から男手を雇ったりしている様だが――少なくとも夜に客と同じ母屋にいるのは女将おかみだけのはずだった。

　ならばこの男の気配は、外部からの侵入者という事になる。

　だが……

「…………変ね」

　コリンが呟つぶやく。

「夕方の連中とは違うわね。気配を抑えてない。足運びも妙だし……」

　言いつつも二人は油断なく階段の方を眺めている。

　やがて――

「…………」

　息を殺して人影が一つ……姿を現す。

　二階の床に一歩その人影が足を踏み入れた瞬間、その足元で何かが跳ねた。

「――うわっ!?」

　驚きよう愕がくの叫びとともに人影が跳ね上がる。

　同時に――コリンが走った。

　右手を振って鋼の手甲ガントレツトを出し、その拳こぶしの半ばを覆う。彼女の手甲ガントレツトは剣けん戟げきをも受け止める防具であると同時に、拳こぶしによる打撃を行う際は素拳の威力を数倍に高める凶器でもある。

「――ひゅっ！」

　鋭い呼気を唇から迸ほどばしらせながらコリンは右手を突き出し――

「……ッ!?」

　――だがその動きは唐突に凍りつく。

　打撃時の威力を増すために、彼女の手甲ガントレツトには鋭く尖った突起が二つ付けられている。その先端は――ゆらりゆらりと逆さまに揺れる人影に、触れる寸前で止められていた。

　人影は宙吊りになっていた。

　あらかじめエキノとコリンが仕掛けておいた罠に引っ掛かったのである。間抜けな侵入者は左足を縄にからめとられた状態で、天井からぶら下がっていた。

　しかも……

「な……ななななんですか!?　なんですか!?　いったい……!?」

　そこでようやく侵入者――男は自分の首筋に突き付けられた手甲ガントレツトの突起に気付いたらしい。眼を見開きながら彼は悲鳴を上げた。

「ひ……ひいいいいっ！」

　じたばたと暴れ、逆さ吊りの状態でくるくると回りながら男は泣き叫んだ。

「許してください、ごめんなさい、すいません、勘弁してください、ほんの、ほんの出来心だったんですよぉ!?　だから殺さないで殺さないで殺さないでっ!?」

「――誰？」

　コリンが眉を顰ひそめてエキノを振り返る。

　どうも暗殺者の類ではない様だが――

「俺が知るかよ」

「貴方あなた――何者？　何をしに来たの？」

　コリンは改めて逆さ吊りになっている男を眺めながら尋ねた。

　装いからすれば何ど処こかの商人か吟遊詩人の類だろう。

　安物だが旅装束に身を包んでいるし、腰には幾つも革袋の付いた帯を巻いている。一見して武器らしいものを持っている様子はない。もっとも――〈聖者の涙〉ならば何ど処こにでも隠せるだろうが。

　歳は恐らく二十代半ば……エキノやコリンと大差ない。

　青年と言っても良いだろう。

　長い髪を後頭部で括くくっており、その鼻先には丸眼鏡を引っ掛けている。全体的に線は細く、癖なく整った顔は――まあそこそこ理知的な印象の美男子と言えた。

　もっとも今は逆さ吊りなので眼鏡は額の方に大きくずれているし、表情が恐怖に大きく引きつっているので、あまり魅力的とは言えない状態であったが。

「いや……その……」

「何をしに来たの？　此こ処この宿泊客じゃないわよね？」

　この宿の宿泊客が、現在はナナ姫一行だけだというのはすでに確認済みだ。

「…………」

　黙り込む男。

　迂う闊かつな答えが洒落にならない事態を招くと気付いたのだろう。

　もっとも……

「何が目的？　教えてくれないとちょっと乱暴な手段に出る事になるけど……」

　言ってコリンは手甲ガントレツトの突起で男の首筋を撫なでる。

「ひっ――いや……そのだから…………ア……アビアスの……姫様が……此こ処こにお忍びで宿泊しておられるって噂を聞いて……」

　男は細い眼から涙を滂ぼう沱だと――額の方に向けて逆さまに――流しながら言った。

「聞いて？」

「む……婿探しの旅って噂だから……その…………」

「……噂だから？」

「ア……アビアスの姫様は……その……庶民とか貴族とか分け隔てなく接される方だって噂も聞いてて……だから……」

「だから？」

　コリンが微笑を浮かべながら先を促す。

　だが朗らかな――場違いなくらいに優しく朗らかなその微ほほ笑えみに何を感じたのか、男は頬を引きつらせて黙り込んだ。

「…………」

「だから？」

　手甲ガントレツトの刺突用突起がつんつんと男の喉のどをつつく。

　しばらく男は顔面蒼そう白はくのまま沈黙を維持していたが――やがて観念した様子で言った。

「ここはいっちょ……」

「いっちょ？」

「よ…………」

「…………」

「……………………………………夜よ這ばいに…………」

　――どかっ。

　いきなりコリンの当て身が男の腹を打つ。

　男は悲鳴も苦鳴も上げる事なくあっさり気絶した。

「人騒がせな……」

「奇特な奴もいたもんだ」

　エキノが苦笑を浮かべて言う。

「まあ姫様が婿探しの旅に出るって話はあちこちに広まってるでしょうしね……これからこういう人も増えるのかも」

「勘弁してくれ。まさか夕方のもちょっと過激な求婚だってんじゃないだろな」

「それは流石さすがに違うでしょうけど――」

　エキノとコリンの間に安あん堵どからくる緩んだ空気が横たわった。

　だがその次の瞬間――




「～～～～～～～～～～～～――――――――ッ!!」




　何の脈絡もなく、鋭い悲鳴が迸ほどばしった。

　むろんコリンのものでもエキノのものでもない。気絶させられた男のものでもない。

　突然の悲鳴は閉じられた扉の向こうから響いていた。

「――姫様っ!?」

「まさかこいつは囮おとりかっ!?」

　コリンが愕がく然ぜんと振り返り、エキノが喚わめきながら床を蹴ける。

　悲鳴は――ナナ姫のものに他ならなかった。







第三章　謀略は誰が為に







　驚きよう愕がくは一瞬。

　逡しゆん巡じゆんは刹せつ那な。

　弾かれる様にして駆け出したエキノとコリンは、ナナ姫のいる部屋の扉に殺到する。

　目配せも台詞せりふもなく、しかしエキノはあえて一瞬だけ歩調を遅らせてコリンを先行させる。対してコリンは――ナナ姫付きの侍女であると同時に高い技能を誇る格闘士の娘は、全く速度を緩める事なく扉に向けて突っ込んだ。

　背こそ高いが、細身の彼女の、何ど処こにそんな力が秘められているのか――扉はあっさりと二つにへし折れながら金具ごと吹っ飛んだ。

　勢い余って倒れ込むコリンの頭上を飛び越えるのはエキノである。

　一瞬の停滞もない見事な連携であった。

　流石さすがに室内で槍やりを振り回すわけにもいかないからか、エキノは今予備の武器として腰に吊っていた短剣を抜き放っている。ブーツの靴底で床を擦すりながら横滑り――突入の勢いを殺した彼は、ナナ姫の方を振り返る。

　焦しよう燥そうの表情も露あらわな彼の顔を――

「姫様どうし――えっ!?」

「見るなああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　ぐしゃっ。




　――ナナ姫の絶叫とともに飛来した花か瓶びんが直撃した。

「……かっ……………」

　花と水と陶器の破片をぼたぼたぼろぼろと垂らしながら、ぐらりとエキノが揺れる。

　まさかとは思っていた相手からの容よう赦しやない攻撃。

　これにはさしものエキノさえ、避ける事も堪える事も出来なかったらしい。そのまま彼は右に左にと揺れていたが……やがて白目を剥むいてその場にひっくり返った。

「姫様……!?」

　入れ替わる様に床から身を起こしてコリンが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　彼女の眼の前には寝台の上で小さくなっているナナ姫の姿があった。

　無事ではあるらしい。白い身体には何ど処こにも傷一つついていない。

　一目見れば分かる。

　ナナ姫は――全裸だったからだ。

　長い耳が真っ赤に染まって震えている。尻しつ尾ぽも完全に逆立っていて――はっきりと彼女が逆上している事を示していた。

「姫様。いったい何を――」

「この子――変っ!!」

　涙目で彼女が指差すのは、隣の寝台にちょこんと座っている小柄な少女だった。

　ネリアである。

「変って……最初から変ですけど」

　何をいまさらといった口調で言うコリン。

「そういうんじゃなくて！」

「やっぱり変ですか？」

　喚わめくナナの様子などまるで気にした様子もなくネリアは言った。

「難しいです」

「この子――いきなり私の服を脱がし始めて……！」

「はあ……？」

　見ればナナの寝台のすぐ横――床の上には彼女がつい先ほどまで着ていたらしい衣装が乱雑に折り重ねられている。どうやらかなりの手際であったらしい。

「――ネリアちゃん？」

　コリンは眉を顰ひそめて少女を振り返った。

「いったい……何やってるの？」

「色仕掛けです」

「…………」

　即答するネリアを前に黙り込んでしまうコリン。

　彼女の沈黙を何と思ったのか――自称『平凡な村娘』は無表情に付け加えた。

「相手が警戒している時は有効な手段だと教わったのです」

「余計に警戒するわよっ!!」

　服を拾いながら喚わめくナナ。

　エキノが彼女の投げた花か瓶びんの直撃を受けたのは、彼女から攻撃がくるとは思っていなかった事もあるのだろうが――いきなり彼女の全裸を目撃した驚きで、思考が一瞬停止してしまったためもあるのだろう。
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「教わったって……誰に？」

　コリンは眼を細めながら尋ねる。

「知りませんです」

　平然と答えるネリア。

　答えを拒んでいるのではなく、どうやら本当に知らないのだろう。少女の顔にはやはり何の表情も浮かんではいない。挑む様な表情もなく眼を背ける事もない。ただ淡々と事実を告げている様な印象だった。

「…………名前を知らないって事？」

「はいです」

　これまた素直に頷うなずくネリア。

　彼女の間違いは――というか彼女に色仕掛けという概念と技術を教えた者の間違いは、色仕掛けというものは基本的に異性に有効な手段であるという根本的な認識を、まず最初に叩き込むのを忘れていたという事だろう。

　常識そのものが欠落している相手に、常識を前提とした話をすると、こういう事態が起こる。

「ところで何が変なのですか？」

「そういうのは野郎にしなさいよ！」

「野郎？」

　ナナの言葉に首を傾かしげるネリア。

「野郎――男性ですか？」

「そうよっ！」

「色仕掛けとは男性にするものですか？」

「当たり前でしょ！」

　まあ世の中には同性の方が良いという者もいるが――一般論としてはナナの台詞せりふは間違ってはいない。

　だが……

「いや……断言してもまずいのでは……」

　コリンが呻うめく様に言う。

　案の定――

「分かったです」

　ネリアは頷うなずくと、いきなり身軽な動作でベッドを下りて、気絶しているエキノの服を脱がしにかかった。

「ちょ……あんた何を……何をしてるのよっ!?」

「色仕掛けをしているです」

　ナナの悲鳴じみた問いに平然と答え、エキノのシャツの釦ボタンを外していくネリア。

　コリンは溜ため息を一つついてネリアの横にしゃがみ込むと――黙々と『色仕掛け』の作業を遂行せんと手を動かしている彼女に囁ささやいた。

「ネリアちゃん。そういうのは他の人が見ていない処ところでやるものなのよ」

「…………」

　眼を瞬まばたかせてコリンを振り返るネリア。

「そうなのですか？」

「そうなの」

「分かったです」

　頷うなずくとネリアは気絶中のエキノの襟首を掴つかんで歩き出す。

　身長や肩幅からすれば、どう考えてもエキノの方が体重が倍以上あるはずだが、まるで毛布でも引きずるかの様にネリアは無造作にエキノの身体をずるずると引きずっていく。

　どうやら隣の部屋に行って『色仕掛け』をするつもりらしい。

「…………」

「…………」

　ナナとコリンが見守る中――もはや色仕掛けがどうこうなどと言える様な空気ではないはずの状況で、全く気にした様子もなくネリアはエキノを片手に引きずりつつ部屋を出ていった。

　開け放たれたままの扉を眺めながら、コリンはふと思い出した様に言う。

「近頃の庶民教育は歪んでおりますね」

「そういう問題じゃないでしょうがっ!?」

　あたふたと衣装を着込みながらナナ姫は言った。
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　ミリオフィラム。

　この名を聞いた人々が示す反応は……おもに二通りある。

　一つは尊敬と親愛。

　一つは嫌悪と畏怖。

　むろん――この両極端な反応は、いずれも見当外れの間違いではない。ミリオフィラムという組織の持つ二つの側面に対する、正確な認識と言っていい。

　慈愛と。冷酷と。

　普段はこの組織の事を人々はミリオフィラムという正式名で呼ぶ事は少ない。強大な存在は時として普遍であるが故に、固有名詞を捨てる。人々が絶対者を神という抽象的な言葉で総括し、その名を忘れがちな様に。

　人々はこのクアプランテ大陸でも有数の勢力を持つ組織の事を、ただこう呼ぶ。

〈教会〉と。
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　数百にも及ぶ唇から、異口同音に紡ぎ出される厳かな旋律。

　聖堂の大伽が藍らんに満ちる聖歌が、ゆるゆると信徒達の頭上を巡っていく。

　眼下に集う者達の眼は一様に輝き――恍こう惚こつの色さえ窺える。揃って一つの行為に没頭するが故の連帯感と……それ以上に強い喜悦が、彼らの意識を揃えて動かしていた。

「…………」

　彼は微笑を浮かべながら敬けい虔けんな信徒達の群れを見つめる。

　猜さい疑ぎもなく。逡しゆん巡じゆんもなく。怠慢もなく。

　ただひたすらに、与えられた理想実現のために尽くす人々。

　愛しい彼の――子羊達。

　聖歌の合唱が終わるのを待って、彼は信徒達に手を振り、崇敬の視線が集中する中を悠然と祭壇から下りて聖堂から退出した。

　いつものとおりの儀式である。

　三日に一度は、教主として信徒達の面前に出る様になっているのだ。他にも様々な雑務を抱えている身としては、ひどく面倒な話だが――ただそれだけで信徒達の信仰心を維持出来るのならば、安い対価と言える。

　彼は微笑を維持したままゆっくりと通路を歩いていく。

　そして――

「――総大司教猊げい下か」

　廊下の隅に控えていた司教服の男が、ゆらりと立ち上がって彼の半歩後ろに追随する。

　彼は歩きながら小さく頷うなずいて先を促した。

「〈ソリッド・ダガー〉が目標に接触した模様です」

「……経緯に興味はない」

　彼は言った。

「首尾はいかに？」

「……まだ。ただ気になる動きが」

　司教服の男はわずかに眼を伏せながら言った。

　彼の持つ強大な超越的個性カリスマに対する憧憬と同時に――そこには恐怖と不安が色づいていた。

　この司教服の男は古くからの部下だ。彼がどうやって現在の地位にのし上がったのかを知っている。その過程で彼が何を手に入れ何を棄すててきたのかを知っている。組織の最高権力者であるという事を除いても――ありとあらゆる意味で己が彼に及ばない事を知っている。思い知らされている。

　自分が象の前の蟻あり一匹だという事を知っているのだ。

「申せ」

「〈ソリッド・ダガー〉とは別に〈聖義執行者〉が数名――派遣されております。命令書は枢機卿団の名前で出ておりまして、個人の特定は不可能ですが……恐らくは」

「ラゲナンドか……あるいはカーナミン、ブリクスあたりが怪しかろうな」

「御意」

　恐れ入った様子で司教服の男は一礼した。

「千載一遇の好機――確かに連中にとってもそのとおりだろう。で――ギニアンス。こちらが枢機卿団に気取られぬ様に動かせる手駒は何名か？」

「すぐに――でございますか？」

「そうでなくては意味がなかろう」

「それが……殆ほとんどの実効戦力は枢機卿団の麾き下かにあります故……」

　巨大組織において上り詰めるというものも、これで色々と難儀を伴う。

　組織が大きければ大きいほどに、それは個人の制御から逸脱せざるを得ない。徹底的な独裁制を敷けば、それはむしろ組織の硬直を呼び――ひいては各種権能の低下と様々な破綻を呼ぶのは歴史が繰り返し示すところである。

　故に巨大組織は、その構造や権能を幾つもに分割して統制する事になる。

　だがそれは総統治者の下に幾人もの補助的統治者を置く事を意味し――つまりは総統治者が直接何かを動かすという権能は、むしろ削られていく事になる。何をするにもまず補助的統治者に頼らざるをえない。

　だが……今回の様にその補助的統治者、すなわちミリオフィラム教会においては各機関を制御する枢機卿達を通さずに、何かを行うとなると――それも非公式に――非常に方法が限られてしまうのだ。

　最高権力者の座というものも……これで意外とままならぬものである。

「聖堂騎士団や〈聖義執行者〉でなくとも良い。いや――」

　彼は立ち止まってギニアンスと呼んだ司教服の男を振り返った。

「そろそろ頃合いではあるか？」

「――は？」

「奇跡を示してみせる事の――だ」

　笑みを深めながら彼は言った。

　反対に――ギニアンスの表情が凍りつく。

　察しの良い男でなければこの二十年以上、彼の腹心を務めたりは出来まい。もっともそれだけの――察しが良いだけで野心や驕きよう慢まんとは無縁の人間だったからこそ、今まで生きてこられたという考え方も出来るが。

「まさか――猊げい下か」

「単に飼い殺しにしておくのは、無駄というものだろう」

「しかし……あれは……あれらは……」

　ギニアンスの姿が揺れる。

　無意識のうちに半歩下がって、廊下の壁に背中をぶつけたのだ。

「一歩間違えば……」

「あれを使う事に反対ならば――ギニアンス。他の方法をお前が考えれば良い。どうとでも手駒を工面せい。それだけで済む事だ」

「ぎょ……御意」

　ギニアンスは深々と一礼する。

　彼の怯える表情に深い満足を覚えながら、彼は――ミリオフィラム教会総大司教オキプス・アルテルナンテラは再び廊下を歩き始めた。
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　目覚めは奇妙な息苦しさを伴っていた。

　何か――胸が押さえつけられるかの様な。

「…………？」

　実際に何かが胸の上に乗っている。

　重い瞼まぶたを僅わずかに開くとすでに辺りが明るいのが分かる。空気の暖かさや湿り具合と併せて考えれば、恐らく朝なのだろう。昨日の晩はいつ頃まで起きていたのかいまひとつ記憶がはっきりしないが――

「………う……？」

　半ば寝ぼけながらも、エキノはふと視線を動かして己の胸の上に乗っかっているものを眺める。

　柔らかくて亜麻色のものが先ず眼に入った。

　丸い。おおよそ人間の頭くらいの大きさで毛の生えた――

「…………」

　亜麻色。髪の毛。

「んなああああああああああっ!?」

　連想が繋つながった瞬間――一気に眠気が吹っ飛んだ。

　慌てて寝台の上で飛び起きるエキノ。その拍子に彼の上に乗って眠っていた少女はころんと寝台の下に落っこちた。

　いや――

「――あっ」

　反射的に伸ばしたエキノの指先――その向こうで亜麻色の髪を三つ編みにしたまま寝ていたネリアは、ひょいと身を捻ひねった。

　とん――と猫の様に四つ足の状態で床に降り立つ。

　人間離れした身のこなしであった。

　寝台はもともとエキノの膝ひざの上辺りまでの高さしかない。エキノの身体の分を足してもそう高い位置から落ちたはずではないのだが――その僅わずかな距離を落下している間に、ネリアは体勢を立て直して着地してみせたのである。

　それも――

「…………うに」

　四つん這いのまま無表情に周囲を見回すと――ネリアはそのまま床に平たくなって、再び寝息を立て始めた。どうやら寝ね惚ぼけているらしい。

　つまりこの少女は半分寝たままで、先ほどの身のこなしをしてみせたという事だ。

「……どういう育ち方をしたんだ……こいつは？」

　呆あきれた様に言って――それからエキノは改めて自分の格好に気付いた。

　上半身は裸。

　下半身は――まあ辛うじて下着のみを身に付けている。

「…………？」

　一応エキノは寝間着を着て眠る主義である。

　ではどうしてこんな裸同然の格好で眠っていたのか。

　ちなみに。

　下着というものは実のところ……まだそんなに一般化しているものではない。

　ここ十年余りで服飾技術の隆盛や各種輸送機関の発達、そしてそれに伴う衣類の値段の全般的な低下によって、風俗習俗にも大きな価値観の変化が起こりつつある。

　衣装にも多様性が生まれ、公的な場においても伝統的な衣装と、斬新な衣類が混在して見られる場合が珍しくない。

　下着などもそうした変化の一つだ。

　昨今の流行で王都やその周辺ではすでに珍しくなくなっているが、辺境地に住む庶民の服飾文化においては、まだこれを身に付けない方が主流である。庶民の感覚ではまだ下着は贅沢品の認識なのだろう。

　それはさておき。

「…………」

　ふと視線を降ろして改めて見ると。

　床の上に眠っているネリアは――全裸だった。

「げっ……!?」

　下着の類も全く身に付けていない。

　まあそこは前述のとおりの理由から別に驚くに値しないにしても――何な故ぜそもそもこの少女は裸でエキノの上に乗っていたのか。

「やべぇ……！」

　いくらなんでも眠っている間に、何らかの行為に及んだわけではないだろうが……とりあえず身の潔白を示すための証拠はない。いや。証拠のあるなしなど問題ではない。全くもってそんな事は問題ではないのだ。

　事情がどうあろうと関係ない。

　裸同然で、これまた裸の少女と寝台を共にしていたという事実。

　こんな場面をナナあたりに見つかればいったいどうなる事か――

「と……とにかく」

　見つかる前に服だけでも着ないと。

　あたふたと自分の衣装の場所を探るエキノの手に――

「――はい」

　と黒い野戦服が手渡される。

「ああ。すまねぇ――」

　無意識にそれを受け取り、反射的に礼を言って――

「…………」

　そこでエキノは凍りついた。

　顔から血の気が引く。自分の間抜けさ加減を想うと気が狂いそうだった。

　ゆっくりと――たっぷり時間をかけてゆっくりと振り返る。

　するとそこには、寝台の縁に両肘ひじをつき、組み合わせた両手の上にちょこんと顎あごを乗せて彼を見つめるナナ姫の笑顔があった。

「ひっ……姫様っ……！」

「おはよう。エキノ」

　ナナはにっこりと微笑んだ。

　とてもとても……底抜けに明るくて楽しげな笑顔だった。

　悪魔が、哀れな犠牲者を地獄の淵に突き落とす時に見せるのは、きっとこんな顔だろう――絶望的な気持ちでそんなことを考えながらエキノは寝台の上を後ずさった。

「昨日はよく眠れた？」

「いや……その……これはな……」

「さぞかし素敵な夜だったんでしょうね？」

「いや……だからな……」

「私の護衛とか放り出して。ふうん。へえ。そう」

「ちがっ……いや……だから……」

「それにしても」

　ナナは床の上で眠るネリアにちらりと視線を向けた。

「エキノってこういう趣味だったんだぁ」

　エキノの窮状など全く知らず、自称十四歳の――見ようによってはさらに幾つか幼くも見える少女は、すやすやと惰眠を貪むさぼっている最中である。

　まあ確かに二十代半ばのエキノの相手としては、少々幼過ぎるというか……不釣り合いに過ぎる。

「誤解だっ！」

　叫びながらも――エキノは弁明の無駄を悟っていた。

　いかに言葉を並べようとナナが聞き入れるはずもない。

　その方が面白いに決まっているからだ。

「違う！　俺は――」

「へえ。ふうん。エキノがねぇ――道理で宮中じゃ浮いた噂の一つも聞かないわけよね？」

　案の定――ナナは猫が鼠ねずみをいたぶる様にねちっこい口調でそんな事を言ってくる。

「違うつってんだろうが！」

「あ――そうだ」

　ナナはぽんと白々しく手を打ち合わせる。

「朝食もう出来てるってさ。冷めないうちに食堂に下りてきてって」

「聞け！　そもそも――」

「朝御飯～朝御飯～」

　楽しげに鼻歌など歌いながら立ち上がるナナ。

「待て！　こらっ！」

　部屋を出て行こうとする彼女の背中を睨にらみ据えながら、エキノはあたふたと上着に袖を通して寝台から下りる。

　戸口でナナはそんな彼を振り返り――

「――エキノ」

　一転して真剣な表情を浮かべ、近衛兵士の名を呼ぶ。

　エキノは気け圧おされたかの様に動きを止めた。

「な……なんだよ？」

　呻うめく様に唇の間から台詞せりふを絞り出すエキノ。

　そして――

「男ならちゃんと責任とりなさいよ？」

　それだけ言い残してそそくさと立ち去るナナ姫。

　一瞬――馬鹿みたいにあんぐりと口を開いたまま凍りつくエキノの眼の前で、ふと思い出したかの様にぱたん、と扉が閉じられた。

　でもって。

「だから違うつってんだろうが！　聞けよ！　こらっ!!」

　エキノの怒鳴り声が朝の宿に響いた。




　　　　●　●　●




「お口に合いますかどうか――」

　初老の女将おかみはそう言いながらナナ達のついた卓に朝食の皿を並べていく。

　宿屋の経営はけっして楽な仕事ではない。

　そもそも見知らぬ他人――それも余よ所そ者ものを家に泊める以上は、揉もめ事の類が起こりやすいし、様々な気苦労も生まれる。少なくとも気弱な性格や消極的な性格では務まるまい。

　その意味では宿屋の女主人と言われれば、それなりに豪快というか精力的な人物を連想しがちなのだが……此こ処この女将おかみは例外であるらしい。

「やんごとなきお方をお迎えするのは初めてなもので……」

　そう言う女将おかみの口調には照れと――そして緊張がある。

　まあ王族を泊めるともなれば、緊張するのが当然と言えば当然なのだろうが。

　基本的にバルテリクに代表されるアビアスの王室関係者は、ざっくばらんな性格の者が多いが、それがよく知られているのはやはり王都周辺に限られる。いくらおおらかな国民性とはいえ相手は曲がりなりにも王族だ。地方や辺境の民となればやはり畏おそれ多いと身を竦すくめる者も多いだろう。

　だが……

「いやいやいやいや――」

　眼を輝かせて食卓を眺めながら首を振るナナ。

　彼女の前には湯気を立てるスープの皿があった。よく裏うら漉ごししてあるのか、あるいは沸騰させず丁寧に熱して出だ汁しをとったのか、スープそれ自体は琥こ珀はく色ながらも、濁りがなくさらりとしたものである。だが小さく刻まれた野菜の具が沢山入っていて、食べ応えはそれなりにありそうだった。

「なんか美味しそうよ？」

　現在――食堂にはナナ姫一行とそのオマケ以外に客の姿はない。

　他に宿泊客はいなかったのだが、暗殺者を用心してエキノ達が宿そのものを借り切ったのである。もっとももとが小さい宿であるために、客室は全部合わせても五つだけなのだが。

「そうそう。大丈夫だろ」

　上着の釦ボタンを留めながら食堂に入ってきたエキノが保証した。彼のすぐ後ろには、これまた服の釦ボタンを留めながら無表情にネリアが続いている。

「口に入れば大抵のものは美味い美味いって喰くうからさ――このやんごとなきお方は」

「何よ。変態」

「…………」

　顔を引きつらせて黙り込むエキノ。

　彼の横を素通りして、ネリアはナナの斜向かいの席に座る。ちなみにナナの隣――ネリアの正面にはコリンが座っていた。

「まぁ――」

　コリンが眼を丸くして言った。

「エキノってやっぱり変態だったの？」

「誰が――っていうかやっぱりって何だよ」

　ネリアの隣――ナナ姫の正面に座りながらエキノは言った。

「だいたいなぁ、前も後ろも大平原みてぇなガキをどうするってんだよ」

「それをどうこうするから変態なんじゃない」

　とナナ姫。

「あのな…………そもそも」

　さらに言い募ろうとするエキノ。

　彼の服の袖を――ちょいちょいと傍らから引っ張るものがあった。

「な――なんだよ？」

『前も後ろも大平原』呼ばわりされたところの少女――ネリアはやはり変わらぬ無表情にエキノの顔を見つめていた。

　何ど処こか虚うつろな瞳が、エキノの顔に温度のない視線を放ち続けている。別に悪意も怒気もないとは分かっていても……むしろまっすぐで何の濁りもないだけに、じっと見つめられると微妙に怖い。

「あ……いや……今のは言葉のアヤというか。まあそんな感じの……」

　無言の圧力――というか何というか――に焦る様な感じでエキノは言った。

「十六にもなって、出るべきところがいまいち出てないとか、引っ込むところがいまいち引っ込んでねえのもいるから……まあ気にするな。うん」

「――誰の事よ？」

　ナナはにっこり笑いながら尋ねてくる。

　ただしその額には怒りを示す血管が浮き上がっていたりするが。

「自覚があるんじゃねえかよ」

「『前も後ろも大平原みたいな』という形容は初めて耳にするのですが――」

　エキノの服の袖を掴つかんだままネリアが尋ねてくる。

「どういう意味なのでしょうか？」

「お前や姫様みたいな発育不良娘の事を言うんだよ」

「指差すなっ！」

　エキノの指先を払い除けるナナ。

　まあネリアの場合はまだ成長期途上という印象なので、発育不良と評してしまうのは問題があるだろう。ついでに言えばナナ姫もことさらに胸や腰が小さいわけではない。まあナナ姫自身の表現を借りれば『ちょおっ……と標準より控えめかな？』という程度の事ではある。

　ただ……細さはナナ姫と変わらないのに、標準よりも明らかに豊かな胸や腰の持ち主が身近にいるために、どうしても比較されてしまうのである。

「……ところで……あの……」

　パンを盛った藤の籠かごを食卓の上に置きながら女将おかみが躊躇ためらいがちに声を掛けてくる。

「あの人……いつまでああしておくんでしょう？」

「ああ――あれですか」

　コリンは二人目のオマケ――と言って良いのかどうか――すなわち縄でぐるぐる巻きにされ、天井から蓑みの虫むしの様に吊り下げられた状態の小柄な青年を見み遣やった。

　青年の名はソリウという。

　言うまでもないが、昨晩ナナに夜よ這ばいを仕掛けようとして、コリン達に捕まってしまった人物である。

　取り調べに対し、彼は自らの職種として吟遊詩人を名乗ったが――どう見ても単なる遊び人にしか見えない。一応旅装束を帯びてはいるし、後からコリンが見つけてきた彼の荷物の中には小さな竪たて琴ごとも入ってはいたが……全体的に白々しいというか、ひどく軽薄な感じがするのである。

　とくにその顔。

　わざとらしい――何ど処こか芝居がかった様な薄っぺらな笑みが、顔の一部として染みついているのだ。もっともそれが見る者に不快感を与えないのは、それなりに整った顔立ちであるからか。

「あのぅ――……そろそろお腹もすいたし……降ろしていただきたいんですけど……」

　ソリウがやや遠慮がちにそんな事を言ってくる。

　だが――

「どうしましょう――姫様？」

　コリンは吊り下げられた青年には一いち瞥べつも与えずに言った。

「あまり前例のない事ですので私では判断しかねますが……ちなみに王族に不ふ埒らちな真似をした場合には一族郎党皆殺しという国もありますが」

「おいおいおいおい」

　顔をしかめてエキノが言う。

「でも未遂だしねえ」

　とナナ。

「それに私の魅力に惹かれて来たって言われたら、悪い気はしないわよね」

「自己洞察能力がないと人はこうも大胆に生きられるもんなんだな」

　呟つぶやくエキノ。

「――何か言った？」

「いーや。別に」

　エキノは首を振って肩を竦すくめる。

　此こ処こで問題になっているのはソリウの処遇である。下手に首を突っ込んで変態だの何だのの話題を蒸し返されてはたまらない。

「まあそうなると、あまり厳しいお咎とがめも出来ないし」

「あ――じゃあ」

　ソリウが表情を輝かせて言った。

「無罪放免ですか？」

　だが――

「女将おかみさん女将おかみさん」

　ナナは気さくな感じで給仕中の女将おかみに声を掛ける。

「あ――はい。何でございましょう、ナナ姫様」

「まだ他にも荒縄とかある？」

「あ……荒縄でございますか？　それはありますけど――」

「…………」

　怪け訝げんそうに言う女将おかみと――露骨に嫌な顔をするエキノ。

　どうやらエキノはナナの考えている事が分かったらしい。

「あ……あの……いったい何を……」

「うーふーふー……」

　女将おかみが持ってきた荒縄を手にソリウに近付いていくナナ。

「いや……ちょっと……やめ……あああ？」

　まだ何をされるかも分からないうちから身をよじって嫌がるソリウ。

　まあ当然と言えば当然だが――

「大丈夫よ」

　ナナはにっこり笑って言った。

「痛くはしないから」

「ほ……本当っすか？」

「うん。約束する。絶対痛くはしないから」

「じゃあ……」

　希望に表情を輝かせる自称・吟遊詩人から視線を外しナナは背後の少女を振り返った。

「ネリア」

「はい」

　ナナに呼ばれた少女がとことことやはりソリウの側そばに近付く。

「ちょっと手伝って」

「何を手伝うのですか？」

「この荒縄でね。彼の顔を巻くの」

「…………？」

　怪け訝げんそうな表情を浮かべるソリウ。

　それにいったい何の意味があるのか――

「うふふふふ。痒かゆいわよ」

　ナナは笑いながら椅子を引っ張ってきてその上に登る。ソリウが天井から吊り下げられているからである。ネリアに椅子を押さえているように頼むと、ナナは嬉々としてソリウの顔に荒縄を巻き始めた。
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「いや……あの……その……約束――」

「約束どおり痛くなんかしないわよ？」

　朗らかにナナは言った。

「せいぜいちくちくしたり、痒かゆくなったりする程度よ？」

「…………」

「でも――掻かけないのよね？」

　両手を縛られていては当然である。

「…………」

「痒かゆくても痒かゆくてもかけないの」

「…………」

「ちくちくする荒縄に顔を巻かれても、じっと堪えるしかないの」

「…………」

「ね？　痛くはないでしょ？」

「やーめーてーっ！　やめ――もががががが!?」

　荒縄で顔を何重にもぐるぐる巻きにされる青年を眺めつつ――エキノは溜ため息をついた。

「悪魔の発想だな……ところで」

　彼はコリンを振り返る。

「どうするよ？　これから」

「いったんは城に戻るのが賢明なんでしょうけど――」

　もごもごと荒縄越しにくぐもった悲鳴――だか何だかよく分からない声――を上げるソリウを横目で眺めながらコリンは言った。

「…………本当に痒かゆそうね」

「…………」

　表情を引きつらせてエキノが黙り込んだところを見ると、彼も同じ事をやられた経験があるのかもしれない。

「距離的には微妙なところね。信用が置けるのならばいったん何ど処こかの貴族の城にでも入って、態勢やら武器やらを整えて――場合によっては人を借りるのも手だけれど。どっちが早いかしらね……」

「そこの常識欠落娘はどうする？」

　とエキノが顎あごでしゃくって見せるのは、ネリアの事である。

「あら。恋人じゃなかったの？」

「犯すぞ、てめぇ」

「やってみる？」

　赤い唇を――もっと赤い舌の先で軽く舐なめながらコリンは言った。普段は清楚な物腰だけに……こういう真似をするとその落差から発せられる淫いん靡びさは、そこらの娼婦などとは比べ物にならない。

「…………」

　黙り込むエキノ。

「冗談はともかく」

　一瞬でいつもの表情に切り替え――まるで今の台詞せりふと表情が幻であったかの様だ――コリンは言った。

「ネリアちゃんも狙われていたわよね？」

「そうなんだよな」

　エキノが腕を組んで唸うなる。

「正直――どうにもあの子、身のこなしが普通じゃねえしな。ある種の訓練を受けてるのは間違いねえんだ。それこそ〈教会〉の刺客かとも思ったんだが……」

「それならば〈聖義執行者〉が一緒に狙ってくるはずがないのよね」

「そういうこった」

　昨日の夕刻――〈聖者の涙〉を放ってきた敵は、明らかにネリアもろともエキノ達を攻撃してきた。

　殺気には流れというものがある。熟練の技能を備えた者ならば、殺気の流れを見て誰が誰を狙っているのかもある程度の判別がつけられる。そもそも眼で追う事が極めて困難な〈聖者の涙〉を、エキノやコリンが空中で撃墜出来るのは、この殺気の流れである程度の方向と場所に見当をつけられるからだ。

「単に目撃者を消すつもりだった――とかか？」

　しかしその場合、ではネリアはいったい何者なのかという疑問は残る。

　とくに武器らしい武器を持っていないのは確認済みだ。

　ちなみにネリアがエキノに『色仕掛け』をするのをコリンが止めなかったのは、このためである。ネリアの脱いだ衣装は夜の間にコリンが調べたが、武器や凶器はもちろん、身元が分かる様な品も何一つ見当たらなかった。

　ちなみにネリアはネリアでいまひとつ色仕掛けの意味が分かっていなかった様で、エキノの服を脱がして自分も裸になって、その後はとくに何をするでもなく寝てしまったのだが。

　とはいえ……訓練を受けた者なら武装などせずとも人間を殺す事は出来る。

「分からないけど……」

　コリンはちらりとネリアに視線を飛ばしてから――言った。

「何にせよ……上の者から中止命令でもない限り、〈教会〉の暗殺者は一度狙った相手を諦める事はないわよ。それこそ一生かかってでも殺しに来るわ」

「一生――ね」

「むろん……例外はいるわけだけどね」

　コリンはそう言って自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべる。

「――すまん」

　エキノは視線を手元に落としながら言った。

「嫌な事を想い出させたな」

「どういたしまして」

　肩を竦すくめて微笑するコリン。

「とにかく、とりあえずは何ど処こか安全な場所に行って保護を求める事――これが最善でしょうね。いくらなんでも〈教会〉が〈聖義執行者〉を二十人も三十人も投入してくるとは思えないし……兵隊で固められた城や要塞の中に入ってくるのは、流石さすがに難しいでしょう。今此こ処こで必要なのは質より量よ。ネリアちゃんに関しては私が面倒を見るわ。もし彼女が刺客であったとしても――その気になって動けばすぐに分かるし」

「対〈教会〉戦に関しては俺が口を挟む余地はない。お前の意見に従うよ」

「そうと決まれば、戻るのは早い方が……」

　そこまで言って――

「…………」

　ふとコリンは口をつぐんだ。

「どうした？」

　エキノが不審そうな表情で尋ねる。

　眉を顰めるコリン。何かを探るかの様に視線を右へ左へと動かしてから――さらに何かの感覚を研ぎ澄まそうというのか、彼女は眼を閉じた。

　そして……

「――エキノ！」

　突如、眼を見開いて叫ぶコリン。

　彼女が次に続くべき台詞せりふを言い終える前に――

「伏せ――」

　宿屋は爆発した。







第四章　暗殺者が一杯







　爆発は小規模なものであった。

　もし倍の規模と破壊力であったならば――さすがのエキノ達も手の打ち様がなかっただろう。彼とコリンが咄とつ嗟さにナナ達の襟首を引っ掴つかんで駆け込んだ厨ちゆう房ぼうごと、宿屋は全壊していただろうからだ。

　厨ちゆう房ぼうは火を扱う事もあって、どこの家屋でも木材よりも土壁やタイル、煉れん瓦が等を多用している。そして元より頑丈な上に火に強く――さらには一定以上の力を受けると砕け散るそれらは、爆発の衝撃を吸収しやすい。

「…………」

　ぼこりと堆積した瓦が礫れきの一部が崩れる。

　砕けた煉れん瓦がやら割れたタイルやら――諸もろ々もろのものを押し退けて、冬眠を終えた亀のごとくそこから頭を出したのは近衛兵士のエキノである。

　その彼の身体の下からは、ナナとネリアも顔を出す。

「……なんてこった」

　呟つぶやくエキノのすぐ後ろでは、宿屋の女将おかみが呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいた。

　こちらはコリンが同じく襟首を掴つかんで厨ちゅう房ぼうに引きずり込み、助けたのだが――

「……私の……宿屋が……」

　そう呟つぶやく女将おかみの姿があるばかりで、コリンの姿はすでに何ど処こにも見当たらない。

「いったい何？　何なの……？」

「…………」

　ナナは呆ぼう然ぜんと辺りを見回し――ネリアはやっぱりこの期に及んでも、慌てるでも怖れるでもなくただ無表情なまま佇たたずんでいる。

「爆破されたんだな」

「爆破――？」

　エキノの言葉に眼を丸くするナナ。

「何ど処こかに火薬でも仕掛けられたんだろう。建物の外なら流石さすがに俺やコリンでも気付くのは難しいし――まあそれでもコリンは導火線か何かの焼ける臭いで気付いたみたいだが」

「…………って。そういえばコリンは？」

「爆弾仕掛けた奴を追っていったんだろ」

　エキノは身体に付いた埃ほこりを叩き落としながら言った。

　彼はそのまま周囲を見回し――

「じゃあ……ソリウは？」

「…………あの夜よ這ばい野郎は」

　瓦が礫れきの中でも比較的盛り上がりの大きい部分に手を掛けるエキノ。

　幾つか大きな瓦が礫れきを取り除いてから――彼は顔をしかめて言った。

「………今……捜してる」

「…………捜してるって……」

　ナナの表情が強こわ張ばった。

「俺達が咄とつ嗟さに厨ちゆう房ぼうに引っ張り込めたのは姫様とネリアと此こ処この女将おかみだけだ」

　だが流石さすがにソリウまでは手が回らなかった。

　そもそもナナ達を助ける事が出来たのも近くに――手を伸ばせば届く場所に彼女らがいたからだ。エキノとしてもそれで精一杯である。縄で縛られて天井から吊されていたソリウを助け出す余裕は流石さすがになかった。

「わ……私の……せい……？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしながらナナが呟つぶやく。

　確かにナナが面白半分にお仕置きなどしなければ、ソリウは助かっていたかもしれないのだ。その程度の事は彼女にも分かる。

　だが――

「いや……」

　青ざめるナナに背中を向けて瓦が礫れきの撤去を続けながら、エキノは言った。

「爆発力そのものは意外に小さかったからな」

　こういう場合に悪意の有無や不可抗力云うん々ぬんを論じても仕方がない。下手な慰めはむしろ逆効果である。こういう時はあまり相手に考える暇を与えない方が良いのだ。

「瓦が礫れきの下でまだ生きてるかもしれん。手伝ってくれると助かるんだが」

「う――うん！」

「はいです」

「いいですよ」

　わずかな希望を見出して勢い込むナナ。相変わらず無表情だが素直なネリア。

　そして――

「で――何を手伝えばいいですかねえ？」

　三番目のひどく気楽な調子の声がエキノを凍りつかせた。

　言うまでもなく女将おかみの台詞せりふではない。

「き――」

　愕がく然ぜんと振り返るエキノ。

　一瞬遅れてナナと女主人が振り返り、そして皆の動きを真似る様にしてネリアが最後に背後を振り向いた。

「てめぇ……どうやって!?」

　呻うめく様に言うエキノ。

　彼の前には――

「いやぁ」

　一同の視線を浴びながら、何の緊張感もない軽い笑顔を浮かべる吟遊詩人がいた。

「やっぱ、日頃の行いが物を言うんですかねぇ」

「全然説明になってねぇ！」

　エキノは喚わめいた。

　彼やコリンでも咄とつ嗟さに動く程度の余裕しかなかったのだ。もしコリンが火薬の臭いに気付くのが遅れていたら、最悪、全員が死んでいたかもしれない。

　それなのに――縄でぐるぐる巻きにされて天井からぶら下げられていた吟遊詩人が、こうして、傷一つ負った様子もなくエキノ達の前にいる。

「いやぁ……」

　ソリウはぽりぽりと頬を人差し指で掻かいてから――不意に内緒話でもするかの様に、顔を寄せてきて言った。

「ここだけの話ですが――縛ったり縛られたりはわりと得意なので～」

「…………」

　やっぱり説明にも何にもなっていないのだが……

「それにしても、いやぁ――さすがは王女様。責め方が違う。私の眼に狂いはなかったですね」

「…………」

　ぐ――と拳こぶしを握りしめて力説するソリウを、まるで異世界の化け物でも見るかの様な眼で見つめるエキノ。

「これでもう踏んでもらえたら感激――」

「分かった、もういい、喋しやべるな」

「はぁ……そうですか？」

　なぜか、とても残念そうにソリウは説明を中断した。

「とりあえずこの場所から移動するぞ――ややこしい事になる前にな」

　エキノは言って歩き出した。




　　　　●　●　●




　単に『暗殺者』と言われれば、人はどんな人物像を脳裏に思い描くだろうか。

　氷の様に冷たい瞳をした無愛想な男か。

　卓越した美貌で男を惑わす妖艶な女か。

　人を殺す事をその生業とする者――それも強盗や喧嘩の末に結果として人を殺すのではなく、最初から対象の殺害、それのみを目的として請け負い、計画し、そして行動する者――と言われれば自然と非日常的な印象が付きまとう。

　殺害という、本来は激情を伴う行為に至りながらも、それを単なる『仕事』と割り切って冷徹に遂行する非人間性……それが外見にも相応ふさわしい形で顕あらわれるものなのだと勝手に想像してしまう。

　だが……

「……死んではいないだろうな？」

　爆発からやや離れた処ところに建つ、民家の屋根の上で、一人の男が言った。

　中肉中背の中年男である。

　他に特筆すべき部分はない。何ら印象に残らない。雑踏の中ですれ違ってもことさらに意識もしないだろう。特徴のない事が逆に特徴であるかの様な……個性というか、固定的な印象の、ひどく薄い男であった。

　目立たない事、夥おびただしい。普通の生活を送っている分には損な容姿だと言えるだろう。

　存在感が薄い。初対面の相手に覚えてもらえない。ことさらに自らの存在を主張しておかなければ、いつも簡単に忘れ去られてしまう。道で知り合いとすれ違っても気付いてもらいにくい。何ど処こにでもいそうなのでいてもいなくても誰も気にしない。空気の様にひたすら透明な存在。

　だが、特殊な立場にいる場合には、それは極めて有利な資質とも言えた。

　たとえば――暗殺者の様に。

「当然だよ」

　応じるのは――小柄な老婆である。

　こちらも平凡と言えば何ど処こまでも平凡な姿だった。腰も背中も健康的に伸びてはいるものの、まさかこんな何ど処この街や村でも自然に見掛ける様な、皺しわ深い年寄りが殺し屋だとはふつう、思うまい。

　もっとも――人間を殺すのに、必ずしも異常な膂りよ力りよくや反射神経は必要ない。

　首筋に針を一本差し込む程度なら幼児にでも可能だ。そして要はいかにして相手の背後に回り、その針を突き刺す瞬間まで気取られないかが重要なのだ。老婆であろうとも幼児であろうとも相手を欺く事は出来る。欺いて暗殺の瞬間まで相手に懸念を抱かせなければそれで事足りる。

　その意味で……彼らは暗殺者としての資質を充分に備えていると言えた。

　何よりもまず警戒されない事。日常の中に埋没してしまえる事。それは他者の警戒心の隙に滑り込んで、刃を一刺しするのを仕事とする者にとっては、重要な能力だ。

　むろん、その平凡な男や老婆が屋根の上に登っている姿は明らかに異様だが……街路からは角度的に彼らの姿は見えないし――何より今はほとんどの人間が爆発音のした方向に注意を払っている。

「他の奴らは知らないけどね。出来損ないとはいえ〈サイレント・グレイブ〉と〈ソリッド・ダガー〉は気付いただろうさ」

　老婆は薄い笑みを浮かべながら言う。

　だが――

「――懐かしい名前ね」

　背中越しに掛けられた声に――二人は表情を強こわ張ばらせた。

　それでも、共に爆煙を眺めるその姿勢を不用意に崩さなかったのは見事と言える。下手に振り返れば、かえって隙が出来るからだ。

「来たな……」

　男が呻うめく様に言った。

「裏切り者」

「何とでもおっしゃいな」

　暗殺者達と同じく屋根の上に立ちながらコリンは言った。

　ナナ姫付きの美しい侍女は、両足を肩幅に開き、両腕を脇に垂らした、いわゆる自然体の姿勢をとっている。一見しただけならば、隙だらけの姿勢にも見えた。

　だが――背中を向けたままの暗殺者二人の表情には、尋常ならぬ緊張があった。

　背後をとるのが仕事の暗殺者が、逆にとられていてはお話にもならない。まして声をかけられるまで気付かなかったとあっては――

「自分でものを考える自由を放棄する様な馬鹿に何と言われようと、全然気にならないものね？」

　口調はいつもと変わらない。

　穏やかで優しいとさえいえるものだ。しかしそれだけに――淡々と語られる罵ば倒とうの言葉は凄せい絶ぜつな響きを帯びていた。

「私を裏切り者と呼ぶのは、大司教猊げい下かがそう言ったから？」

　コリンの声音はむしろ楽しげですらあった。

　まるで――爪の先で右に左にと獲物を嬲なぶる猫の様に。

「それとも経典に書いてあったから？」

「貴様……我らを愚ぐ弄ろうするか」

「そうよ」

　怒りに震える男の背中に、コリンは露骨な嘲ちよう笑しようの声を送った。

「元は我らと同じ――いや我らの後継として期待された存在でありながら……」

「私が望んだ事ではないわ」

　言ってコリンは腕を振る。

　軽い金属音とともに滑り出た手甲ガントレツトが、彼女の手の半ば――指の根本までを覆った。

「言っておくけど、私は陛下やエキノみたいに甘くはないわよ」

　言いながら『裏切り者』と呼ばれた娘は前に出る。
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「お祈りの時間くらいはあげるけれど、命乞いはするだけ無駄」

「黙れ、この背信者めが！」

　言った瞬間に老婆は右横へと跳んだ。同時に男も左へ跳んでいる。

　二人の暗殺者は共に隣家の屋根へと軽やかに着地した。平凡さを装うその容姿が最大の武器とはいえ、彼らも職業的暗殺者――体術の類はそれなりに心得ているという事であろう。

　老婆は振り返りつつ懐から〈聖者の涙〉を取り出し――

「――!?」

　いない。

　ナナ姫の侍女の姿は老婆の視界の何ど処こにもなかった。流石さすがに自分達が攻撃するまでじっと立ち尽くして待っているとは思っていなかったが……

「――馬鹿ね」

　耳元で囁く声。

　老婆は愕がく然ぜんとしつつも横殴りに裏拳を振った。

　枯れ木の様な腕の一撃――だがそれが人間の首をへし折れるだけの威力を秘めていると、老婆だけが知っている。

　膂りよ力りよくは当然ながら年齢とともに衰える。だが最適な角度、最適な急所、最適な速度を弾き出す経験が、その減衰した力を補うのだ。ただ転んだだけで健康な人間が骨を折ってしまう場合がままあることからも分かる様に、頑丈な様に見えて人間の骨は意外と脆もろい。

　しかし――

「――ぬっ!?」

　手応えがない。

「そもそも〈サイレント・グレイブ〉計画は従来の〈聖義執行者〉を越える暗殺者を生み出すためのものだったはずでしょうに？　未完成品とはいえ、その成果を相手に、旧式の分際で勝てるとでも思った？」

　老婆は振り向き――しかしやはりその視界にコリンが映る事はない。

「…………」

　老婆の表情に此こ処こで初めてはっきりとした戦せん慄りつが浮かんだ。

　言うまでもなく、コリンは別に透明になっているのではない。老婆の動きを上回る速度で移動し、常に死角をとり続けているのだ。彼女はずっと老婆の背後にいる。そして何度振り返っても振り向いても、老婆は彼女の姿を見る事は出来ない。

　しかし……それはあくまで老婆に限っての事。

　つまり――

「そうかもね……」

　老婆はその皺しわ深い口元に笑みを浮かべた。

「確かに勝てないかもしれないねぇ……一対一じゃあね」

　台詞せりふが終わる前に煌きらめく一線が虚空を走る。

　それも四条。

　反対側の屋根に逃げた男が放った〈聖者の涙〉である。

　最初から一方がコリンの注意を引き付け、もう一方が隙を突いて攻撃を仕掛けるつもりだったのだろう。どう足あ掻がいてもコリンは一人である以上、別々の方向に逃げられては、どちらか片方を追わざるをえない。

　だが――

「――本当に馬鹿ねえ？」

　しみじみとした口調でコリンは言った。

　彼女の前には、まるで彼女を庇かばう様にして老婆が立っていた。

「え……？」

　老婆自身が……信じられないといった表情を浮かべる。

　その口から、喉のどを逆流してきた大量の血がこぼれ落ちたのは、次の瞬間であった。胸部に一発、腹部に一発、それぞれ食い込んで体内で飛散した〈聖者の涙〉が老婆の内側を滅茶苦茶に引き裂いたのである。

「あ……」

　痙けい攣れんしながら屋根の上に崩れる老婆。

　男の攻撃を受けたその瞬間、コリンは老婆の襟首を掴つかんで強制的に移動させ、同時に自分は老婆の向こう側に回る事で、その身体を盾にしたのである。

「げ……あ……げえ……」

「一方が引き付けて一方が攻撃？　そんな幼稚な策――気付かないわけないでしょう？　これだから素人相手専門の暗殺者は」

　苦笑を浮かべながら足元で痙けい攣れんする老婆を見つめるコリン。

　その美しい顔には、死に行く者に対する憐れん憫びんも哀惜も浮かんでいない。

　男や老婆が日常を装い、日常に潜む非日常だとするのならば――コリンは日常そもののだった。その日常の定義があまりに広範な故に、非日常という領域を持たない存在。日常と非日常の区別がない存在。彼女にとって殺す事も殺される事もごくごく平凡な出来事に過ぎないのだ。

　だがそれを異常と誹そしる資格は男にも老婆にもあるまい。

　彼女をその様に仕立てたのは――造り上げたのは彼らの属する組織なのだから。

「貴様……貴様という奴は……！」

　わななきながら男は言った。

「悪魔め、地獄に落ちろ……！」

「――地獄？」

　コリンは軽やかな動作で二度跳躍し、男の立つ屋根に乗った。

「そこは私の生まれ故郷よ？　忘れたの？」

「…………」

「そこから這はい上がってくるのにどれほどの時間を犠牲にしたか……貴方あなた達には想像もつかないでしょうね？」

「……くあっ!!」

　男は半ば破れかぶれで両手に指弾を構える。

　だが次の瞬間にはもうコリンは彼の視界から消えていた。消えて――男の懐へとすでに入り込んでいた。男の貌かおに驚きよう愕がくと恐怖の表情が浮かんだその時には、コリンは身を沈めた姿勢で男の身体を自らの殺傷圏内に捉とらえていたのだ。

　根本的に動きの速度が違う。

　まともに相対した時点で男や老婆に勝ち目などなかったのだ。

　無意味に〈聖者の涙〉が虚空に放たれ――隙だらけになった男の鳩みぞ尾おちに、五指を揃えた貫ぬき手てが突き刺さる。それは手首までもがその肉に埋まるほどの威力であった。

　だが――

「な……ぜ……？」

　男がそう問うたのは……コリンの一撃が、命中する一瞬、ほんの僅わずかに速度を殺されていた事に気付いたからだろう。コリンがその気なら手首まで埋まるどころか、その一撃は男の腹を、そして背を突き破り、その胴体を貫く事さえ出来たはずだ。

　それを彼女は手加減した。

　つまり――

「もちろん。色々と喋しやべってもらうため」

　コリンは倒れ伏す男を冷たく見下ろしながら言った。

「言っておくけれど……助かったと喜ばない方がいいわよ？　きっと先に死んだ相棒を羨うらやむ事になると思うから」

「…………」

　男が痙けい攣れんしながら白目を剥むく。

　かつて〈サイレント・グレイブ〉と呼ばれた娘は溜ため息をつきながら、軽々とその気絶した男の襟首を掴つかんで吊り下げた。
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　高原の風は冷たい。

　すでに暦の上では春であるにもかかわらず、まるで冬が居座っているかの様に此こ処この空気は冷たいままだ。今なおも緩むことなく、容赦もなく、肌に食い込む寒気は、常人には苦痛以外の何物でもなかろう。

　それは木々や草花にとっても同じであるのか……このバコパ高原が緑に萌え上がるのはまだ少し先の事である。まだ枯れ野に等しいその景観はひどく寒々しく、見る者は余計に肌を刺す寒気を意識する事になる。

　だが……

「…………」

　開け放たれた窓から入ってくる寒風にカーナミンは微笑を浮かべた。

　彼にとって、針先に等しい寒気は、むしろ懐かしい感覚を呼び覚ます。

　辛い修練に明け暮れた日々を。

　今にして思えばあの頃は無邪気なものであった。己の体を痛めつけ、一心不乱に経典の文句を繰り返す事で、敬愛してやまない神に近付けるものだと信じていた。

　今でも彼の信仰心に変わりはない。少なくとも彼はそう思っている。

　信仰対象である神に捧げる敬愛も、帰属組織である〈教会〉への献身も、生半可な司祭や助祭などとは比べものにもならない。同じ枢機卿達と比べても、自分に優る者はいないと彼は考えている。

　そう。彼の信仰心は変わらない。

　変わったのは――単にそれを貫くための方法だ。

「――それで例の〈ソリッド・ダガー〉はどうなっている？」

　窓を閉めながらカーナミンは背後の若い助祭を振り返った。

　カーナミンの補佐を務める〈教会〉信徒の一人である。

　頭はそこそこにきれるが、カーナミンから見れば、肉体的な意味ではむろんの事、精神的にも、まだ子供に等しい。権謀術策の渦巻く世界を渡るには、まだまだ人生経験が足りない。実直に過ぎるのだ。

　だが……それだからこそ、彼はこの助祭を手駒として信用していた。

　信頼ではない。用いるのはいい。だが、頼ればその瞬間から、そこが弱点となる。故に彼はいかなる者をも信頼しない。

　あるいは神さえも彼は信頼しない。

　愛している。敬ってもいる。

　だがそれと信じてすべてを委ねる事とはまた別だ。

「はぁ……それが」

　助祭は報告書らしい紙束をめくりながら言った。

「当初の目的を覚えているのか、いないのか……ナナ姫一行の側そばにはいるのですが、一向に行動を起こす気配はなく……」

「どうせ、そんな事だろうと思ったがな」

　カーナミンはそろそろ皺しわの目立ち始めた頬に、薄い笑いを浮かべた。

「大司教猊げい下かも懲りないお方だ」

　助祭は微かすかに表情をひきつらせた。

　カーナミンの言葉に潜む嘲ちよう笑しようの響きに気付いたからである。

　普通の信者から見れば、曲がりなりにもミリオフィラム教会の頂点に君臨する者は、神に最も近い位置に立つ存在だと言える。その人物を嘲あざける行為は、その直上におわす神に対する、不敬、侮蔑にもつながる。

　信仰にのみ……いや、正確には、信仰する自分、それのみに価値を見出す信徒達にとって、神への冒ぼう涜とくは自己否定にも等しい。

　この助祭は補佐をしてすでに二年を経ている。

　だからカーナミンの言動についても、それが信仰心の否定に繋つながるものではないと頭では理解しているはずだ。だが骨の髄まで叩き込まれた上位階級者への絶対崇敬は、そう簡単に抜けない。

　抜き去るには恐ろしく強靭な精神力が――自分の心の奥底、自分の心の暗い部分を直視しうるだけの精神力が必要だろう。

　そう。たとえばカーナミンの様に。

「〈サイレント・グレイブ〉の時に分かっていたはずだ。しょせん、純粋な武器として育てられた暗殺者は、使い物にならない」

「そ……そういうものなのですか？」

「武器は、道具だ」

　カーナミンは執務机に座りながら言った。

「道具は、意志を、信仰を持たない。故にそれは容易たやすく敵の手に落ち、そして最悪、自らの首を掻かき切る凶器となる」

「な……なるほど」

　助祭は気け圧おされた様に頷うなずいた。

「それはともかく……例の手配は済んでいるか？」

「は。すでに〈聖儀執行者〉二名を増援として送ってあります」

「くどい様だが」

　カーナミンの低い声に僅わずかだが、熱がこもる。

　冷静沈着な彼にしては、珍しい事ではあった。

「他の連中はともかく、ナナ姫本人は、絶対に、殺してはならんぞ。あの娘は――あの娘こそが教会を大改革するための、最大の切り札なのだからな？」

「そ――その事なのですが」

　助祭は躊躇ためらいがちに言った。

「やはり私には理解出来ません……何な故ぜ、淫魔サキユバス族などという忌まわしい魔族が、教会救済のための切り札たりえるのか……」

　ミリオフィラム教会は人間の宗教である。

　人間のための人間による人間の宗教。それはつまり人間種族の心の平穏を目的としているという事に他ならず――狭義の人間に属さない異種族、すなわち、角鬼ホーンド族、半獣ライカンスロープ族、妖精エルフ族等の者達は時に蔑視の対象にすらなる。相対的に下位の存在を置く事で自分達の価値を底上げするのは、人心支配の基本である。

　とくに――清廉潔白、質素倹約を信条として信徒に『欲望』を悪と説く〈教会〉にとって、性に狂う淫魔は唾だ棄きすべき種族であり――迷信が堂々と常識としてまかり通っていた時代には概念上の化け物、すなわち『悪魔』だの『魔族』に分類されていた。

　いや――〈教会〉においても考え方は必ずしも統一されていない。

　教典原理主義の者達の中には、今でも大真面目で淫魔サキユバス族を悪魔だと――そして教会の名においてその存在そのものを殲せん滅めつすべしと主張して憚はばからない者もいる。さすがに鉄道が大陸を横断し、情報の流通速度を上げつつある昨今、そういった旧世界的な発想の信徒はむしろ少数派になりつつあるが。

　だが……

「……忌まわしい魔族？」

　カーナミンは――揶や揄ゆするかの様な口調で問い返した。

「サキュバスが――か？」

「違うのですか？」

　助祭はやはり困惑の表情を浮かべながら尋ねる。

　本気で淫魔族を『悪魔』などと信じているわけではないにしても、その存在が〈教会〉の教義と相容れないものである事は間違いない。その意味で通称的に『魔族』という呼称を使う信徒もいまだ多い。

「そう、そうだな」

　微苦笑を浮かべながらカーナミンは頷うなずいた。

「確かに御前達は、そう教えられていたのであったな」

「カーナミン枢機卿？」

　意味深な物言いに助祭は首を傾かしげる。

「それはいったい……どういう……？」

「いや。それでいい。それでいいのだよ」

　満足げに頷うなずきながらカーナミンは言った。

「いずれお前にも事の真相を話してやれる時が来よう。だがそれは今ではない。今はまだそれでいい」

　助祭は口をつぐんだ。

　上の者がそれでいいというのならば、下の者に疑いを挟む余地はない。それが信仰によって成り立つ宗教組織であればなおさらの事だ。末端の者の細かい猜さい疑ぎ心しんまでいちいち許容していては、そもそも組織として成り立たない。

「ナナ・アン・アビアス――」

　カーナミンは窓の外を眺めながら呟つぶやいた。

「逃がしはせんぞ」
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　ナナ姫一行は野次馬の眼を避けて街外れに移動していた。

　ちょうど良い廃屋が一軒あったので、そこに馬車と馬を停め――縛り上げた暗殺者を連れ込んだのである。

　宿の女将おかみには、半壊した宿の修復費用に迷惑料と元々の宿泊料を加えた金額を渡してきた。食堂と厨ちゆう房ぼうの一部が吹っ飛ばされただけなので、二階の部屋はまだ使えない事もなかったが……これ以上あの宿に留とどまると、また余計な被害を及ぼす事になる可能性もあったからだ。

　ちなみにソリウはというと何を考えているのか――のこのこ一緒に付いてきた。

　危うく爆殺されるところであったのは分かっているはずなのだが、この軽薄な吟遊詩人は怖れる様子もなくナナ姫達の側そばにいる。今は彼に構っている余裕もないので、エキノ達は好きにさせる事にした。

　そして――

「どうもよく分からんのだが」

　エキノは、縄で厳重に縛り上げられた暗殺者を見下ろしながら言った。

　生き残った中年男の暗殺者は、すべての武器を取り上げた上で、手首、足首を縄で縛り上げ、さらに肩や膝ひざの関節を外してある。素人眼には厳重すぎる扱いに見えるかもしれないが、暗殺者に対しては用心しすぎるという事はない。

「本気で爆殺する気はなかったらしいが……いったい、どういうつもりだ？」

　ひゅん――と音を立ててエキノの槍やりが半回転する。

　その鋭い穂先は先を促すかの様に男の鼻先にぴたりと触れた処ところで停止した。

「…………」

　暗殺者は自分の顔に突き付けられた凶器を見つめる。

　完全に開き直っているのか――その顔には恐怖はおろか、いかなる感情も浮かんではいない。特徴に乏しい顔はまるで人形の様にすら見えた。

「――これは」

　ややあって暗殺者はふと思い出したかの様に口を開く。

「警告だ」

「警告……？」

「我々は手段を選ばない。必要とあれば、幾つでも死体を積み上げる事になるだろう。その死体が生前貴様らに関係があったかどうかを問わずに」

「…………」

　エキノは無言で地に転がる男の襟首を摑つかみ……一気に引き上げた。

　長身痩そう躯くからは想像もつかない様な、驚異的な腕力だ。

　しかしナナやコリンに驚いた様子はない。エキノの実力はよく分かっている。ソリウだけが、感心した様子でエキノを眺めていた。ネリアが無反応なのは言うまでもない。

「――てめぇ」

「バコパ高原に来い」

　暗殺者はやはり無表情に言った。

「お前達だけでだ。王国に援軍を頼む事はいっさい許されない。お前達は幾重にも監視されている。故に我らの望まぬ行動を一つでもとれば、即座に死体が積み上げられる事になる」

「つまり何か。王国の民が人質って事か」

「そのとおりだ」

　暗殺者はナナ姫を振り向いて言った。

「真に王たる者の承継者であるならば、民草の命を護まもるのが、その務め。断れまい？」

「…………」

　ナナが無言で表情を強こわ張ばらせる。

　だが――

「おい。殺し屋」

　暗殺者を壁に押しつけ、自らの身体でその視線を――ナナ姫に向けられていたそれを遮りながらエキノは言った。

「貴様らに王族の心得を説いてもらう筋合いはねぇよ」

　言ってエキノは暗殺者の襟首を離して一歩下がる。

　壁に沿って座り込む男の腹に――槍やりの柄の端、つまりは石突きの部分が食い込んだのは次の瞬間であった。

「ぐがっ…………」

　男は悶もん絶ぜつして床に横倒しになる。

　エキノは唾つばでも吐きそうな嫌悪の表情で男を見下ろした。

「……どうするの？」

　対して――何ど処こまでも冷ややかな、まるで路傍の石でも見るかの様な眼で男を見下ろしながら、コリンはそうエキノに問うた。

「街の治安組合に任せるのは危険すぎるし。かといって連れ歩くわけにもいかないでしょう。念のために言うけれど、人質としても使えないわよ。表向きは存在しないはずなんだから」

〈聖義執行者〉。

〈教会〉という巨大組織の暗部を担う暗殺要員達。彼らは〈教会〉に都合の悪い存在を消すためだけに存在する。

　そしてそれは彼ら自身をも含むのだ。

　彼らの存在が公になれば〈教会〉に都合が悪い。そうならない様に――彼らは仲間といえどもその要があれば消す。

　人質として使えないとはそういう意味だ。

「とりあえず危険でなくなりゃいいわけだろ」

　エキノは――薄く酷薄な笑みを浮かべる。

「人間を後ろから刺すのを仕事にしてる様な奴らだ……どんな目に遭っても文句の言える筋合いじゃねえだろ」

「具体的には？」

「両手両足をへし折っておくさ」

　平然とエキノは言った。




　　　　●　●　●




　くぐもった声が鼓膜に触れる。

「……う……あ………」

　苦く悶もんの様でいてそれは苦く悶もんでない。押し殺した声や荒い吐息は、まるで重傷の末に漏らす呻うめきの様にも聞こえるが――注意深い者が聞けばそこに別の要素も加わっているのだと気がつくだろう。

「――無関係な人間を巻き込まない様にって言ってもな」

　呟つぶやきながらエキノは雑木林の中を歩いていた。

　時刻は深夜。

　先ほど――暗殺者を連れ込んだ廃屋から少し歩いた場所にある雑木林の中に、ナナ姫一行は今夜の宿を定めていた。

　要するに野宿である。

　王族の権力やら財力やらで、何ど処こか、屋根のある場所を確保する事も当然出来たのだが――〈教会〉の無差別な姿勢が明らかになった今では、無関係な人間を巻き込む可能性の高い街の中は避けた方が良い、というのが一同の見解だった。

　むろん、尋問に使った廃屋に泊まっても良かったのだが、こちらは『罠』に使う事になり、馬車や馬は近くに繋つないだまま、さらに小さなランプを一つ点けっぱなしで置いてある。一行がまだ廃屋の中にいるかの様に見せかけるためだ。しょせん気休めに過ぎないが――ほんの僅わずかな時間でも暗殺者の目を欺けるかもしれないし、そのわずかな時間が生死を分ける事も珍しくない。

「その時の状況にもよるけど……教会の暗殺者相手の場合は、中途半端な建物の中に閉じこもるよりは、身軽に動ける方がいいのよ」

　とはコリンの弁である。

　確かに建物丸ごと吹っ飛ばす様な大量の爆薬でも仕掛けられれば、今度は流石さすがにエキノ達をもってしてもどうにもなるまい。そもそも〈聖者の涙〉で暗殺を仕掛けてくると思っていたエキノ達の側にも、今朝は油断があった。相手の思惑がはっきりしない以上、常に最悪の状況は予想しておくべきだったのだ。

　何にせよ――馬車にはもともと野宿用の品一式も揃っていたので、コリンの提案で一行は野宿と相成ったのである。

　しかし……

「どうすんだよ……この状況？」

「……ああっ…………」

　エキノのうんざりした呟つぶやきに――喘あえぎ声が覆い被さる。

　念のためにと雑木林周辺を調べて回っているエキノだが、まだ予定の半分も見回っていないうちに、この手の声を耳にするのはもう十回目に達していた。しかも全部場所と――声の主が違う。

「……あああっ……あん……んあっ……いい……いいわ……すごく……いいの……！」

「――いちいち解説すんな」

　すぐ側そばの茂みから漏れ聞こえる声に小声でそう突っ込みながらエキノは歩いていく。

　そう――灌かん木ぼくの茂みを隔てたすぐ側そばでは男女の睦むつみ事が進行中なのである。ほんの少し茂みを掻かき分ければ、肌も露あらわにして抱き合う男女の姿を見る事が出来るだろう。ただしその二人は行為に夢中で――側そばを歩くエキノの存在などまるで気付いていない。

　いや。あるいは気付いていても気にする事はないと思っているのか。

「…………」

　いまさら、顔を赤らめる様な純情さなど持ち合わせていないが、それでもあっちこっちで秘め事が繰り広げられている様を見ると、流石さすがに辟へき易えきしてしまう。

　どうもこの雑木林……地元の者達の、逢い引きの名所らしい。

　エキノが確認しただけでも十組の男女が、あっちの茂み、こっちの草むらで、内緒内緒の行為に没頭していたりするのだ。

　実のところ――こうした場所は大抵の街や村に必ずある。

　ミリオフィラム教圏や類似の宗教が浸透している国家であれば、比較的減少の傾向にあるが……一定年齢に達した村の住人達が、総出で性的な宴を開くというのは珍しい事ではない。むしろ国土や人種の違いにかかわらず、原始的な集団においては必ずといって良いほどに見られるものだという事をエキノは知っている。

　性的交渉は娯楽なのだ。

　原始的宗教ではそれを積極的に勧めている場合すらある。

　そもそも村祭りと呼ばれるものの大半が、実は乱交の宴を基にしているという事も、少し民俗学だの政治学だの宗教学だのを囓かじった人間にとっては常識である。ただしこうした開放的な性風俗は、衛生的な問題や様々な体裁の問題からこれを規制する価値観が広まっていき、現在の様な状態になったのだ。

　そして――そうした価値観の統制にまず使われるのは宗教だ。

　だが……

「ここらはあまり〈教会〉の影響力も強くない――か」

　呟つぶやくエキノ。

　宗教。

　時にそれは政治の思惑を越えて独自の権力を持つに至る。

　ミリオフィラム教会などはその典型だろう。

　そもそもクアプランテ大陸西方国家群のいかなる国家よりも、ミリオフィラム教会は旧い組織だと言われている。多くの国家は人民の思想統制にその権威と体制を利用したわけだが――その結果として、ミリオフィラム教会は生半可な国家では太刀打ち出来ないほどの権力を得る事となった。

　今では、はたしてどちらがどちらを利用したのかさえ、判然としない。

　ただ――アビアスではこのミリオフィラム教会の影響が比較的少ない。

　元より遊牧民を祖に持つアビアスの民がミリオフィラム教会の教義に馴染みにくかった事もあり、アビアスではミリオフィラム教会を否定する事はないが、国教として宣教に尽力する姿勢もとっていない。

　そもそも皆で歌って踊って――浮かれて騒ぐ事をこよなく愛するのがアビアスの民だ。今日は今日。昨日は昨日。明日は明日の風が吹く。それ故にこそアビアスではこうした性的な部分に関しても庶民は比較的奔放だ。さすがに貴族王族ともなれば、外交的な意味合いもあって自由気き儘まま――というわけにもいかないのだが。

　それはさておき。

「これだけ人の気配が入り乱れてりゃ、暗殺者が近付いてきても分からんな」

「そういうもんなの？」

　背後から掛けられた声にも――しかしエキノは驚いた様子を見せない。

　ナナ姫が背後から近付いてきているのはさすがに気付いていた。多少の気配が入り乱れていても、自分に向けて接近する気配はまた別だ。少し気を張っていれば容易たやすく察知出来る。

「お子様はおねむの時間だぜ？」

「ネリアならもう寝たわよ」

　エキノの隣に並びながらナナは言った。

「……って何なのよこの状況」

「見てのとおりだが。お子様には刺激がきついだろ」

「お子様お子様って――うるさいわね」

　冷静を装ってはいるが……ナナの頬は夜目にもはっきりと分かるほどに赤らんでいる。

　それでも眼を覆ったり耳を覆ったりしないところがこの姫君らしいといえばらしい。潔癖性気味とはいえやはり年頃の少女――多少なりとも興味はあったりするのだろう。

「もう十六なんだから立派な大人よ」

「そうだな」

　エキノは面倒臭そうな口調で言った。

「十五で嫁ぐのも別に珍しくないもんな。ちなみにそこで頑張ってる子はたぶん、姫様より年下だぞ」

「…………」

　眼を丸くして近くの茂みを振り返り――そして慌てて視線を逸そらすナナ。

「まぁ、こういう田舎は娯楽が少ないからな。庶民はこういった事に走る傾向が強いんだよ。十代前半で処女喪失なんてのも別に珍しかねぇよ」

「…………」

　エキノの説明を聞き、ナナ姫はしばらく懊おう悩のうする様な表情を見せていたが……

「…………ふ……不潔」

「淫魔族サキユバスが何言ってやがる」

　エキノは苦笑した。

　二人はゆっくりと雑木林の中を歩いてゆく。

　そして――

「……ねえ。エキノ」

　少し改まった口調でナナが話しかけてきた。

「何だ？」

「よく分からないけど……こういう事って……その……別に悪い事じゃないよね？」

「そうだな」

　エキノは肩を竦すくめて言った。

「これが悪い事なら俺も姫様も、生まれてきた事そのものが罪って事になる」

「…………」

「ついでに言うとな」

　柄にもない――と思いつつもエキノは付け加えた。

「こうした性風俗に関する価値観は、国土や時代によって変わる。何が良くて何が悪いのか――『正解』なんかねぇよ。まあ、あまり無制限でも性病の蔓延だの、人口の調整だの、色々問題は出てくるけどな。それにしたところで結果の問題であって、人間の性行為そのものには善も悪もねぇだろ。それは生きるのに、子供を作るのに、種族を維持するために必要な行為だからしているだけだ」

「……だよね」

　頷うなずくナナ。

「なんだよ――いきなり？」

「いや……だから」

　ナナにしては珍しく会話の歯切れが悪い。

「その……私って昔から教会には狙われてたでしょ？」

「…………」

　エキノが黙り込む。

　そう。実は以前からナナは何度かミリオフィラム教会の者に命を狙われている。

　これが〈教会〉全体の総意なのか――それとも一部の暴走なのかは分からない。〈教会〉ほどの巨大組織ともなれば、構成員全員の意志が統一されているとは限らない。むしろ内部派閥が幾つもあって、常に水面下では権力闘争が起こっていると考えた方が自然ではあろう。

　そもそもナナ姫が〈教会〉から狙われる理由すら分かっていないのだ。

　だが――

「それは私が淫魔だからって事かな――とか」

　確かに〈教会〉の教義は淫魔族サキユバスを認めない。理性なき獣として蔑視する一派もあれば『魔族』と断じて積極的な排斥を訴える一派もいるらしい事はエキノ達も知ってはいる。

　節制と禁欲を美徳として謳う彼らにとって、淫魔の存在は非常に都合が悪かろう。それが単なる獣であるのならば彼らも気にしなかっただろうが――人間種族とほぼ同じ姿形をして理性と知恵を持っているとなれば、彼らの教義にとって非常に不都合が多い。

　とはいえ……

「あーゆー事をするのが、そんなに悪い事なのかな、とか」

「…………」

「……その……そういうのって……そういうのが好きな種族に生まれただけで、いけない事に見えちゃうのかな、とか……場合によったら、そういう種族ってだけで、汚らわしいものに見えるのかな、とか……上手く言えないけど……その」

「…………姫様？」

「ほら。私ってば普段はあまり異種族サキユバスって事を意識しないで済んでるけど。でもそれは父様やエキノやコリンがそういう風にしてくれてるだけで。ひょっとしたら私は――」

「どうした」

　エキノは覆い被せる様に言った。

「何か悪いものでも喰くったか？」

「別に」

　とナナは首を振る。

　エキノとしては憎まれ口の応酬を期待した台詞せりふだったが、空振りに終わったらしい。

「……怖くなったか？」

「別に」

　とやはりナナは首を振る。その口調にも表情にも強がる様子はない。

「怖くないよ。エキノもコリンもいるしさ。信用してる」
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「そう言ってもらえるのは光栄だがよ」

　エキノは溜ため息をつく様に言った。

「――あまり他人を信じるな」

　ナナは――何だかんだと言って天真爛漫に過ぎる。人間の善意を信じ過ぎる。

　それはむろん……バルテリクが望んだ事であり、マヤカが望んだ事であり、そしてエキノが望んだ事でもある。異種族として人間族の中で暮らしていく事を余儀なくされた彼女にとって、猜さい疑ぎ心しんや劣等感は彼女自身の未来を閉ざす猛毒になりうる。だからこそ周囲の者達は、彼女がそういう人間の暗い部分に絶望してしまわない様に――気を配ってきた。

　だが……

「他人を信じる事そのものは悪いこっちゃねぇ。いや――むしろ素晴らしい事だろうさ。だがそれも限度がある。姫様も陛下もマヤカ様も、そういうところは……なんてーか、ひどく危なっかしいんだよな。俺に言わせると」

「……そっかな」

「そうだよ。そもそも俺もコリンも元はと言えば敵側の人間だろうが。そういうのを護衛役に置いている時点で本当は無茶なんだよ」

　言いながらエキノは――槍やりの柄を握りしめる。

「実の息子が――親の首を掻かき切る事だってあるんだ」

「――やめてよ」

　ナナは立ち止まって顔をしかめた。

　一歩進んでからエキノも遅れて立ち止り振り返る。

「もう六年前の事でしょ？　やっぱりまだ気にしてるの？」

「単に例として思い出しただけだ」

　そうは言いつつ――しかしエキノは自分の嘘を自覚してはいた。

　気にしていないはずがない。気にしない方がおかしい。いや――気にしなくなってしまえばお終しまいだとも彼は思っている。

　恐らく一生忘れる事は出来まいし、忘れてはいけないとも思う。

　恐怖と絶望に歪みきった――あの父の顔を。

　信じていた相手から裏切られた者の顔を。

「それなら――いいけど」

　いまひとつ納得しきってはいない様だったが、ナナはそう言って再び歩き出す。

　エキノもそれに続き――再び二人は並んだ。

「…………」

　エキノはそっと自分の守るべき姫君の横顔を眺めた。

　気丈な性格であっても、やはり不安はあるのだろう。命を狙われても平然としていられる者は、当然だが多くない。余程に剛胆な人間か、徹底的に虚無的な人間か、そうでなければ単なる馬鹿だ。

　ナナはそのどれでもない。

　姫であろうと、淫魔であろうと、その中身はちょっと元気がいいだけの、普通の女の子に過ぎない。それ以上でもそれ以下でもない。六年間、彼女の側そばで過ごして、エキノにはそれがよく分かっている。

　何な故ぜ、彼女がこんなややこしい事情に巻き込まれるのか。

　姫君であるから――ではなかろう。

　やはりその生まれからか。

　では――

（〈教会〉は何な故ぜこんなにムキになって姫様を狙う？）

　エキノが知る限り、ミリオフィラム教会がナナに何らかのちょっかいを掛けてきたのはすでに今回を含めて六度目だ。しかも今回はかなり〈教会〉側も切羽詰まっている様な印象を受ける。

　いや……むしろ混乱している様な印象すらあった。

　もしネリアやソリウが〈教会〉側の刺客であった場合、その動きはあまりにも先に尋問した暗殺者達とは噛み合っていない。

　それはつまり〈教会〉側にもナナの処遇について意見が分かれているという事か。

　しかし――

（それならわざわざ〈教会〉の本山――バコパ高原まで呼びつける必要はないだろう）

　単にそれも方便で、途中に刺客の群れが延々と配置されているだけなのかもしれないが。

　いったい――相手側は何を考えているのか。

　分からない事が多過ぎる。

　元〈教会〉側の人間であるコリンも、すべてを把握しているわけではないし……彼女が〈教会〉と袂を分かった三年前とは〈教会〉内部も事情が異なるだろう。

　また――そもそも刺客が事情のすべてを知っている事はまずない。彼らは単なる武器であって、眼の前の目標を殺し潰つぶす事以外に余計な事を知っておく必要はないからだ。いや、むしろ背景事情が敵に渡る危険性を考慮すれば、知らせずに運用した方が都合が良い……

「エキノ」

「はいよ」

　エキノは考えを中断して傍らのナナを振り向く。

　ナナはほんの少し思い詰めた様な表情で、近衛兵士の目を覗き込んだ。

「エキノは信じるなって言うけど」

「――うん？　あ……ああ」

「それって別に死ぬまで誰も彼もをずっと疑ってろって意味じゃないよね？」

「…………」

　エキノは言葉に詰まる。

「簡単に信じるなって事よね？」

「まあ――そうだな」

　とはいえ。

　何ど処こまで疑ってみれば簡単ではなくなるのか。それは回数か。期間か。十回か。一年か。百回か。十年か。どんな数字が人の心から猜さい疑ぎと懸念を払拭してくれる？

　自分の周りの全員がすべて嘘をついているのではないと――どうやったら証明出来る？

「じゃあ大丈夫」

　ナナは朗らかに笑った。

「私は私なりに納得して信じてるから」

「…………」

「だからいいよね？　信じても」

「――姫様」

「たとえ裏切られてもその責任は自分でとれるから。どうせ心の底なんてお互いにさらけ出す事は出来ないもの。相手の言葉を信じるしかないもの。だったら私は、常に誰かを疑いながら生きていくより、信じて裏切られる方がまだいいかな。だから――信じてもいいでしょ？」

「姫様の場合は下手をするとそれが死に繋つながるぞ」

　エキノは呻うめく様に言った。

　むろん――そんな事が分かっていないナナではない。そんな事はエキノにも理解出来る。

　ナナは分かった上で言っているのだ――『信じさせてくれ』と。自分の生命を賭け札として張ってでも、彼女は信じて生きる事の方を選びたいと言っているのだ。

　それは重い。

　喩たとえようもなく重い。

　元より裏切ってはならない相手を裏切ってしまったエキノにとっては――

「エキノ」

　改めてナナは言った。

　ごくごく自然に――世間話をするかの様な口調で。

「守ってね」

「――俺は」

　守るべき相手の喉のどを掻かき切った。

　そんな人間にどうしてこの姫君は開けっぴろげな眼でそんな事を言ってくるのか。

（まったくこの親子は――）

「ほら。返事は？」

　ナナは立ち止まって腰に手を当てながら言う。

　我がままな姫君として。

　忠実な近衛兵士に向けて。

　だから――

「御意。我が力――及ぶ限りに」

　エキノは微苦笑を浮かべながらもそう言って一礼した。







あとがき







　…………あれは確か三年前の秋だったと思うのですが。

　私は某社の新人賞の席で知り合いの編集者の退社を知りました。

　知り合いといっても、実は私自身は彼と組んで仕事をした事は一度も無く、顔見知りではあっても、ただ周りの作家さんから彼の話を何度か聞いていただけで、長時間喋しやべった事さえありませんでした。




　ぶっちゃけ、その編集者――外見はちょっと胡う散さん臭いです（控えめな表現）。




　ただ――どの作家さんも『作家に対して親身になって頑がん張ばってくれる人だ』『あの人は創作という事の意味を分かってる』『あの人は熱い人だ』と口を揃えて言っていたのが印象的だったのです。

　そもそも編集者といえば作家にとっては仕事仲間であると同時に仕事先（原稿の発注元）ですから、愚ぐ痴ちの一つや二つ出ても当たり前です。作品について意見を戦わせて、場合によっては作家が必死に書き上げた何百枚もの原稿を、「没」の一言であっさり投げ捨ててしまう相手なのですから。

　なのにその編集者に関しては作家側からは悪い話を一つも聞いた事が無かったのですな。

　なので、彼が某社を辞す時に私は言いました。

「志こころざしの在る編集者が居なくなるのは寂しいです。一度一緒に仕事をしたかったです」と。

　彼曰く、今後どうするかは特に考えていない、との事。また身の振り方が決まったら御連絡ください――と伝え、私は彼と別れました。




　それから二年。

　ホビージャパンでライトノベルの新レーベルが創刊する……という話が聞こえてきたのは随ずい分ぶん以前の事です。ホビージャパンといえばプラモと銃とゲーム雑誌の会社、という認識しか無かったもので、その話を聞いた時には「へえ～」とただ他人事の様に考えておりました。ぶっちゃけ、神野オキナ氏の御紹介でホビージャパンから仕事の依頼が来た際も、実の所、スケジュールが詰まっていた事もあって、正直、原稿を上じよう梓し出来るかどうか分からない状態でした。

　そんなある日――一本の電話が仕事場にかかってきました。

「どうも。お久しぶりです――ホビージャパンのマツオカです」

　それが、現ＨＪ文庫編集長との再会の第一声でした。




　でもって。

「つーわけで原稿下さい。７月創刊なので締め切りはこの辺りで」

「いやそんな事いきなり言われても」

「どっかに未まだ本になってない原稿の一つや二つあるでしょ？　んん？」

「いやまあ無い訳わけじゃないですが」

「じゃあそれで」

「いいのかおい」

「信用してるよ」




　という事で――かつて『プリンセス・サキュバス』として同人誌で出ていた原稿が日の目を見る事になった訳ですな。

　そう。

　実を言えば本書は新刊という体てい裁さいを取っていますが、中身は『復刻』です。

　三年余り前にうちの嫁さんが「同人誌を造ってみたい。だから原稿なんか寄よ越こせ」と言ってきたので、デビュー前に書いていた原稿を使って同人誌を造った事があります。

　これが『プリンセス・サキュバス』という本なのです。

　恐らく旧くからの私の作品の読者をしてくださっている方の中にはこの『プリサキュ』をお持ちの方もいらっしゃるでしょう。




　で――本書はこの『プリサキュ』を全面的に改稿したものです。




　しかしこの改稿作業が、難なん儀ぎしたのなんの。

　八年も前――しかもデビュー前の原稿を改めて読むなど、拷ごう問もん以外の何物でもありません。最初、深く考えずに本書の復刻をＯＫした私ですが、「やっぱり同人誌買ってくれた人に悪いし、また自分でも最低限の納得いく形に手直ししたいから、全部、文面は書き換えるね」――と改稿作業に入った途と端たんに猛烈に後悔しました。

「改稿だったらまあそんなに時間かかんないよね」と思っていた訳ですが、実際には普通に一冊書くのの半分近い時間を費やしてしまいました。これ、ひょっとして全部ゼロから書いた方が早かったんじゃねえのかと思ったり。




　ただ……この作品、個人的には非常に愛着があります。




　私の原点というか、自分の創作スタイルがようやく固まった頃ころに書いていたので、改めて見ると今の自分の作風に繋つながる部分を幾いくつも見つけ出す事が出来ます。

　結局、書いている途中で私が某社から賞を貰もらい、デビューする事が決まってしまった為ために、未完の作品となっていた訳ですが、今回ＨＪ文庫の――それもマツオカ氏から完結の為ための機会を頂いただいた事は、非常に感慨深いものがあります。

　共に一度は私の前から去ってしまった筈なのに――時間を経て、巡り巡ってこういう結果になった訳ですから。巡り合わせって面白い。




　今後、この『プリンセス・サキュバス』改め『プリンセスはお年頃！』は二巻の中盤辺りから書き下ろしを加え、丸々書き下ろしの三巻辺りで完結の予定です。

　私にとっては思い出深い本書ですが、読者の皆様に面白いと思って頂けるかどうかはまた別問題。手を抜かず時間の許す限り全力で改稿した積つもりですが、さて、皆様の御判断や如何に。

　願わくば読者の皆様に本書を楽しんで頂いただけます様に。




　それから御礼を。

　マツオカ編集長、担当のＳさん、更に校正の方々、印刷所の方々は勿もち論ろんですが――絵師の深山さん、綺き麗れいな絵を有り難う御座いました。こんな上品な画風の方にこんな話の絵を描いていただけるとは思ってもみませんでしたですよ！




　ではでは、また次の本で！




２００６／６／７

ＢＧＭ：夢想歌（ｂｙ　Ｓｕａｒａ）
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